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1，緒　　　　　論

蒙酬蛾謝腺の分泌物が強く雄脱翻する・とは既脚られている・而して諏
蚕の翻1腺｝・関しては諮原（1901），箭内（190D・F・・ili・ff，　（1909），　Deegener（19

12），池田（1913～，14），瀕（1914～’15）・幅（1929）・轍び縢（1933）駒研

究がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
F，。iling（1909）1・よれば，獺の謝　撚舳した輔蕨皮欄と比纐縢軟な・・

キチ躍か蘭来ていて謂醐に当つては，その細纈轄大・」喫窪胞棚われ・核

には特別大粒のクロマチン粒が分布すると報告している。

伊東（1914’一’15）は湘胞質中の空胞翻化前に核で作られたもので羽化後襟ては

空胞は減少し該の形及びその醐力・不規則甑り承第に退化の傾向を尉と共に細

胞膜も不明瞭になる．・の際蜘胞の緬蝦つているキチ漏噺々醐齢が蘇

鋸鯛（舗の誘引物質）はキチンの欠損部から撒されると糖している・．

更麟引腺の機能に関す翻究結果としては源の機能購通化職約30分で認めら

れ数繭で鰍となり期後購間の経過と郷糊磁少レ産卵御於てセよその作
用が認められないものが多くなる．而して溌勧質廟粥の麟こよつて薫匡続醜

揮散される油質であると報告している。

徽び騰㈹3）によれば誘弓1腺は，kの全部轍融組織輌畿する励騨
純な棚騰で洞磯能洞る腺細胞の綱白蝶合体である・従つて・　wa組織の郭緬

は＿臓皮と灘柳キチン層によつて完全に糠されてお嚇別鞘1まなく蔽部は

特に発達した基底膜によつて体腔と境されている。

搬のギチン層は内外2駄分れているが外騨鮒る所謂・映起は一xの鱗が鈍
り小丘状を呈し，染色性も内層との差は一般表皮の内層のように著しくない。キチン麟

のこのよう縮齢源体卿央部に於て明らかで其の周辺部に於ては鰍普通のキチ

ン層の構造に移行するとした。

　また藤q914）は誘引腺の齢・艶醒しており波離卵すると鮪｝こなる・こ

れは誘引腺中から誘引する物質が消失した為であると考えている。
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　林及び伊藤（1933）は，分泌顯粒の・禽成に当つて核の内馨は［藍〔接関係がないものと報

告し，初期の分泌頴粒が其の後遊離し羽化直前に個々集積して所謂臨大願粒となる。こ

れらの巨大顧粒は羽化期並びに羽rヒ後に次第に崩壊して小願粒に移有する。誘引腺の発

霜作用はこのような変化後に起る。従つて小願粒は分泌型穎粒で1藪大顯粒から直接移行

したものと考えた。

　尚，羽化後の誘引腺の核は形態上すでに退イ了の状態になる。従つて生理的にも其の機

能が低下し初期分泌物の合成は考えられないが，それでも誘引腺の機能が急激に減退し

ないのは，羽化前に細胞内で合成された分泌物が巨大顧粒としで貯蔵された結果に圏る

と報告している。即ち，巨大穎粒が細胞の機能檸止後に於ける誘引作用の本源であると

した。

　象蚕誘引腺の分泌物揮散過程に関しては現在2つの説がある。その1つはイヲ畷（1914）

の説でキチン崩壊層通過説で他の1つは，窩原（1901），箭内（1901）簿によつて想激さ

れた説で，キチン層には其¢）突起に鵬孔するΣ懲孔があり発番物質は，これを通じて分泌

が行われるとする所謂発番突起通過説である。

　これに対して林及び伊藤（1933）は伊東の説には賛威し難くキチン罵通過の点で寓原

の説と同じであるとし次のように述べている。

　表皮細胞を被覆するキチン閥には，下位の細胞の細胞質から概ね表情iにme　ftjに走る所

謂「細胞間橋」状の突起を出し，それらの細胞質突趨の多数のものはキチン外魍の小突

起下に集合する傾向が1認められ，誘引腺の部分に於ても同様なる構造を有するもので，

キチン層と細胞属とはζのような細胞質の突起によつて常に樹接なる関係に麗かれてい

る。

　従つて分泌穎粒は極めて微小な形で細胞を出て細胞質の突起を通過して体嚢に揮散さ

れるものであるo

　発雷物質に関しては伊東（1914）は油質であるとし，林及び伊藤（1933）は明らかに

脂肪性の物質であると報管している。Butenandt（1941）1よ1載蚕雌蛾の誘引物質は1

種のアルコールで恐らくC16H3002の分子式を示すものと報告している。また，最近

に於て牧野及び佐藤（1954）は，従来の象蚕に於ける研究並びにButenandt　（1941）

の業蹟を引用することなく，蜜蚕の雌蛾から雄蛾を誘引する物質を抽幽し・これに雄性

誘引香Bom1⊃ixinと名づけているが末だ化学的構造を明かにしていないQ而して，こ

の点に関しては薯者（1951～52）が既｝こ｝誘引腺から好離，抽出し発衷したものと殆んど

変りカミなし・o

　また，Hallen，　Acrea　，　Potts（1944）は，まいまいがの1種からベンゼン抽と嫌こよ

つて雄蛾を誘引する物質を見出し，この物質は1種のアルコールであると報告している

　以上述べたように昆虫の誘引腺に関しては，豪蚕に於ける誘引腺の機能並びに誘引物

質に関する研究結果があるのみで，その他の昆嵐に就ては殆んど研究せられていない。

　著者は1946年以降，鉦蕨Bo．・，zbyx　7nori　LINNAEUSを中心として，桑置Bomb．3，x

m　vzdarinx　MOORE，天蚕　Antheraea　yamamai　GUERIN，柞蚕　A”theraea
pernyi　GUER．－MEN．，樟蚕Dictyo♪locaブα加，3ガcσBUTLER，瀞乎火蛾Rhodin
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幽8砺8UTLER，樗蚕S砺・ゴ・岬緬岬プ鋤BUTLER，麟蚕Plzilosamia
chntlzia　Ticini　BUTLER，大水青Actias　artemis　BREMER，等の誘引腺に．闘し

て誘引腺の発生学的研究，謝III獅生測幾能，箆麻蚕蛾誘引物質の雄麟引の週期性

に関する研究，誘引物質の共通性と類縁関係に関する研究，誘引物質の揮散過程に関す

る組織学的研究，誘引腺の形態学的研究，誘引物質の生化学的並びに分光化学的研究及

び誘引物質の生成機構に関する研究を行い，これらの研究の一一一一部は既に順次公衷した。

即ち諏研究の，M，果譲蚕ほか8種吊昌紬の謝腺に関する未1鰍の諸’轍多く噺知

見を得たので，ここにそれらの結果を取纏め以下章を追つて論述する。

　この研究を行うに当り，研究の全般に渉つて，終始御懇篤なる御教醇を賜り且つ木稿

の校閲の労を賜つた東京大学教授有賀久雄博士並びに本学教授蒲生俊興博士に対して謹

んで感謝の意を表する。

　尚，この研究に対して有益なる御瑚憎を賜つた本学部蹄灘購士，蘇轍場梅

谷与七郎博士，本学教授八木誠政博士，東京大学助教授吉武成爽氏，片愈蟹業研魏所擾

福田宗一博士，本学教授佐藤春太郎博士等の各位に対して深く感謝の意を茨する。

　また，この研究の実施に当り1949俸以来，終始報と心に概究に助力下された本掌副手田

中一行氏並びにこの研究の遂行に当り御援助を賜つた本学愈沢美徳教授に対して厚く感

謝する。

皿，誘引腺に関する発生学的研究

　象蚕に於て現在迄に成虫芽の明らかにされているものは・触肢，胸肢，皮窟踊il腸・

素嚢，中腸，小腸及び結腸，直腸，マルピギ門氏管，唾腺，気管，筋肉，背豚管・複眼

翅等である。従つて，獄蚤誘引腺の原基に関しては殆んど研究がなく，雌蛾の外部生殖

器は幼虫の第10，11，12，13環節から構成されると勇えられているが，誘引腺の原基が

何処に存在するかについては金く明らかにされていない。

　また，田中（1　943）は，外部生殖器は雌雄共に皮鶴の背板及び腹板から形成されると

述べている。

　著者は1950～54・年に亘つて，誘引腺の原基を研究した結果，これを明らかにすること

が出来た。

　　1．誘引腺原基の存在場所

　　　　　　　　　　　　　　実験材料と方法

　（1）実験財料としては蟹蚕及び箆麻蚕を用いた。

　（2）実験方法としては，幼虫の第11，12，13環飾のes　1部及び石獲民生殖盤の各部分

幽糺鰍先で麟を刺烙する方法演蹴剥離する方激蔽齢梛で糸繰して

除無する方法とによつて行つたが，（3）の方法が最も原基の追求に対して有効であつたか

　ら，その結果について述べる。但し，石渡氏生殖盤の除去だけは刺烙の方法によった。

　　（3）手術は凡て熟蚕期に行い，その後は普通に営繭させ羽化せしめた。

　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　結　果

　　（D石渡氏生殖盤除去と誘引腺の生成との関係
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　石渡氏生殖前盤及び後盤の何れを除去しても誘引腺の生虞に何等の変化も謂められな

かつた。従つて，石渡氏生殖盤は誘引腺の原越と1ま無関係であることが胴らかになつた。

　（2）誘引腺の原基について

　熟蚕期に幼虫の第11，12，13環節の昏1部分の皮園を除蛮する実験を行つた結果は

図版，1及び2に示すとおりである。即ち，熟蚕期に第U環節に於て左右何れかの側に

ついて遊線を中心として，気門下線から腹線に亘る間の皮糊を絹糸で結紮除張すれば，

雌蛾の誘引腺は約1／uしか形成されない。

　以上の結果から誘引腺の原蕪は寮児の第11環節左右の気門下線と腹線との間の皮閥の

部分に存雀し，踊の発育に伴つて蝋体内で次第に発育分化して，羽化繭に翌り誘引腺を

形成するものであると滑える。

　　2．　i家蚕誘引腺の原基の移欄とその発生分化

　獄蚕及び箆麻蚤を用いて誘引腺の原蟷を追求しその原纂の存在1湯所を明らかにした。

その後嶽蚕謝1腺原基の移蕨験をイ予い，幼虫期に原基を移附オ％ば餐児の発育変態に

伴つて原黎は次粥に発達分化し，成虫に於て新たに誘引腺が形成されることを見幽した

（1956）。

　　　　　　　　　　　　　　　材」料と　方法

　（D材料蚤としては，寅108号×剛15母及び擾光×僑湘を欄いた。

　（2）3齢盛寮或は4齢2～3日ト1の雌或は雄寮児の隠角の部分を切り，その部分に圃

齢蚕児の誘引腺原麩の存在iする部位の皮腐を約施切り取つて移櫨した。

　（3）移櫃後は普通に飼育し営繭せしめ，羽化した雌雄蛾について誘引腺形成の有無を

調べた。

　　　　　　　　　　　　　　　実　験　結　果

　（1）原基移瞳爽験の紬果は，図版1のa及び1のbに示したとおりで，移臓した原塾

は宿主が雌であつても，雄であつても宿主の変態に伴つて発逮分化して成虫に於て誘引

腺を形成する。

　（2）移瞭によつて雌或は雄蛾に形成された誘引腺中の誘引物質は何れも雄蛾を誘引す

るカを有する。

　（3）移順によつて形成された誘引腺を有する雄蛾は他の雌蛾よりの誘引物質にも反応

して誘引される。

　以上の実験結果より，移植による誘引腺形成の機構を考えてみると，移植された誘引

腺原基は雌に於ては勿論雄に於ても，略正常に形成されるから，この原塾の発遠は宿

主の性とは無関係に原基の自主的な分化によつて行われ，宿主の影響は殊んどないもの

と考えられる。即ち原塾の分化は発生の極めて初期に於て既に決定がなされているもの

とJVJえられる。

Ill、誘引腺の誘引物質揮散過程に関する研究

　誘引物質の揮敬過程に関しては，鎌蚕雌蛾を用いた組織学的観察から従来，所謂発香
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突起通過説とキチン崩壊層通過説の2つの説がある。

　著蕾は，誘引物質の揮散過程に関する未解決の点を究明し，更に家蚕鳳外の絹糸虫雌

蛾に於ける誘引物質の揮散過慢を明らかにする1舶勺のもとに，1部は電子顕微鏡により

他は組織学的方法によつて，その揮散過程を追究し，誘引物質の揮散過穂こ2つの型が

あることを明らかにした。

　1．鎌蚕誘引腺の誘引物質揮散過程

X蚕謝腺のキチン層の表面を生体のま囎子聯蹴によつて観察し繍賛果は図版3

～4に示すとおりで，キチン圏には多数の突起があり，この突起を逓じて，誘引物質は

体表に分泌され揮散されるものと認められる点が多い。この点から，球寮誘引腺の誘引

物質揮散はキチン突起を通過して行われるものと誘える。

　キチン突起の長さ，間隔，キチン突起基部の幅等を電子顕微鏡容輿の倍率から計算し

た値は，第1表に示すとおりである。

　第1表　家蚕誘引腺キチン突起の畏さ，幅及び突起間の間隔

項目「冨・瞬剛謝1欄＄間翻舗1謡瞬　勘
測鵯1…2・21・璽L型251…2虻璽Li璽耀畿

　蒙蚕誘引腺の誘引物質がキチン突起を通過すると聡えられることは，後で述べる箆麻

蚕及び樗蚕の結果によつても明らかである。

　2・天蚕，柞蚕，樗蚕，箆麻蚕に於ける誘引腺の誘引物質揮散過程

　誘引腺のパラフィン切片を作り，染色して観察した結果について述べる。

　（1）天蚕及び柞蚕に於ける誘引腺の誘引物質揮散過程　　　　’

　天蚕及び作蚕の誘引腺に於ける誘引物質の揮散過程は図版4及び5に示すとおりで，

誘引腺のキチン隙こは突起が認められず，腺細胞で生成された分泌騨立はキチン層に移

行し，キチン層の袈面が崩壊して，その崩壊部から体衷に出る状態が明らかに観察され

る。即ち，天蚕及び柞蚕の誘引物質は誘引腺の崩壊部を通じて揮散されるものと踊えら

れる。

　（2）樗蚕及び箆麻蚕誘引腺の誘引物質揮散過程

　樗蚕及び箆麻蚕誘引腺の誘引物質揮散過程は，図版ア，8及び9に示すとおりである

　樗蚕及び箆麻蚕誘引腺のキチン層には多数の突起が謂められる。而して，箆麻齋に於

ける誘引腺のキチン層には，下位の腺細胞から略直角に走る導管と誘えられるものが，

ところどころに明らかに認められ，分泌頼粒はこの堪管と老えられる部分を通つてキチ

ン層の突起の部分に達している。

　このことから誘引物質は，突起を通じて揮散されるものと鵜えられるQ

　また，樗蚕に於ても，突起の部分に分泌頼粒が集つているのが認められるe従つて，

誘引物質は突起を通じて揮散されるものと考えられる。

　3．誘引物質のキチン突起通過型とキチン崩壊部通過型

　上に述べた結果により，誘引腺の誘引物質揮散には2つの過程が俘在する察爽を謂め
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これを2つの型に大別した。即ち，蕎引腺を被覆するキチン魍に炎起があり，誘引物質

の揮散は，この突起を通じて行われる型と，そのキチン罵に契起は認められずキチン層

に崩壊部が生じ，誘引物質の揮散は，この崩壊部を通じて行われる型とである。

　著者は，前看をキチン突起通過型，後潔をキチン崩壊部通過型とした。而して，その

型に属する絹糸虫を実験の範囲内で示すと次の如くである。

　1．キチン突起通過型……嶽蚕，樗蚕，箆麻養

　2・　キ・チン崩壊音ド通テ母型…　一・天蚕，　イ・乍蚕

IV、誘引腺の形態学的研究

　著麿は誘引物質に共通1重ヒを認める場合は，誘引腺が形態上極めて良く類似することを

認めたので，嶽蚤蛾科及び天蚕蛾科の9種について，誘引腺を含む外部生殖器の形態を

調べた。

　　また，誘引腺の部分は太陽灯の下で蛍光を現わすことを見出した。

　本章に於ては，これらの結果を記述する。

　1．嶽蟹蛾科

　嶽蚕の晶種と誘引腺の形態との関係について調べた結果は，第2表に示すとおりであ

る。

また，第2表の測定値から計卸すると，雌蛾の腱部の擬さに対する誘引腺の擾さは，約

9・14分ノ1～8・14分ノ1内外であり，雌蛾の体幅に紺する湧引腺の幅の審ll合は，2・33分ノ

！～3・11分ノ1内外であるQ

　次に誘引腺の畏さに対する幅の1！lll合は，第3表に示すとおりで1・964～2・407倍の値を

示している。

　第2衷　獄蚕の晶種と誘引腺の形態

＼項目
　養癩＼＼

密　　　掻

登　　　：光

日112暑
日122母
授　　　安

支108号

亥16号
5　眠　白

特大　造

欧18号
Ge　大卵
白馬×ヲゼ竜

雌　　　　　　　蛾

体劇体申司体璽
　cmL967

2．052

1．991

1．736

1．83コ

1．808

1．803

1．868

1．550

1．664

L560

ユ．984

　cm
1．296

1，154

1，525

1．200

1．204

1．187

1．212

1，261

1．268

1．090

1．332

　90．995
0．867

ユ．397

0．7Q4

0、906

0．847

0。705

0．950

O．851

誘　　　　引　　　　腺

擾　i幅　1高
　cエロ

O。212

0，252

0，204

0，208

0．219

0。231

0，179

0．230

O，182

　Cln
O。467

0，495

0．491

0．493

0。47工

0．47G

⑪，421

0，496

0．400

0．429

0，380

0，520

　Cln
O、263

0。301

0．290

0，229

0，268

0，259

0．213

0．336

0．240

0．253

0，270

0．315
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第3表　蚕品種と誘引腺の長さに対する幅の割合

蚕岡諏騨礪「暴轟薩劉伽1腺麗［蚕壷翌雛1塾騰

密　　橘

日122号

豊　　光

0。659　　　2，202

0．691　　　2．370

0．562　　　　1．964

日112号

・長　　安

支108母

O。675

0．658

0．657

2，157

2．i51

2，035

支16SJ・

5眠白
欧18拶’

0。672　　2、352

0．766　　　2．407

0．762　　　2、357

　第2衷及び第3衷によれば，雌蛾の体璽の重いもの或は，体畏，体幅の大ぎいものが

必ずしも誘引腺の大さが大ぎくない。即ち，雌蛾体の大小に拘らず誘り1腺の大ぎさは略

同一一・・の大さを有する傾向を示す。このことは生殖機能の上から甚だ興味深いことであゐ

と誘える。

　象叢と桑蚕雌蛾の誘引腺の形態は，図版10，11，12，13に泳すように，金く岡じ形態

を示す。

　2・　天i蚕蛾科

　天蚕，柞蚕，樟蚕，簿手火蛾，樗蚕，箆麻蚕及び大水冑等の誘引腺の形態を調べた結

果は，図版14～25に示すように，誘引物質の共通性と極めて轡接なる関係を有する。

　3・誘引腺の形態と類縁関係

　誘引腺の形態上の類似性と誘引物質が共通に作用し合うこととの密接な関遵，即ち，

誘引物質の共通的なるものは，誘引腺を含む外部生殖器の形態が略相似の形態を有する

ことを発見し，次の4つに大別した。

　　（1）象蚕型……嶽蚕，桑蚕

　　（2）天蚕型……天蚕，柞蚕，樟蚕，薄手米蛾

　　（8）樗蚕型……樗蚕，箆麻蚕

　　（4）大水青型……大水青

　4・蛍光観察による誘引腺の判別法

　誘引腺に当る部分は膜質であるが，この誘引腺は，太陽灯の下に於て何れも，黄蕾脇

の蛍光を現わすことを見出した。即ち，雌蛾の外部生殖器に太陽灯で紫外線を照射した

場合に，蛍光色を呈する膜質の部分が誘引腺である。

　従つて，誘引腺であるか否かを組織学的の方法によらず，蛍光を見るCとによつて判

別，決定出来るものと聡える。

「V，家闘誘引腺の生理機能に関する硯究

　本章に於ては，誘引物質の雄蛾誘引現象の週期性，誘引物質の雄蛾誘引に関する諸問

題並びに誘引腺の膨出及び牧縮機能等に関する事項を記述する。

　1．誘引物質の雄蛾誘引現象の週期性

　箆麻蚕蛾が後述するように，誘引物質の雄蛾誘引現象に明らかな日週期性を有する興

味深い事実に徴し，籔蚕蛾に於ても果して，このような週期性が存在するものか否かを

究明する目的のもとに，次の実験を行つた。

　　（1）自然状態下に於ける誘引力
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　雌蛾を自然状態（鳳間は明，夜間は噛状態）において，午前3～5蒔，9～11i博，午

後3～5時，9～11時の各時刻に誘引腺から抽出した誘引物質を，1白金耳とり雄蛾に．

反応せしめて誘引力を比較した。

　本爽験の結果は第4表に派すとおりである。

第4袈　肖然状態下に於ける時刻別の｝誘引物鍵に対する雄蛾

　　　　の平均反応率

藁講兜、レ・…レ・・0・・…0

午前3四5時
同　9　・vl1

午後3～5
同　9　・Vll

　％
100

ユ00

100

100

　％　　％
100　100
100　　98，7

遡1

…0・戟E・00！・…い・　　滑

　％　　％
100　　89．3

78，2　　57．3

100　　79。4

92．：L　　79．7

　％
80。6

28，0

66．7

6L3

（1｝蟹r貼癒重セ叡日115x三蔓1080

f2）表巾の数鰍ま雌蛾10頭について
　爽験した平絢反応率。
〔3）1頭の濡引物蹴に対して雄蛾は
　10頭を供試した。
（11・）禦斯食をオ：沼益贋竃20♂㌔r220c，湿農7C♂》

　75％で鎚〃色したo

　第4表によれば，駅蚕蛾に於ける誘引物質は，鳳夜の別なく何時でも誘引力を有する

ことが明らかである。然し，詳細に，これを検討すれば午前3～5時の購刻に於て，誘

引力の比較的盛んな時刻のあることを蕎忍めた。即ち，1日のrトで誘引力の強い特刻があ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　このことは次に述べる爽験結果によつても明らかであるが，簸盤蛾に於ても，溺引腺

の雄蛾誘引機鰍こ週期性があることが紹められるが，箆麻蚕蛾のように慰夜や，卿鶴こ

よるように顕著ではない。

　また，雄蛾は尽夜によつて，誘引物質に対する反応に薙は認められない。

　次に，1頭の誘引腺を麟砕して水で稀釈する場合に，瞭蚤雌蛾に於て中島q929）は，

誘引腺1個に対して水1600cc以上を以て稀釈すれば，蕎馴力は極めて微弱となり最も強

い場合でも水6000ccが限度であると述ぺている。

　第4衷によつても明らかなように，著潜の成績では，安雑櫨でも，原種でも10，000cc

に於て尚，強い誘引力を示し15，000CCIこ於ても雄蛾が100％に反応を泳した場含もある。

　この原因は，恐らく蚕の晶種の相違によるものであろうと賜えられる。

　　②　濱暗，恒明と誘引力

　前に述べたように，豪蚕誘引物質の雄蛾誘引力にも確かに週期性が紹められる。

第5衷　雌蛾を恒暗においた場合の誘引物質に対する雄蛾の

　　　　平均反応率

輪典1・…1・・…

　　　　　　　　％
ごF肖ij　3～5昨与　　100

同9｛・11　100
ごト後3～5　　　 100

1「可　 9r－11　　　100

100

100

96

100

％

…00ト0・・1・…1・・…傭　　考

　％　　％　　％　　％
100　　100　　　98．7　　92．7

100　　　100　　　　95．3　　89．9

84．7　　81、3　　66，0　　45。4

99．3　　93．3　　63．3　　65．3

笛4爽の備粥滲照o

L
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本項に於ては，雌蛾を鳳夜の別に拘らず，側職こおいて光と誘引物質の雄蛾誘引力と

の関係についての研究を行つた。

　その結果は第5表に示す通りである。
鋤衷によつて明らかなように，雌1戦を恒櫛・においても・雄蛾の謝1カに大齢認

められないが，午前3～5陣の時刻に於て，肉然状態と同様に誘引物質の誘引ブ」が強い

ことがわかる。このことから，獺蛾誘引膿の雄蛾捌1の週期脚・一麟なる鮒に

よつては変化しないものと鷺えられる。

次に，繊を恒明（醸200L・x）においた搬の謝1瀕の汝繊酬力について拠

験した紬果は，第6表に永す通りである。

　　　　　　第6表　雌蛾を恒明においた場台の誘引物質に対する雄蛾の

　　　　　　　　　　平均反応率

_＿稀釈（CC）

実藤繍＼

lr前3（ノ5｝晦

同　9　”“11

午後3N5
同　9　N11

1，000 2，000　3、000

　％　　％　　％
100　　　100　　　　97．3

60．0　　36．0　　2〕．7

80．8　　68．7　　36．7

97。3　　87．⑪　　74．7

5，000 7，000

％　　％
91．3　 64，7

17．3　8．7

22．7　　14．7

61，3　　37。4

10，000　　　備　　　　　　　　　　　　　鱈

　％
46、0

1．3

1．3

17．3

第4表の傭考・1参｝縦o

第6表によつて鵬かなように雌蛾をll醐状態におくと誘引物節畑哉酬力は

著しく減退する。然し，午前3～5時の時刻に於ける誘引物質の雄蛾誘引力が著しく強

いことがわかるo
　これ等ら事実から，恒明なる条件下に於ては，蜜蚕蛾の誘引腺の機酵は恒晒下の場合

と異なり，それに含まれる誘引物質の雄蛾誘引力は著しく滅退することが明らかになつ

た。

また詠蚕蛾謝［物lacの雄蛾謝1現象の週期性は，恒明なる条件下でも変化しない・

このこから，家蚕誘引腺の雄蛾誘引の週期性には，自律的な週期性が檸在するものと聴

えられる。

　以上の結果は，蚕種製造上に於て，適当な交庵時刻を決定する上に極めて璽要なこと

であると跨える。

　　（3）雌蛾の触肢除表と誘引力

麟蚕蛾に於ては後で述べるが，悶臓の触肢が謝隙の幽疑謝機能の遡期生に関係

を有している。

　象蚕蛾に於ても，雌蛾の触肢が関係を有するか否かを究明する目的のもとに，雌蛾の

触肢を除去した場合と謝腺の雄蛾謝1機能との関係について実験を行つた・

　その結果を第7衷に示す。

第俵に示した実験結果から，顯に於ては雌蛾の角蝦を除却ても，その誘引物

質は，暗及び明条件の如何に拘らず雄蛾を誘引する。

　このことは，箆麻蚕蛾の触肢は光を感受する機能を有するのに，獄蚕蛾のそれは，こ
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　　　第7衷　雌蛾の触肢を除去し，階及び明に24時閣ホδいた場合

h　　　　　　の誘引物質に対する雄蛾の平均反応率

　　　稀釈（cc）遍麟泌、，。。。5，。。＿。。。

羽講卸明＼

階

明

　　　　　％1　　％
暗　　　100　　　100
明　　　　　100　　　　　　　92．O

78．7

52．O

％

i旺旨　　　　100　　　　　　6S．5　　　　　46。7

0呵　　　　100　　　　　100　　　　　　48．6

備　　　　　　　　　　　　考

（1）明灸件は照鷹2001’賦。

r2）実験は午後1・V3時に行つた。

㈲その他に関して1よ，銘4表の備考謬

　照。

の機能を有しないことと併せ考えて興味深いことである。

　　㈲　雌蛾の複眼処理と誘引力

　雌蛾の複眼が湧引機能に如イ灯なる関係を膚するかについて明らかにする国的のもと

に，雌蛾の複眼を黒エナメルで塗抹し，購及び明条件に24瞬011おいた後の隠酬腺の雄！職

蕎引機能を調べた。

　その結果は第8茨に示す通りである。

第8褒　雌蛾の複眼を黒エナメノレで塗抹処理した場含の誘引

　　　　物質に対する雄蛾の平均反応率

擁ミ轟紺
複眼処理後
暗　21時間

同上対照
暗2塒間

霧眼雛翻

同上対照
明　2i時聞

午i￥il　9時

午後11〃

午前9〃
午後11〃

午前9〃
午後11〃

午餉9〃
午後11〃

1．OOO

　％
100
100

96，6
100

90
96

100
100

寳ｹ備　r＃」
　％90100

　％
W7．5
P00

1　　％　75100

　％
U7．5
P00

　％62．5

X5

93．3
P00

　　［
X3．3・86．7
?nOほ00　　題

80
P00

63．3
W0

ω明は聾鍍200Lux。

Q）複眼処理は黒悌ナメル

@で複瞑を雛抹した。

o3）その他は第4裏の備考

@謬照。
80
W2．5
71．3　60
V4　　70

麗 30
S8

100

W3．3
矧go

73．3

90
V3．3

50

R3．3

　上表に明らかなように，雌蛾の複眼を処理しても，誘引腺に含まれる誘引物質の雄蛾

誘引力には大差が認められない。この実験に於ても，明条件に雌蛾をおいた場合の方

が，階なる条件に雌蛾をおいた場合より何れも誘引力が減退している。

　本章の第5表から第8衷に示した実験から，誘引腺の雄蛾誘引機能に及ぼす光の影響

は，明の条件によつて抑止される方向に働き，階の条件は誘引機能を促進する方向に作

用するものと考丸られる。

2・誘引物質の雄蛾誘引に関する諸闘題

叡雷誘引腺の生理機能に関する諸極の問題について研究を行い，従来と異る新レい知
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見を得たので，これらのことについて記述する。

　（1）雌峨の羽化後の経過時闇と誘引腺の機能との関係について爽験をllつたところ，

従来の結果と異なる点を認めたのでこれらの寧項について述べる。

　雌蛾の羽化直後，羽化10時間，20時間，30陪閥及び72日寺間に，誘引腺を麟砕し水で誘

引物質を抽出し，それを用いて雄蛾の誘引力を調べた結果は，第9蓑に示す逓り矩あ

る。

　この実験に於て明らかなように，雌蛾誘引腺の機能は，羽化薩後から相ヨi紬二強い雄蛾

の誘引力を示し，羽化72時閥後（不受精卵を産下する）に於ても勝引機能は械退しない

ことが明らかである。このことは緒論に於て述べた伊京の組織寧：白勺観駕繍糠：と議を！ll夏に

する。

第9表　雌蛾の羽化後の繰過時聞と雄蛾の平均反応率

＼＼稀釈（cc）

羽化後の＼＼
　経過時閥　　　＼

・　　羽化膚後
　　　　岡10時間後
　　　　同　　20　〃

　　　　岡　　30　〃

　　　　同　　72　〃

1，000

100

100

100

100

100

％

3．000　　5．000

　％　　　　％
100　　　91，．7

100　　100

100　　100

ユ00　　100

100　　1〕0

7、OOO

88

100

100

100

100

％

10，000

　％
66，9

100

96

98．7

98

実鹸
時刻

AM　9　rvll

PM7Ng
AM　5・V　7

PM3，～5
AM　9　N11

備　　　誘

（1）蓑叫1の数燃昧

　1σ悶興験の平
　蜘反慮辮。
（2糧zξ柴驕

　卵を1澱下。

次に，蜷死した雌蛾の誘引腺から誘引物質を抽出して雄蛾の誘引力を調べた結衆は第

10表に示す通りである。

第10衷　艶死した雌蛾の誘引物質に対する雄蛾の平均反応率

誘弓誌
燦死した雌蛾の
誘　引　物質

鵬鵬蛾侵

300

82

100

％

500

59

100

％

700

2〕

100

％

1、OOO

5

100

％

一一一一
備　　　　　　　　　　　響

蓑中の数惇：ば舶圓翼験の平均反慮鄭。

　矧0によれば明らかなように，雌蛾が艶死しても，その誘引腺に含まれる誘引物質

は，微弱であるが雄蛾を誘引する力を有することからも，誘引物質が羽化後の蒔間の経

過によつて誘引腺中から急激に減少するものでないことが明らかである。

　　（2）産卵と誘引力

　雌蛾が不受精卵を産卵しても，尚，その誘引物質は雄蛾を誘引するカを有することを

見出したので，交鳳産卵と誘引力との関係について実験し2～3の新知見を得た。そ

の結果は第月表及び第12褒に示す通りである。

　鯛1表によれば明らかなようtl　，雌蛾の誘引物質は，交尾産卵しても，また，産卵終
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第11表　交罵，産卵後の誘引物質に対する雄蛾の平均反応率

瀦区象鞭欝

　　　　　　％
1．000　　　94

3，000　　　　　　78．3

5，000　　　　　64．7

7．000　　　50

10．000　　　　　30

同劃照

％
100

96

94．7

80．7

74．7

産卵面後 同蟹纏い洲ミ備　　誘
　％「　　％
100　　　95．3

88．4　　84

70．8　　74

57，5　　58

34。2　　45，3

　％　　　　％
78．7　　98。7　（1）表中の諏瞥肱10圃爽験

57．3　　　　89、3

49，3　　　85、3

27，4　　　　76，7

12，7　　72，0

　の平均反応率。

C2）夷1照は猷験区と岡時間，

　肉然状態においた。

了15時間後でも誘引腺中には誘引物質が存在しており，それは強く雄蛾を誘引する力を

有することが明らかである。

　塵卵終了15時聞後に於ける誘引力は薦卵しないものに比し鞘劣る傾尚を示すが，然し，

誘引腺中から誘引物質は消失してしまわない。

第12袈　未交羅魔卵後の誘引物質に対する雄蛾の平均反応率

　　　試験区

癒穂盤L．こIX

3．000

5．000

7．000

10．000

2り．000

劇魁産卵徽

”％

100

100

95

90

68，3

交羅，約辮　米変偲2義卵　来変鳳1♪鴇卵
産卵後　　絡　了　後　対　　　照

％　　　　　％　　　　　％
100　　　　　100　　　　　10Q

lOO　　　　　100　　　　　100

100　　　　　100　　　　　100

100　　　　　100　　　　　100

72　　　　　98　　　　　100

備　　　　　　考

α）袈中の数曇劉灘0圓爽
　験の平埆ぼ応轟⑪
〔2）来交鷹対照に来蜜隠
　騰卵絡了後の1噂刻に
　於て来姫卵のものを
　用いた。

　第12表によれば明らかなように，交尾産卵後の誘引力に比して，朱交羅塵卵後に於け

る誘引物質の誘引力の方が強い煩向が諏められる。このことは交罵なる現象が誘酬腺の

機能に何等かの影響を及ぼすもののように誘えられるが，この点に関しては更に研究が

必要であり，結論は導き出されない。

　　（3）雌蛾の頭部除表と誘引力

　雌蛾の頭部を切断除宏すれば，後で詳細は述べるが，誘引腺の膨出友び牧縮が行われ

ないので誘引機能は著しく減退することを見出した。そこで，雌蛾の頭部除表と誘引腺

の雄餓誘引機能に関する研究を行つた。これらの爽験結果について述べる。

　頭部を結紮した雌蛾を白然状誤に24時闇おいた後に，誘引物質を抽嵐して誘引力を調

べた結果は鋳13表に表す通りである。

　また，頭部を結紮した雌蛾を同心円の申心におぎ，その周辺に雄蛾を配置し，一定時

間内に誘引されて雌蛾に集る雄蛾の数を調べた結果を銘14褒に示す。

　この実験結果によつて明らかなように，雌蛾の頭部を結紮すると，その誘引腺の雄蛾

誘引機能は著しく減退する。

　頭部を結紮すると誘引腺を膨禺，牧縮する機能を行わないので，頭部を結紮した雌蛾

を更に腹部第6環部と第7環部で結紮して誘引腺を膨禺させてみたところ，やはり，頭
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第13表頭部を結紮した雌蛾の誘引物質に対する雄蛾の蕊1物

　　　　反応率

嘱癒て願望≧」刎…1…L璽L璽一＿＿＿一＿挫一

頭　　部　　結　　紮

頭部を糖紮更に，腹部第6
環節と第7環節の闘で結禦

頭部肱無結紮で，覧算部第6
潔節と第7燃節の間で結紮

無　　　結　　　　紮

　％
16．7

9．3

100

100

％
9．3

2，0

80，7

100

％
0．2

0．O

72，7

100

％
0．し

⑪，0

67，3

100

衷中の数寧憶10m爆1験の平
；駒反1’猷率n

第14表頭部結紮雌蛾励尋鰍誘引機能（平均反応率）

紋＼．．潜麹鐘り経過1騨lj　結紮1時間後　結紮6T噺h1後

試験区一一～一一一一…＿聖坐…m　　l＼雌蛾と雄蛾の購～　一…一一一一……’～㎝
10c瓢　　20cm

　　　　　　　　　　　　　％
豆頁　　　音区　　　結　　　紮　　　　　 81．9

無　　　精　　　紮　　　100

　％　　　％　　　％
23、8　　　　22，5　　　　　6．3

94，4　　　　98。9　　　　96。7

伽　　　　　　　　　誘

…燗「噸畷め爾灘穫麺蜘6礪釜露ll“

　　蹴した。
　（2）反応｝X10分間に雌蟻に簾る
　　灘蛾の撒を鎌計して反慰率
　　を鱗1二掛したo

部結紮によつて誘引力は減退することが明らかである。

　上記の研究から，頭部が誘引腺の雄蛾誘引1幾能，並びに誘引物質の誘引力に．：煎要な役

割を果しているものと考えられる。

　この頭部結紮が誘引機能を変化させるのは，次に述べる中枢：神経遡鎖切断，神経球の

摘出等の研究と併せ考えて，これが頭部にある神経球の作用によるものと鷺えられる。

　　㈲　雌蛾の神経切断，神経球摘出と誘引力

　頭部が誘引腺の雄蛾誘引機能に重要な役割を果していることが推箆された。

　そこで，腹部の何処かに於て神経を切断すれば，頭部縮紮と略同じ傾向を派さなけれ

ばならないということが考えられる。

　そこで，雌蛾の神経連鎖を切断或は神経球を摘禺して誘引機能を調べたところ1繁15，

16，17衷に示すように，この場合も頭部を結紮した場合と略同様なる結果を示したこと

から，この者え方は証明出来，神経が誘引機能に璽要な役謝を演じていることを明らか

にし得た。

　　　　　　　　　第15表　雌蛾の神経切断と雄蛾の平均反応率

＼＼雌蛾と雄蛾（Db！巨離

雌蛾の神経　　＼＼
　切断後の経過時簡＼＼．

神経切断1時間後
　同　　　　6時閤後

　同　　　24時間後

対照（切傷だけ）

1ecm

　％
81．8

44．8

19。4

100

20cm

　％
35．6

26，0

2，5

97．5

備　　　　　　　　　　　　考

（1）神経切断は第6神経球と第7神経球との間で神
　経遡麟を切断した。
〔2）同心円の中心1ご唯蛾をおぎ，その燭辺倖姻｛1蛾16

　頭を配隈した。
（3）10分闇に集る雄蛾の数を簾計して反応灘を算繊
　した。
（4）表中の数掌は101珂実験の平均1吏応串o
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窮16衷　雌蛾の頭部及び神経を切断した場合の誘引物質に対

　　　　する雄蛾の平均反応率

＼一＼、　稀釈（cc）1

試験絃〉・＼」3・ooo

頭部切断直後
神経切断爾後
対照切（傷だけ）

頭部切断24時闇後

神経切断2t時闇後

刻照（切傷だけ）

頭郡切断4811tiT間後

判1経傾剛折481【輩司ill後

対照切働（だけ）

68

78

92

％

62

54

95

56

28

80

05，00

　％
60

76

72

48

50

92

36

25

80

7。000

　％
60

66

64

40

50

85

16

25

80

9。000 10．000

　％　　　％
44　　　38

58　　　52

62　　　60

38

50

82

8

25

78

33

50

77

0

25

76

備　　　　　　　考

（1）神経切新肱第6神経球

　ど第7紳経球との閥で
　神経速鎖を切断した。
②1誘引物「i？，ilの抽出は水で

行つた。

劉7衷　雌蛾の神経球巻摘占Uし24時間後に誘引腺を手雌仙して

　　　　得た誘引物質に対する雄蛾の平均反応率

＼：：1：：＿　　　稀釈（cc）

　　　　＼、H、t＿．
　摘出神経球　　、、一一一・・x

篤7零ll経ヨ司ミ

第8神経球第9f”li経鵡R（末端）

対　　　照　（切傷だけ）

5．000

　％
100

96

90

100

10．000 備　　　　　　　　　　　　謬

　％　1
90　　（1）i誘引物質の抽出1菰Etanolで亨了つた。

78　　　　（2）努終庵食を叡10鷹1マ了レ、平雌江したハ

70

100

　上記の実験結果によつて明らかなように，雌蛾の神経を切断すると雄蛾誘引機能は滅

退する。而して，神経切断後の時間が擾くなる程，雄蛾誘引力は劣ることが明らかであ

る。但し，第17i鞭に示した神経球の摘出爽験の結果が，誘引力の減退が曹しくないよう

に考えられるが，この場合は，誘引腺をEtano1で抽出して雄蛾に反応させてみた結果

であり，第16衷は水で抽出した場合の実験であるから，その蓬によるものであろうと鷲

えられる。即ち，Etano1の場合には，誘引物質が極めて良く抽出されるので，稀釈の

塁の差によるものであろうと老えられる。

　神経を切断或は神経球を摘出した場含の誘引腺の膨出及び牧縮機能に関しては，後で

述べるから省略する。

　以上のことから，雌蛾の誘引腺の機能を支配する中枢は，頭部の神経球にあるものと

老えられる。

　　㈲　絹糸腺の摘出並びに吐糸孔閉鎖と誘引力

　蝋体内の血液成分に変化を起さしめた場合に，誘引物質の誘引力に如何なる変化が起

るか或は何等か影響があるのではないかと考えて，この点について究明する国的のもと

に，幼虫期に片側の絹糸腺を摘出したり或は吐糸中の熟蚕に対して吐糸孔閉鎖を行い，

蠕体内に絹物質を残留せしめて羽化した雌蛾の誘引物質について雄蛾に対する誘引力を
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調べた。その結果を第18衷及び第19衷に示す。

　　　　　　第18表幼蜘に片騨糸馳1尚出し翻奮の翻欄副

聯糸1三1鞠1総1繭願艦聯錦

第1臓吐糸孔を閉鎖した繊の｝翻物鮮対する雄1俄酬

均反応率

鷲（cc）　　＼㍉、　　　　、隔、．試験区　　＼＼
丁罰翫

P，000 ・・…

P・・…
”備　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　　　　　　　甲

吐糸孔を閉鎖した場合の誘引物質

ﾎ　　　　　照

　　％
W6．7

P00

52．6％1

P・・1

　　％
S2．7

刀A7

ω吐糸孔の閉飾駄椥80綱働翻熱
@した針先を以てlrつた・
氏j爽験隅数は獅8翼に匿1じ・

・の実験の繍・よる・，5齢3剛・醐聯腺を椰し酬ヒし轡鞭醐物
質の騰翻力は，鮪即齢1・於け翻引蝦のt　reれより脇る傾酬認副・・れ
る．然るにt・、、，L，1：糸孔を閉蜘て蠕㈱・撒勲熱せしめて靴させノ・灘蛾酬鞭

の雄蛾誘引力は明らかに減退することが謝められる。

。のことは，　M－・側櫛備出囑俸1よ慨に，多くの磯樵よつて鵬力・にされ

ているよ鵬摘出さ漁かつたブヲの絹綱猷徽勲なすゾ・めに揃徽齢畷

化が少いためであろうと勇えられる。
然るt、：，　，1：糸孔を騨して羽化凍鵬・・於て誘引力が灘する・とは・蜂淋障

撒質骸謝る・とによつて，欄力・ら羽化の間噸つて・eの鯛綿｝こ鱒かの

異常例燃徽中のアミノ醐矧勲験た結果であろうと激ら樋・　、
この結果は湘物質を麟内峨騨しめると鶴卵数鞭卵獅沙く筋（氷ヂト

1942）ことと類似の関係にあるものと想縁される。

また，このことは後述する誘引繍よ謝腺が血液齢腿として生成するもび）で

あろうとの誘えを証明する1つの根拠となるものと鷲える。

　　⑥　誘引腺の色の変化と誘引力
・矯繊謝腺の色に関して購論に於て（伊劇914）の縣結黙つL・て述べた・

瀦は誘粥の色翻化当曝方es…Ct艶諌たは談艶渥してV・るものが多
いが，羽化当勘ら乳白髄呈している謝腺のあること醗見したので・誘引腺のtS

と誘引力との関係醐らかにしようとして実験を働漸蜘見を翫のでこのこと1こ

ついて記述する。

　羽化当時の誘引腺の色と，娼翻日後の誘引腺の色との割創・ついて話継耀課は，

第20表に示す通りである。
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第20衷　交罵，産卵と誘引腺の色の変イじ

i交罵削の誘引腺の色と割合

色　　　　1捌　　　　含

黄　　　色

淡黄　色

乳　白　色

50

％

32

18

　交尾燃卵後に於ける誘引腺｝…
＿望麺L三～L獲虹と＿鯉L食＿．　　　　　　　　　　　　　　　備　　　　　　　　　瀞
　　　豊＿＿⊥」臥　　食

黄　　　色

淡黄　色
乳　白　色

費　　　色

淡　叢　色

乳　1執　色

黄　　　魚

淡　黄　色

乳　白　蝕

56　　％

28

16

21．9

56，2

21．9

22

39

39

（1）蚕晶種ば肉馬×天竜である．

〔2）安隅1可寺閥をよ4時il．11。

　錦20i衷により明らかなように，誘引腺の色は，黄色を塁するものが多いが，羽化愚時

から乳白色を呈するものも相当総められる。

　また，誘引腺の色は，交隠前に黄色を呈するものでも，交罵，魔卵後に淡黄蝕，乳白

色へと変化するし，羽化当時に乳肉色を塁していたも礎でも交尾，塵卵後に黄色や淡黄

色に変化する。

然V・交隠，醐畷の謝隙の鯉よ，羽儲時に於ける触尉都lll合鯵い傾向が
鋤ら縄・また灘熾の燃が黄血でもFl’・1・」fi1，でも謝1腺の幽翻・1逮激く調れも

上に述べた通りであつた。

次に，誘引腺の蝕と誘引物質の雄蛾誘引力との關係を究明する圏的のもとに，色を畏

にする誘引腺よりの誘引物質に対する雄蛾の反応を調べた結鍛は銘21衷に示す通りであ

る。

　　　　　　第21衷　色を異にする誘引線よりの誘引物質に対する雄蛾の

　　　　　　　　　　平均反応率

’ま　一一一t・＿、t＿稀釈（CC）
　，x　　　　　　　　　＋”N－　za

熱講糊＼

買　　　色

淡　黄色

乳　由　色

黄　色

淡黄色

乳白色

黄　色

淡黄色

乳白色

黄　色

淡黄色

乳白色

10．000

100％

100

1GO

100

100

1GO

100

100

100

15。OOO

100％

100

100

95

88

96

100

95

100

20．000

86％

100

88

91

86

85

86

92

95

備　　　　　　　　　　考

（1）蚕晶麺は白馬×天竜であるcr

（2）衷巾の数字は10圃輿験の平均

　反施1率である。
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差鎮畿犠鯉提婆よ撫烈醤毯鷲瓢嬬惣欝欝碧髪簑

していても，それは誘引腺力・－SS・・，・i・iSIJI　tの鰍撚つた働でない・tと醐らか“t：　2“・’

る．。のことから，謝腺の色は，それカ・艶談飽・粕齢何れで細ても誘

引腺に含まれる謝1物質の雄蛾翻1力には差がないものと’駐る・

　　（7）卵巣除却セび1・卵巣，畢丸・）交換舗，1“arabi・・i・と捌1力

卵巣と畢丸鮫拠て移榔ても，魏・・彫鞭及ぼさない・とに1捌し鰍㈱

1939）の報告がある。

翻は，嬬の醍であ翻引纐旨が灘餓の騨を融け・嚇劒淵襯・潔1軌
の交換灘，Pa，。bi。，i・靴よつて変化するものであるか齢｝・…いて　肺かに飾

購のもとに，次に述べる鰍を行つた．即ち，5醐聞劇1繰を剛して靴し

た卵巣畝除する繊及び噛3～4E旧に灘の騨を灘し，その代り瞬り臨
それと鮒に灘の轍を摘出し，その1・・4りに牒を移櫛て靴し敦・欄繊の謝機

能を調べた。これらの結果は第22表及び第23畿に示す通りである。

　　　　　　繁22表　卵鋲を除宏した雌蛾よりの誘引物質に刻する雄蛾の

　　　　　　　　　　平均反応率

謙璽・亜蕊・：…　t
卵渠のない雌蛾
の誘引物臓
無　処　理　雌　蛾

の誘、引物質

100

100

％
100

loe

％ 脚殉

99，2

100

7，000　 10．000　　　　賛総　　　　　　　　5琢

・・鷺7・il9ω齢蹴・陵

98．7　　　　94．0

第23袈　卵巣と畢丸の炎換，移植を行つた場合の雌雄蛾の誘

　　　　引関係

＼＼雄　　蛾
U引物質　＼．

無処理雄蛾
雄蛾の体内に卵蟻
�ｭ育させた雄蛾

　　　　　　　　　　り防　　　㎎一　　川｝κワ評　　　　円

�@　　　　　　　溝

雌蛾の体内に羅丸を発
轤ｳせた場合の誘引物質

ｳ処理雌蛾のU　　引　　物　　質

　　％
P00

P00

　　　％
P00　　1

P00

養膿魏゜醸験の鞠

第22表及謝23表1・よれば明らかなよう｝・，sswaの卵巣畝除させても，まta・雌蛾

の体内に卵巣の代りに畢丸を発育させた場合でも，誘引腺に禽まれる誘引物質の雄蛾誘

引力には大差が認められない。

また灘蛾の体内に澤丸の代り陶日巣醗育させても，その雄蜘濡引物質を謝し

て無処理の雄蛾と同様に誘引される。

　これらのことから，卵巣摘出及び卵巣と畢丸の交換移植は誘引機能に影響を及ぼさな

いものと老え．る。

　また，化蝋2～3日目に雌蠣と雄蝋とを，その背面の中胸部で撫合して羽化した雌蛾
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の誘引物質に割する雄蛾の反応を調べたQその結果を第24表に示す。

第24表　蠕期に雌雄を接合させて羽化した雄蛾の誘引物質に

　　　　対する雄蛾の平均反応率

幽＼＼一．　稀釈（cc）
　　　へx＿9

謝1物質＼
Parabiosis雌蛾の
誘　引　物　質

無処理雌蛾の
誘　　引　　物　　質

1，000

100

100

％

3，000

　％
96，3

100

5，000

go

100

％

7．000

　冤
63，3

90

10．000

　％
53．3

85

備　　　　　潅

α）勝引物質幡；誘引腺を
　二購タノV”　2レ抽鳩して

　得た。

　次に，上表により明らかなように，Parabiosis雌蛾誘移i物質の雄蛾誘引力は1瓠甥る

ような傾向を示す。この原因に関しては，更に研究の余地があるものと購える。

　　（8）雌蛾の気門閉鎖と誘引力

　家蚕に於ける気門閉鎖が蚕児に対して諸種の障轡を及ぼすことに関しては多くの研究

がある。

　著者は雌蛾の気門閉鎖が誘引機能に及ぼす影饗に，ついて知る「il的のもとに，雌蛾の前

半，後半及び全気門並びlu　1対宛の気F臆を閉鎖して24特間後に，誘引腺から誘引物質を

抽幽して雄蛾の誘引力を調べた。

　その結果は，第25表，26衷及び27衷に示した通りである。

第25表　気門閉鎖を行つた雌蛾の誘引腺中の誘引物質に対す

　　　　る雄蛾の平均反応率

’＼一_轟釈（cc）
　　　　Ks－ー．
閉鎖気門部位＼一＼、

1　　t》　　3

4　　t・v　　7

5　　rv　　7

6　　～　　7
1　　・v　　　7

対　　　　　照

気門

1，000

　％
94．4

77，0

95，0

95．0

80，0

1GO

3，000

　％
88，9

73，0

90．0

91，4

67，0

100

5，000

　％
88．9

73，0

88，0

87，1

58，0

100

7，000

　％
83．3

73．0

81，0

85，7

42。0

100

10，000　　備　　　　　　蓉

　％
72，2　（1）懇品葦璽｝よ白罵x天竜

・・嘱魏鰍、、。ナ、，レ

69．0　　で気門の両側を塗抹

77・1蘇撫である。
18：1

、　　　第26表　気門閉鎖を行つた雌蛾の誘引腺中の誘引物質に対す

　　　　　　　　る雄蛾の平均反応率

繭黙（ミ・G・5－・o「旛緊里

　　　　気門　　％
再iP｝三　（1♂》3）　　　59

後とト（4rv　7）　　30．4

　％
20。9

6。3

　％
11．4

0

　　　　気門
全気門（1・V7）

対　　　　照

100

40

1GO

％

500

　8

100

％

工．OOO

　％
0

99。3

備　　　　考

蚕贔羅致セ‡L日115

x皮108である。

　第25表及び第26表の結果に明らかのように，雌蛾の気門閉鑛によつて，誘引物質の雄

蛾誘引力は著しく阻審され，雄蛾の反応率は劣る傾向が認められる。而して，気門閉鎖
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の数が多くな碓また，前半気醐鎖の鵬より，騨気fiiヨ閉鋤齢勅が・酬幾

能を阻轡することが明らかである。
　このことから，気門閉鎖は誘引腺の雄蛾誘引機能に悪影響を及ぼすものであると垢え

られる。

　　　　　　第27袈　1対宛の気門閉蹟を行つた場合の誘引物質に対する

　　　　　　　　　　雄餓の平均反応率

＼遡（cc）
胃獺気門ここ〉、

　　　　気門
　　　1

　　　2

　　　3

　　　4

500

100

100

100

100

％

1、。00＼罫（cc）5001，・0・側1　滑

　　、姻1。。％96％第、6鋤ll・綴1。

　　6　　　　　　99，7　　92

　　710093．3対　　　　照　　　leo　　100

閉奮貢気門＼、、，＿＿＿＿＿．＿＿＿＿一＿＿＿一．．＿一一…

　矧
1．OO

100

10G

93．3

次に，雌蛾の1対宛の気門を24時間閉鎖した場合は・第27袈の繍梨に明らかなように・

桝だけの気門閉鎖に於ては第4気Fr以下の閉鋤ミ湘・謝加還劣礪向が禰帥

るが，この傾向は明瞭ではない。

尚，姻騨は謝腺の膨出及び牧rVll機能醐此誘引腺の糊戯酬機艦大なる

影響を及ぼすものであるが，このことについては後で述べる。

　　（9）雌雄蛾の触肢及び翅と誘引力

豪蚕雄蛾の触肢が雌蛾謝1物質の感受器官であること蹴いて｝沖・翻q929）の繍

がある。

薯者が詠蚕以外の絹糸虫について実験し繍繰も，顯と剛灘触肢である：とが

明らかである。然し，雌蛾の触肢及び雌雄蛾の翅等の機能に関しては1来だ明らかに漆

れていない。

　著者は，この点を明らかにせんと鴬え，1948～1950年に亘つて研究を進め，雌蛾の触

肢及び雌雄蛾p翅は，誘引機能に重要な関係をもつていることを明らかにした。これ簿

の結果について記述する。

　　　　　　第28表　雌蛾の触肢及び翅を除表した場合に於ける誘引腺よ

　　　　　　　　　　　りの誘引物質に対する雄蛾の平均反応率

磁鍾…麺塑攣1…刺20・ml備　　　　・鰺
両触肢i塞部より除炎
片側触肢基部より除表

両　触　肢　Y2　除識

両触肢先端10節除…狭
全　　翅　　除　　一x

前　　翅　　除　　去
後　　翅　　除　　…茨

両触肢及び全翅塾部より除虫

無　　　　処　　　　理

56，6％

83．2

85，1

83。7

75．0

88．1

9L3
57．5

90．0

34．4％

41．3

47．6

59．4

58．8

65，0

66．3

36。3

76．3

（1）闘1餓を1司心円の中1亡》におぎ，その周辺

縢磐灘姦膿柚駿灘聯継
　した。
（2）雄蛾は無処理蛾な供試した。
㈲触肢及び翅の除虫は鋏で切断した◎
（4）i薩晶種は太平×展寮である。
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　雌蛾の触肢及び翅を除表して1騰閥後に誘引腺よりの講引物質に対する雄蛾の反応を

調べた結果は，㌶28表に泳す通りである。

　第28衷により明らかなように，雌蛾の触肢及び翅を除去すれば，雄蛾の反応は減退する

而して，触肢を除去した場合の方が，翅を除表した場合よりも，この傾向が顕著である。

　このことは，後述するが，誘引腺の膨出及び牧縮機能と留接な闘系があり，誘引腺よ

りの誘引物質の揮敵が完全に行われない結果であると鷲丸る。

　次に，雄蛾の触肢及び翅を除無して1時間後に，無処理雌蛾の溺引物質1こ対する反応

を調べた結果を第29i表に泳す。

第29表　無処理雌蛾の誘引物質に対する，触肢及び翅を除虫

した雄蛾の平均反応i率

’＼く一＼　雌蛾と雄蛾

　　　　＼、．の距離
　雄蛾処理　　　、一＼

両角虫肢塾音質より1徐ラ1ミ

片側触肢塾部より除虫

両触肢施除虫
両触肢先端10節除ジミ

・全　　翅　　除　　ii，ミ

10cm　20Cm

　％　　　％
O　　　O

36．3　9．4

77．5　　16．9

81．9　 18，8

28．8　5，6

gu：1＼，．．．．灘蛾と雄蛾

　　　’－t／・・一一ttt、の距離　　ユOCIII

　雄蛾処遡　　　“～一一一一＿

　　　　　　　　　　　　％
前　　翅　　除　　虫　　　　90．6

後　　翅　　除　　虫　　　　91．3

片側の前翅孜び後翻除ジミ　84。4

複眼をkU・：：ナメ1レで漁抹　83，8

照曙　　　　　処　　　　　　葦銀　　　　　　92．5

20cm　備　　　　　琢

　％
71，9　第28識の備婚をr

65，0　　灌妻罠興0

65。0

75、6

75，0

　錦29衷により明らかなように，雄蛾の触肢を蕪部から除宏すれば雌蛾の誘引物質に対

して全く反応を示さないQまた，触肢の片側，或は％，または，先端10節を除虫すれば

誘引物質に対する反応は著しく劣ることが明らかである。

　また，雄蛾の翅を除去すれば誘引物質に対する反応率は減退する。この華爽は，雄蛾

の翅が，雌蛾に近づく渉行の補助をすることと関係するものと菊えられる。

　　（10）誘引腺に直射日光を照射した場含の誘引力

　後述するように，誘引物質に颪射日光を照射すれば，誘引物質の雄蛾誘引力を消央せ

しめることが明らかにされた。このことから，誘引腺だけ或は誘引腺以外の雌蛾め体部

に，直射日光を照射した場合に，誘引物質の誘引力に如何なる影響を及厳すかについて

明らかにする目的を以て，この実験を行つた。

　その結果は，第30表及び第3懐に示す通りである。

第30表　誘引腺だけに颪射日光を照射した場合の誘引物質に

　　　　対する雄蛾の平均反応率

照継繭＼＼1ノー・噛咄液
＼蜷（cc）脚胸

　　　　　分
　　30
　　60
　　＄0

　　120
対　　　　照

100

100

100

　0

100

％

1。000　　5，000

　％　　　％
！QO　　100

100　　100

96　　　78

　0　　　　0

100　　100

10．000　　備　　　　　　　　　　　　考

　％
100　（1）誘引物質は護i引腺を皿蘇ノール

五・・　餓警鞘獣騰鯉楚1

511灘蓋総1灘窺警
100　　　　　1
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第3俵謝1腺を除いた，雌蛾の体部に酬網光を綿士しゾ：・

　　　　場合の誘引物質に対する雄卿）覇仮応率

漏駅圃1・・…臓諜需兜ヒ里回＿＿一
60

9G

120

分
100

100

100

％ 　％
100

100・

100

一……”m @　分　　　　　％　　　　％
　　180　　　　　　100　　　100

対　　　　　照　　　　1eo　　　100

第30爽の備労繋照ゆ

第30熱よれ醐らかなよう｛・，謝［腺だけ1・酬胱を9Q玄》｝賜す欄〔，謝1｝1蟄よ

りの誘引物質は著しく誘引力が械退する。而して，120分照附後に，誘引腺から鯵引物駿

をエタノー・レ抽出した抽出液も，雄蛾の誘引力はi溜）られない・

第3俵によれば明らかなように，誘引馳除いた磁の儲1職酬三1光酬楠寺し醐

含に於ては，180分照射しても，誘引腺から抽出した捌物蹴ぞ鋤て強儲靴謝

する力を有することが認められる。

　以上のことから，直射日光は誘引腺に影響を及ぼし，その爾引力を薪しく誠燃せしめ

るものであると考える。この事爽は，前に述べた光が誘引力に影響を及ほすこと併せ湧

えて注閏すぺきことであると増える。

　3，誘引腺の膨出及び牧縮機能

　尿蚕誘引腺の膨出及び牧縮機能に関しては，従来，蛾体内部の血液の座力と筋陶の1解

用により肉由に膨出，牧縮するものであると聴えられている。

　著者は，誘引腺の膨出及び牧縮機能は諸種の条件によつて変化することを見撮し弛の

で，誘引腺を膨出及び牧縮せしめる機能に関する研究を進め，新しい知見を褐たの’C㍉

これ等の結果について記述する。

　　（エ）頭部除去と誘引腺の膨出及び牧縮機能

　雌蛾の頭部を除表すると，誘引腺を膨出，牧縮する機能，i云いかえると，誘引腺中の

誘引物質を揮散して雄蛾を誘引する機能が行われないことを見出した。陣には，燃かに

側唇を出す雌蛾もあるが，この場合に於ても，誘引腺は膨幽しなかつた。従つて，頭部

を除査した雌蛾に対する雄蛾の反応は苦しく減退する（第桝表参照）。

　このことは，雌蛾の誘引腺の膨出，牧縮機能が，頭部除玄によつて阻止されるために1

誘引物質の揮散が完全に行われない結果によるものと増えられる。

　また，化蠕直後の蠕を，頭部と胸部の境界部を絹糸を以て結紮して，羽化した頭部の

ない雌蛾は謹かに謝隙を膨出するものが認められる・然uw出しなし雌蛾の方が多

い傾向を認めた。

　次に，化蝋直後に頭胸部を結紮した蝋に，熟蚕の脳，喉下轡1経球等を移植してみた

が，この場合にも誘引腺を膨出しなかつた。このことから，頭部にある神経球が7ドル歌

ン様物質を分泌して，誘引腺をwalM，↓改縮する機能を行うものでは撫・と裁られる・

　　（2）神経切断並びに神経球の摘出と誘引腺の膨禺及び牧縮機能

　頭部除去と誘引腺の膨出及び牧縮機能に関する実験結果から，誘引腺の膨出及び牧縮
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機能は，神経支配によるものであろうと考え，蝋期並びに羽化後に神経を切断したり，

或は，神経球を摘出する実験を行つた。これ簿の結果について述べる。

　蝋期に中櫃神経連鎖を騨折しておいて羽化した雌蛾も，また，羽化後に雌蛾の神経II輩

鎖を切断した場含に於ても，何れの場合も，誘引腺の膨幽，牧縮機能は誌められゾよい。

　次に，雌蛾の第6，錦7及び第8神経球を摘出すれば，何れの場合も，誘引腺を膨出，

牧縮する機能が行われない（図版26）。

　これ等のことは，誘引腺の膨出及び牧縮に対する頭部神経球よりの遡絡が絶たれた結

果であろうと霧えられる。

　また，雌蛾の神経切断によつて，雌蛾の雄蛾誘引機能が誠退する（第15表謬照）こと

は，誘引腺の膨出，牧縮機能が隙止される轟1傑，誘引物質の揮散範囲が腿めて狭いため

雄蛾が反応を示さないことにあると誘えられる。

　また，末端の第9神経球を摘出した爽験こ於ては，第9経神球を摘出すれば，誘引腺

を膨出したまXで自然状態に於ても，また，蛾体に箏で触れても，牧縮磯能を行わない

（図版26）。

　このことは，誘引腺を膨出，牧縮せしめる戯接の神経球は，第9神経球に荏在するこ

との証拠を与えるものと聴える。

　；神経球の摘出や禅経切断の際に蛾体を傷つけるので，その対照として蛾体に切傷だけ

をつけた場合に於ては，誘引腺は無処理の蛾と何等変らない膨鼠，牧縮磯能を示すこと

から，神経球摘出や神経切断の際に於ける切傷の影響でないことは明らかである。

　　⑧　雌蛾の触肢及び翅と誘引腺の膨幽及び牧縮機能

　雌蛾の触肢が誘引機瀞こ密接なる関係を窟することは，窃llに述べた処で明らかであ

る。

　雌蛾の触肢除表と誘引腺の膨出及び牧縮機能との関係について爽験した縮果は，錦32

表に示す通りである。

第32表　雌蛾の触肢除虫と誘引腺の膨出及び牧縮機能

“’一『“t－’一一一・・

_、　除宍後の
　触肢除玄＼＼経jN時間
　　　の部欧　　＼……一一一一一t．～

難…音区より除5最
先　端　10　節　除　表

Y2　　　除　　　　表

片側塾部より除虫
触肢及び全翅除虫
複眼を黒エナメ～レで塗抹

無　　　処　　　理

除虫虜後　　除鎌11時間後　　　備　　　　　　　　　　　考

　　　　　　　　　　　　ω一は，膨1：ta，収縮機能が行オっれな
　△　　　　　　△　　　　　　・いこと，△ぱ膨鋤，収縮機酔が無

一・ ｢　一・△　讐響黎鞭＋1騨である
　＋　　　　　　＋　　　　（2）調糞は30～40頭について観察し
　＿　　　　　　＿一　　　　　た。

十　　　　　　　　十

十　　　　　　　　十

　第32衷により明らかなように，雌蛾の触肢を麺部から除虫すれば誘引腺の膨出，牧縮

機能は行われず，また，触肢を％乃i至は先端の10節を除去すれば，誘引腺の膨出は無処

理の場合の約％程度で，その機能が阻醤されることが明らかであり，触肢が誘引腺の膨

出及び牧縮機能に対して極めて，重要な器宮であることを認めた。
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26　　　　　　　　竹田　猟
。の結果が融腱晒したと剛幾榊轍の灘でない・とは・　螂ヲ山礁抹
してその朧歓わしめ翻合に於ても洞様喘果醐）た・とカ・・：一・，切断は礁

械難職誌禦撫誘引JVItの膨脚購脚1蝿｛細い醐・結

果を第33表に示す。

　　　　　　　　第33表繊の翅鰍と謝脚）㈱及び工蹄磯能

k、＼一　　　　除・虫後の
　　　N’t－・・＼＿経過時開
’翅の除去　　　　　Wt－’一一一x

前翅及び後翅
前　　　　　　　　　翅

後　　　　　　　　翅

無　　　　処　　　　理

除鰍陣時間後レ…　　婚

一命第・麟灘照・
十　　　　　　　　十

十　　　　　　　　十

期灘よれ醐らかなように，前鰍び脚を嚇に鰍づ㎞れ購洲酬蜘一改
徽能は約y、V＝なるが潮翅だけ或職翅樹融した囎に於て1ま謙燗幽繊と
差が認められなかつた。また，上ll己〃瑛験で，灘を黒諜ナメ・いご鋤して構猫ゆ

膨出，牧縮1幾能に影響はないo

　第32衷に示すように，触肢を除虫すれば誘引腺の膨出及び牧縮機能が随比慈れゐ？こ

の職から雌蜘雌蛾の翅の振蹴角蝦で感受して灘蛾の擁轍繍1働飢て
頭部にある神鰯に伝え頑部VCある神経球は刺榊経によ・）て末榊経臨遡レそ

して末端の第9神経球は，誘引腺の膨出，牧縮機能を支配して・誘引物質を揮散せしめ

るものであると裁ることによつて誘引耳獅膨出，牧縮機鱒漁蹴く説嚇藁る・

　尚，雄蛾の翅の振動を雌蛾の触肢が感受すると考えるのは，雄蛾の翅の振鋤でなくて

も，呼気や，ゆるやかな風を雌蛾に作用させると，誘引腺の膨出，牧縮機能は盛んに行

われる。

　然し，此の場合，頭部或は触肢を欠除した雌蛾に於ては，その膨出，牧縮機龍は殆ん

ど行われないことから，触肢が雄蛾の翅の振動を感受する機能を有することが明らかで

ある。

　　㈲　気門閉鎖並びに気門への酸素，水素及び炭酸瓦斯処理と誘引腺の膨禺及び

　　　　牧縮機能
　雌蛾に気門閉鎖を行うと，誘引腺の膨出及び牧縮機能は阻止せられ，誘引物質の揮散

作用が減退し，従つて雄蛾誘引機能が著しく減退することを見禺した。その結果を第34

衷に示す。

　雌蛾の気門閉鎖によつて誘引腺の膨出，牧縮機能を阻止する順駅よ，金気門を閉鎖す

れば直ちにその機能は阻止され，次いで，後半気門閉鋭前半気門閉鎖の順序に，その

機能が陣止される。

　次に附宛の気門閉鎖を行つた場合に於ても，その閉鎖時間が畏くなれば・誘引腺の

膨出，牧縮機能を阻警し，雄蛾の誘引距離が短くなる。
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第34表　雌蛾の多数気門閉鎖と雄蛾の平均反応率

く脳幽後9蝉

灘灘醤
無　　処　　理
　　　　　気門
腹部　1～3

　同　　4・V7

　同　　1～7

6　時　　闘

・i・・i・・

　％
100

62．5

18．8

12，5

　％
1GO

12，5

　0

　0

100

　0

　0

　0

％

12　　　n寺　　　艮髄　　　　　24　　　11寺　　　1瑚

・⊥ユ図1・11亟「1」鑑
　％
100

37．5

コ8．8

　6，3

　％

87，5

25，0

6，3

0

　％

83，8

0

0

0

　％

93、5

12，5

6．3

0

　％

81．3

6。3

0

0

75鷺ω麓器馨｝雌

・懇灘騨

その結果は第35蓑に示した通りである。

　　　　　　　第35衷　雌蛾の1対宛の気門閉鎖と雄蛾の平均反応率

　　　　　気門
1　　～　　　2

　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

無　　処　　理

6　暗　間
・1・・120

　％
100

100

93．8

100

100

100

93．8

　％
93，8

81。3

93，8

100

100

100

100

　％
81、3

75，0

81、3

コ00

100

93．8

100

12　時　　闇

・11・120
　％
100

87，5

100

81，3

81．3

68．8

100

　％　　％
87、5　　62，5

75．0　　50，0

87，5　　31。3

68．8　　43．8

68．8　　50．0

37．5　　50．0

93。8　　93．8

24　　　1晴…　　i凋

・レ・・「茄

　％　　％
87，5　　75，0

87，5　　75，0

75、0　　50，0

68、8　　43，8

81．3　　50，G

68．8　　37，5

9318　　81．3

　％
68．8

31，3

25，0

50，0

3L3
25，0

68。8

備　　滑

錫34衷の備
贈を塗照ゆ

次に，気門閉鎖によつて誘引腺の膨出，牧縮機能が阻止されるのが，果して塵酸疏斯

の影響であるか否かを明らかにするために，酸素，水索及び炭酸瓦斯等を硝子篭細管に

よつて雌蛾の各気門へ接触させたり或は，それ等の瓦斯中に雌蛾を入れたりする爽験を

行つて，誘引腺の膨出，牧縮機能を調べた。

　その結果は，錦36褒及び第37褻に示す通りである。

第36表　気門に酸素及び水素を処理させた場合の誘引腺の膨幽及び枚縮機能　　　　　　，

処　　　　　　　　1［Ell

自ij　斗会　気　 lit］　　（1～4気門）

後半気門（5～7〃）
全　　 気　　　li『1　　（1r》7　〃　）

炭酸瓦斯を処理させて誘引腺の膨
出、収縮薇能が陣止している雌蛾
に処理

後斗三気「円（5♂》7）閉鎖120享予『替a後

に処埋

全気門閉鎖12時間後に処理
誘　　　　　引　　　　　腺

誘引腺の膨出、収縮機穂

酸剰水索
十

十

十

十

十

十

十

十

十

襯　　　　　　　考

衷中の一，は誘引腺の膨幽，収縮機

能が観止していることを，＋ば，

その機能が盛んに行われているこ

とを飛す。
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第37表　気門に炭酸瓦斯を処理させた協合の

　　　　誘引腺の膨出及び牧縮機能

処　］！「「翻羅，1処　・L聯｝織i・煙一一．・・

・前半気11『（、1酎4気門）

後半気門（5N7〃）
全気P『1（1t）7　〃　）

　　　　　】．　　　〃

2　　　〃

3　　　〃

　　　　4　気凹

　　　　5　　〃

　　　　6　　〃

　　　　7　　〃

全気門に酸素を処遡させ
て誘引腺を膨出，収縮し
ている雌蛾に処理ざせた

　誘　　引　　腺 十

第36表の締湧徹
謝照

　　　　　第36表及び第37衷によれば，明らかなように，雌蛾の気門に脚泌じ斯を処鍛1黙せた場

　　　　合には，暫らくして誘引腺の膨出，牧縮機能は陽止されるが，酸譲及び水議の1鋤宿に於

　　　　ては，その機能は正常に行われる。

　　　　　また，炭酸瓦斯の中に雌蛾を入れ，誘引腺の膨出，牧縮機能が阻止されていゐ雌蛾に

　　　　対して，炭酸瓦斯を酸素で置換すれば，急に誘酬腺の膨禺，牧縮機能は盛んにな輪

　　　　　尚，炭酸瓦斯処理に当つて，ts－・A般に，前半気門に処理せしめた場奮の方が，後半気llll

　　　　に処理せしめた場合より，誘引腺の膨出及び牧縮機能停止までの時1閉が梢畏い傾向ながミ

　　　　した。

　　　　　この事実は，前半気門が主として吸気を司ることと併せ勇えると炭酸泥斯の吸入が畢

　　　　いことによるものと考えられる。

　　　　　次に，誘引腺だけを炭酸瓦斯で処理せしめても，その蝉幽及び牧繍機能は纏止藤れな

　　　　いo

　　　　　このことから，燦酸瓦斯が雌蛾の体内に吸入されて，その含盤増加の縮果，鱈引膿の

　　　　膨出及び牧縮機能に影響を及ぼすものと鳶えられるQ

　　　　　上記の実験から，雌蛾の気門閉鎖による，誘引腺の膨出及び牧縮機能の陣止は，炭酸

　　　　瓦斯の影響によるものと誘えた。

”　　　　　㈲　麗卵と誘引腺のII諺出及び牧縮機能

　　　　　雌蛾は，産卵すると事実上，誘引腺を膨出及び牧縮する機能を消失する、，

　　　　　この原因に関しては更に研究すべき点で，未だ何とも説明出來ない。

W．箆麻蚕蛾誘引物質の雄蛾誘引の週期性に関する研究

　箆麻蚕雌蛾の誘引腺が誘引物質を分泌して，雄蛾を誘引する現象が，鳳夜によつて顕

著な日週期性を添すことを発見し，これが週期性の究明に関する研究を行つた。

　この週期性は恒暗，恒明等の光の条件によつて変化する。また，雌蛾の触肢が週期性

の発現と密接な関係を有すること並びに，頭部及び神経が，この週期性を皮配している

こと等について明らかにした。

　これ等の結果について順次記述する。　　　　　　1
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1．　白然状態に於ける週期性

　自然状態に於て，箆麻蚕雌蛾の誘引腺から誘引物質を抽出して，雄蛾に作用させても

鳳闇（夜明より日没前迄）の雌蛾を用いた場合1こは雄蛾を殆んど誘引しないが，夜闇（日

没時より翌朝夜明迄）に行つた場合に於ては盛んに雄蛾を誘引した。即ち，薙麻蚕の誘

引物質が雄蛾を誘引する現象に，明瞭なるEI週期性の存在する興味ある新しい琳爽を発

見した。而して，このことは，飛翔，交尾等の日遍期活動の根本原閃となり得るものと

霧えた。

　また，箆麻蚕，雄蛾の誘引物質の感受器官は，斑蚕雄蛾と同様であることも併せて明

らかにした。その結果は，第38表に示す通りである。

第38蓑　誘引物質に対する触肢を除無した雄蛾の平均反応帯

＼鋼1羅講
触肢除表＼＼、
の部位　　　　　＼＼．

暴部よ　り除銭

先端10節除ジミ
去節除一」ミ
複眼を黒瓢ナメル
で　　塗　　抹
無　　　処　　　卸il

0．5cm 1cm

　％　　　　　　　　％
0　　　　　　　　0

60

20

100

100

40

ユO

lOO

ユ00

2cm

　0

10

　0

100

100

％

備　　　　粥・

興験獣午後8丙・ユ2i貯

の間に行・つた

箆願謝吻質の雄燃鰯1の週期性レよ誰蛾の謝肋質に対する賑1幾能の相違によ

軸のか否かを明らかにする醐を以℃謝1物質の抽榔寺刻を異にした場合の，それ

に対する雄蛾の反応を調べた。その結果を，第39表に示す。

第39衷　抽出時刻を異にした誘引物質に対する雄蛾の平均反応率

胤間㈱10～薦） 夜間（午後10～1ユ時）一一一_i塑惣些勢咄嚇「
@　　嚢験時亥「＼
H釈（cc）

夜間（午後10四11蒔） 厩間（午優1～2剛
備　　　　　　考

ユ00

500

2

0

％
100

98

％
嚢申の数宇は10圃輿験の平

均反応率

　第39褒によれば明らかなように，雄蛾の誘引物質に対する感受機能は，尽間，夜閥の

別に関係なく，誘引物質が誘引力を有すれば，雄蛾は何時でも誘引されることから，そ

の感受機能には日週期性は存菰しないことが明らかである。　　　　　　’

　次に，1日中の恩夜に亘る時刻別に誘引腺から誘引物質を抽出して，雄蛾の誘引力を

調べた。その結果は，第40表に示す通りである。

　第40表　によれば明らかなように，尽間に当る時刻，即ち，午前伯～誓蒔，午後4～

5時に抽出した誘引物質の雄蛾誘引力は極めて微弱であるのに対し，夜間の時刻，即ち

午後1Q～1塒，午前4～5時に於ける誘引物質は楓めて強く雄蛾を誘引する。この実験
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第40蓑　自然状態に於ける時刻別の誘引物質に対する雄蛾の平埆反応率

’Xx［tlZfi釈（cc）

実験時刻＼＼
　　　　　　時
午　前　10・vl1

午後　4N5
同　　　10・vl1

∠［二　丁）il　4♂》5

500

2

2

97

91

％

…レ・0・・L備　＿＿：”L－…

から，箆麻蚕蛾の誘引物質が雄蛾を誘引するカに明瞭な日週期性の存老［1すること徹明ら

かにした。

　このことは，誘引物質の雄蛾誘引現象に週期性の襟瓶する興味深い幽鍵であゐと嘱え

る。

　この実験は，雌蛾の保護温湿度を墨夜の時刻別に拘らず，20～22°C，75～77％の下

に保護しておいたので，この週期性の発現が恩夜による温湿度の離によるためとは噛え

られないから，一応，温湿度の差に就いては除外して勇えた。

　また，前に述べたように，雄蛾の誘引物質に対する感受機熊は飛夜によつて競が灘冨，

られなかつた窮実から，この日週期性は，誘引物質の誘引力の藻によるものと誘え為。

　2．　雌蛾に対する恒暗，恒明条件が週期性に及ぱす影響

　前項で述べた，誘引物質の雄蛾誘引現象の週期性に自律的週期性が穿在するか孤かな

究明するために，雌蛾を羽化2日前から，恒暗，慣明　（照度200Lux）搬件に保麹し，

羽化した雌蛾を引続ぎ恒階，憶明において，各時刻別（午餉9～1律専，午後3哩5隣，

同9～11時，午前3～5時）の誘引物質の雄蛾誘引力について爽験したQ

　その結果は，第4俵及び第42表に示した通りである。

第41褒　雌蛾を恒暗においた場含の誘引物質に対する

　　　　時刻別の雄蛾の平均反応率

午前9　，－11ng

午後　3tv　5
同　　　9　・V11

午　前　3・V5

反応率の平均

100

100％

100

100

96

99

500

94％

98

100

96

97

700

94％

98

100

96

97

1．000

88％

96

90

96

92．5

備　　　　誘

褒中の数摩に，5圓興

験の平均皮応鄭

　第41表及び第42衷によれば明らかなように，雌蛾を恒暗におけば，胤夜の時翔の如何

に関係なく誘引物質は強く雄蛾を蕎引するQ
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第42衷　雌蛾を恒明においた場合の誘引物質に対する時刻別の雄蛾の平均反応継

＼，、稀釈（cc）
　　　＼＼　　　　　100
爽験時刻　　　、＼
　　　　　一’LL蒔「…一％’
∠F　鳶11　9♂」｝11　　　　　4

午　後　3～5　　　　4

同　　　9　・v11　　　2

iF　 iYJ　3ヂ》5　　　　　　2

反応率の平均　　　3

500 700

　％　　　　　　％
O　　　　　　O

O　　　　　　O

O　　　　　　O

O　　　　　　O

O　　　　　　O

1，．OOO　　　　備　　　　　考

0％第4蕨の構を滲照
0

0

0

0

　しかるに，雌蛾を恒明｝こおけば，その誘引物質は，鳳夜の時刻の如何に関係なく殆ん

ど雄峨を誘引しない。即ち，その誘引力は極めて微弱であることが明らかである。

　この事実は，恒階，憶明なる条件の支配を愛けるものであつて，肉然状態に於て極め

て顕著に謂められる日週期臓は消央したものであり，一応，この日週期性には，自律的

週期性は存在しないものと騰えられる。

　而して，恒暗の条件は誘引腺に作用して，誘引物質が雄蛾を誘引する方向に，また，

恒明の条件は，誘引物質が雄蛾を誘引しない方向に働くものであると誘えられる。

　尚，この日週期性が，羽化2日前から雌蝋を恒瞭，恒明に保護したことが，その週期

性を変化させたのではないかとの疑問も起るが，次に述べる爽験（第43褒及び錦44表謬

照），即ち，羽化後に1噛及び明に雌蛾をおいた場合にも，その週期樵が変化すゐことか

ら，恒瞭，憤明の嵐接的影響であることが証明出来るQ

3．誘引物鷺の雄蛾誘引に対する暗及び明の影響

　箆麻蚕蛾誘引物質の雄蛾誘引の週期凶…は雌蛾を慨階，慨明条件におくことによつて変

化する。然らば，雌蛾をどの位の隠闇，階或は明におくことによつて誘引物質が雄蛾を

誘引し，或は，誘引しないようになるかという点を明らかにする目鮒のもと｝C，鍛初，

暗においた雌蛾を明に，明においた雌蛾を階に所定時間（晒及び明慮後，30分，1時間

2時間及び3時間）おいた後に，誘引腺より誘引物質を抽出しtそれを用いて雄蛾の誘

引力を調べた。

　その結果を，第43衷及び箆44表に示す。

第43表　暗においた雌蛾を明に変えた場合の誘引物質に対する雄蛾の平均反応率

　　　　　　▼
　　　　　　　　1951年8月

L朧郷鶴た
稀釈（cc）　＼

　100
　300
　500
　700
1．000

1951年9月

暗爾後

95
88
88
88
83

％

開1覆騨灘禰繰
24
10
8
8
6

％
8
8

4
4
2

％ 　％　　％
95　　40
88　　40
88　　40
83　　40
68　　33

8
4
4
2
2

％

明2蒔
間　後

4
4
4
2
0

％

明3時
間　後

4
2
2
2
0

％

備　　　　　考

（1）　衷申の数宇は5圃
　　輿験の平均反応串

C2）　館44爽も同様であ

　　るth
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　第43表により明らかなように，雌蛾を暗においた場合の誘引物質は強い雄蛾譜引力を

有する。この状態の雌蛾を明　（照度200r．ux）に交えた場嶺・｝よ，1時lil倣から急にその

誘引力は著しく減退し2～3時間後に於ては，殆んど雄蛾を湧引しない礁度に微弱とな

る。

第44表卿こおいた雌蛾を暗に変えた場禽の謝1物1灘：：

　　　　対する雄蛾の平均反応率

＼

　　明から暇憺痂
　　た場舎の晒の時間

（稀釈cc）T @’＼．

＼一等1㈱1　、95、年，月

’一一・・一一一 @　　　明庶後

　　　　　　　％
　100　　　　　8

300　　　　　8

500　　　　　7

700　　　　　4

1．000　　　　　0

膿ほ時閥後

100

92

90

90

88

％

暗2時問後

　％100
98

95

93

87

19514ド9Ji

ト明直後

…贈｝

　12

　8
　6
　3
　3

貸齢3嚇ll漸ll磁藤ll藤1繭議

％

i　　ttt、　｝

10

：10

7

3

3

100

90

88

80

80

％
loO

：ioO

i．00

95

95

蝿
1⑪0

1、oo

lOO

95

92

妬

　第44衷によれば明らかなように，雌蛾を明において，その誘引物質が鏑んど雄蛾を，

誘引しない状態の雌蛾を階に変えた場合には，階1時間後から急に勝引物貿の講引力は

強くなり，2～3時間後には最も強く雄蛾を誘引するようになることが明齢かであ為q

　要するに，雌蛾を2～3時間以上，明におくことにより誘引腺中の誘引物質は，雄蛾

を誘引しなくなり，また，雌蛾を暗に2～3時間おくことによつて，その勝引物斑は強

く雄蛾を誘引するように変化させ褐ることが明らかである。而して，勝引物徴の誘引力

を変化させる暗及び明の誘引腺に対する影響は比較的短蒔間であることがわかるo

　これ等の爽験から，誘引腺に対する噛及び明の影響は，誘引腺に対して明は誘引物質

が雄蛾を誘引しないように抑止的に影饗すると仮定すれば，雌蛾な瞭におくことによつ

て，その抑止は解かれ，誘引物質は雄蛾を誘引するようになる。即ち，噛は誘引腺に促

進的に影響して誘引物質が雄蛾を誘引するようにさせるものであると解される◎

4．雌蛾の触肢除去と週期性

　薯者は，箆麻蚕蛾の触肢が明暗を識別（感受）する機能を有することを発見して既に

報告しておいた（竹田　1951）。

　この触肢が明暗を感受することと，箆麻蚕蛾誘引物質の雄蛾誘引の週期性とが何簿か

の関係を有するものではないかとの考えのもとに，羽化後に触肢を除嶽した場含と，化

蝋直後に触肢を絹糸で結紮して羽化させた触肢のない雌蛾とを用いて，その雌蛾を，薗

者は暗及び明にそれぞれ24時間おいた後に，後者は，羽化後を肉然状態において，午前

10～11時，午後4～5時，同10～11時，午前4～5時の各時刻に於て，誘引腺から誘引

物質を抽出して，雄蛾の誘引力を調べた。これ等の突験結果は，第45表及び第46糞に添

す通りであるD
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第45i爽　雌蛾の触肢を除去し，暗及び明に24時間おいた

　　　　場合の誘引物質に対する雄蛾の∫ド均反応二率

＼、　　　　　　　　渉搬源蔓（CC）　　　　　“

　＼触肢除去後ゐ1麟＼

編ゼび明＼1°°

隣

明

1噛　　　100％

明　　　　1OO

瞳　　　　ユ00

明　　　　100

300

　タ6
100

100

100

97

500

　％
99

100

99

95

700　　　1，000

　％　　　　％
98　　　97

］00　　　99

98　　　95

93　　　95

備　　　　　考

蕪中の数寧は5剛輿博負

の平均反応縮！。

銘46蓑　化踊蔵後に触肢を結紮し，触肢を欠除して羽化した

　　　　雌i蛾の誘引物質に対する雄蛾の：「la均反応率

ここ、・　t・一、　．．　一　　’Mj　Sil（CC）

　　　契験時の噺及び明＼＼

塞｝辱廻壼虹＿＿＿　　　　　　　＼

　　　　　　時

輩裂恥冒｝明

隼論望鰐｝階

ユ00

　タ洛
72

68

66

64

500

56

55

52

58

％

コ，．000

　％48
45

44

46

印一@　　　　　…　　　　　　　　　　n門vv　　　　罰　　　　　　　　　　　　　陶　　　　　嵐

　　備　　　　瀞

第45i葭の備種を≡諜1・照o

第轍及び糾6熱はつて明らカ・なように，雌蛾の触肢を除鋼一ると，剛燃に於て

も滅は諜た誘引獺が殆んど雄坐腿謝しない明状態に於ても共に，その酬物

質は強く雄蛾を謝レ触騰虫によつて，謝1瀕の雄聴引の購期姓蕨われる
ことと，更に箆麻蚕蛾の触肢が光を感受する機能を有することと誘引物質の雄蛾誘引と

力極めて深い関連を有する等の，興味ある纂爽を明らかにした。

　尚，雌蛾の触肢除去に際しての，切断による機械的刺戟の影響を除表するために，化

蠕直後に絹糸で触肢を結紮して羽化させた触肢の無い雌蛾を用いて爽験した結果も，羽

化御磯蛾の角蝦醐除し湖合胴様の結果であつた。このことから融肢切除｝。よ

る灘的轍によつて・この週雛が変化したものではなく繊が触肢畝除した繰
によるものであることを証明した゜

　また，羽化後に雌餓を暗或は明においた場含の誘引現象の週期性は，羽化の2日前か

ら雌轍融醐において靴した雌蛾嘲合と騰の変化が認められなかつた職力、

ら，羽1ヒ前の融醐の影響ではなく・羽化後に於ける融び明の影響・よるもの砧，

ると考える。

この触騰去による週期性の変化｝よ，鰍敏除することによつて灘聾麟誠び明

の囎騰別す磯能歓つた働1・誘引腺醐によ獅止力・不礁とな螂蜘蠣
構胴徽状態におかれた系誤課誘引腺勅謝1物蹴力礁嬬引するようになつて
いるためであろうと考えられるg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
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　5．雌蛾の複眼除去と週期性

　複眼が光を感受する璽要な器宮であることはいうまでもないこと寮ある。従りて前照

で，述べたよう融脚棚1鵬乏の週期性ど、轍樋1懸縮す7…cr・とかF・），　i’【缶1弩｛’誘

引物質の雄蛾誘引の週期性に陶眼も何等かの関係を有するai，）ではないかと粧られるt・1

依つて，翻は趨眼礁エナメ・レで難してその闘雛姉し琳・戯織と，化鯉’・時

に楓隈を絹糸で結紮して羽化後に複llRを欠除させた雌蛾とな用い・意盲購は1リ撚び階にそ

れぞれ6時間おいた後に，後聯は胤然状態に雌蛾をおいて，各時刻（午前4艘5臨10

～1塒，午後4～5時，10～11蒔）｝こ詮秀卵猛誕から謝1物留舳ll川1ノて雄1職の瀞1り1カる調

べた。

　その結果は，第47表，第4跨凝及び第49袈に承す通りである∩

　　　　　鋤7表複眼を黒エナメルで塗抹した」船の謝1物質｛副すゐ

　　　　　　　　　雄蛾の514均反｝芯率

謎唾墨劉」里＿1、
勢鱗就　　明　　　4％　　o％

．鍵鰍引＿鑑＿．2L＿＿鉱．
無処理雌蛾の　　　明　　　　　　　4　　　　　　1

君秀弓lt吻肇£　　　　　　　IUIf　　　　　　　　96　　　　　　　　　87

700

『－t’t…一…刀h

　　　0

　　81
0

85

1，000

　％
0

75

0

83

備　　　　懸

ω蕪中の敷寧鳳

　1α鰭鰻験の騨

　慨穿1測慮蹴

傷）明砿照櫻200

　Lu蹴で海｝るth

第48表　化蝋蔵後に複眼を結紫除去した雌蛾の溺引物質に対す為

　　　　雄蛾の平二均反応率

＼＼－t．一、、～麹釈（CC）

　＼＼嬰及び暗＼＼

実験時亥lf＼、　　　＼

　　　　時5
午前10～11

午俵4酎5

午後10Nl1

午荊4～5

明状態

暗状態

50　　　　　100

　％　　　　　％
0　　　　　　0

4　　　　　　2

94　　　　　84

86　　　　　70

500　　　　　　　　1，000

　％　　　　　％
0　　　　　　0

0　　　　　　0

72　　　　　56

50　　　　　44

備　　　　糟

第47嚢の輔・噸な

諺黎照

　第47衷，第48褒及び第49衷に示した実験結果により明らかなように，複眼を黒エナメ

ルで塗抹して，一応，その機能を失わしめた雌蛾も或は化蝋薩後に複眼を絹糸で結紫し

複眼を欠除させた雌蛾も，明及び瞭においた場合でも或は肖然状態の概命の何れでも，

明に雌蛾がおかれた状態の誘引物質は殆んど雄蛾を誘引するカを府しないが，噛におか

れた場合には強く雄蛾を誘引する。即ち，雌蛾の複眼をBk－Xしても，誘引物翼の難蛾誘

引の日週期性には変化が義忍められない。

　次．に，複眼の機能を失わしめると共に触肢を除表した雌蛾に於ては，触肢を除厳した

場合と同様な結黒を示したoこの事爽と前の察験繍果とな併せ誘えると，襯眼が，その
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第49表　複眼を黒エナメルで塗抹し，触肢を除虫した

　　　　雌蛾の誘引物質に対する雄蛾の平均反応率

ギ’ A．　　　　　　稀釈（cc）　　　　　一

　　　　明及び暗　　　　　 100

試瞼区tt一…h @へ　　＼、

複眼を＝ナメルで塗抹
し、触肢を除去した雌
蛾　の　誘　引物質

無処理雌蛾の誘引物翌芝

明％ @　80％

階　　　　92

明　　　　6

【廠　　　90

500

　％
74

76

2

82

700

　％
70

66

0

72

1．000

Ht　　…幽｝

　　68

　　62

0

66

備　　　　噺

（1）簾47表の備脅

　を謬・照。

（2）明及び㍑靱ミに

　それぞれ61聯

　問おいたn

機能を失つた結果ではなく触肢を除去した影響であると踊兇る。

これ等のことから，徽は謝14頒の雄騰引の遡雛1…に関して｝・燗係がなく，角蛾

が璽要な役劉を果していることを示すものと信ずる。

6．雌蛾の頭部除去と週期性

　触肢神経は脳から出ていることと，前に述べたように触肢が光を態受する機能を有す

ること等から灘螂）頭勲隊すれ1漁肢撚去した輪胴様に，降鰍態の鵬も
ま醐状axの場合に於ても，その誘弓1物蹴雄蛾を謝1して良いように想馳れるので

繊の頭部を切断或は頭部繍1糸で礫して，その週期性に及1奮す影響について熟し
た。

尚，顯のように・化蠕轍剛膏陵徽しなかつたのは，劇茉蜘漁期に噺を除
去した場合には成虫化しなかつた（来発衷　1949）ためである。その結果は，第50衷に

示した遡りである。

第50蓑　雌蛾の頭部を切除及び結紮した場合の誘引物質に対する

　　　　雄蛾の平均反応率

ドミ：こ＝＿『＿稀釈爾

＼＼＿明丞び瞭へ
頭嚢塑轡］＼
顛
部
を
切
断

頭
部
を

結
紮

切　　除

無処理

切　　除

畳無処理

結　　紮

無処理

結　　禦

無処理

明

階

明

ll爵

100

0

ユ2

％

0

76

2

1

1

90

500

灘
0

3

0

44

1

0

0

70

1．000

　％
0

0

0

44

O

Q

0

55

備　　　　　　　蓼

（1）i爽中の数掌ば10回犠験

　　の平均反応事。

（2）明（照度200Lux）及び

　　臨ともに1それぞれ6

　　晦閣おいた。
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第50数よれ醐らかなようを・灘蛾の頭勲除鍼は堆繰蜘胴　峨1・鵬猟
の何れにおいて，』その｝誘引物質は鱗を纐粥一るカを郁ない・・二の翻カへ捌1

腺中の誘引物質淵繊を謝iしブ。り或は謝1しなく泌ことに対t・℃脳1淋隔が｛

部｝。ある雑球が藪な役　lllを凱ているものと祝られる調して一の撫繍ウく

に述べる神経切断の爽験によつても識明されるQ
上記の実験から一繊の頭部を除去すれば，その週1轍三は変fけるこ藷が囎・カ・W軸

るQ

　7。　誘引物質の雄蛾誘引の週期性に及醸す紳経切断の影響

繊の頭部除却よつて，その測購の変化す研［働蝋部に繍許［峰隙に「撫悌
のであろうとの考え方を証明するために，雌蛾の中枢神泉翻1鎖を腹｝’ll鵜3環節と餓4環

節の問で切断し，明及び暗に24時問おいゾこ後の紐引物顕に刻するカ5｛i蛾の1ズ応靴調1へた。

その結果を，第51衷に示す。

　　　　　第51表　雌蛾の中枢神経遡鎖を途中で切断した場膏のll秀引物擬に

　　　　　　　　　夷∫する凝創俄の平均反L芯鞭ζ

マ㎜｛　一一tt｝轟　』　　・、　事希釈（CC）

壷坐蟹塗＼
神　経切　断　　　明
出　　通L　刻「　照

神経切断　　　晒
繊　　揃L　対’　照

100　　　　　500

　％　　，　　　％
10　　　　　　7

4　　　　　　2

8　　　　　　2

68　　　　　50

1．⑪eo

　％
0

0

0

45

備　　　　　漸

（1）　畿Il凋の数掌紘1q

　　回’鍵踊黄の平絢反

　　1濫縄蟷
（鮎｝　明樵聾艇鷹

　　　　200Lux

　第5俵によれば明らかなように，雌蛾の中枢神経を途中で切握訴すれば顛部を除無した

場含と同様の結果を示し，雌蛾を明及び階の何れにおいた場脅にも誘引物質の雄蛾勝弓｝

力｝ま殆んど認められない。従つて，その週期性の変化は頭部除虫の鳩奮と岡様であやた⑳

　この事実は，頭部にある神経球の支配によつて誘引物質の誘引力も，また，週期徽も

発現されるとの考え方を証明するものであり，中枢神経を途中で切断することにより頭

部にある神経球の支配が誘引腺に及ぱなかつたためであろうと垢えられる。

　要するに，｛家蚕蛾に於ける神経球の摘繊，中権神経の切断等の輿験結果と併せ誘え．て

箆麻蚕蛾誘引物質の誘引力も頭部にある神経球を中枢とする神経の作用によつて慮灘さ

れているものと結論出来ると薦える。

　8．雌蛾の保護温度が雄蛾誘引の週期性に及ぼす影響

　一般に，生物の週期現象には光と共に温度の変化が関係している場☆が多いe

　著者は，雌餓をそれぞれ24°C及び17°Cの下に，明及び階｝d2［噸lllおいた後に誘引

腺から誘引物質を抽出し，それを用いて雄9［gaの誘引力を調べien期性の鋸現との関f系を撫

明した。
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その結果は，第52衷に瀧ナ通りである。

第52表　雌蛾の保護温度を異にした場含の誘引物質に対する

　　　　雄蛾の平均反応率

＼『t’．t　Lt　・　＿、稀釈（cc）

　’謡＼灘癒度　・．
明及び1断　　’＼　　　　　　％

明

【1爵

24°C

17

24

17

1．000

　％20

40

80

50

5．000　　　　10，000

　％　　　　　　％
10　　　　　　G

20　　　　　10

60　　　　　50

30　　　　　20

備　　　　　考

（1）　Ocue）；斐Vよ70ノ｝75　9・5

（2）　1リ］Vよ只奴炭200工，uユζ

　第53表によれば，雌蛾の保謹澱度も誘ヨ1現象の週期性に関係を有するような傾向が誌

められる。

然し，この場含に於ても，やはり光（明及び1溜）のノ∫が強く膨響しているものと滑兇

られる⑪

　この点に関しては更に1爽討して結論を下す腸えである。

9．誘引物質の雄蛾誘引の週期性に関する解釈

　本章に於て寵述した爽験結果から，誘引物質の雄蛾湧引現瞭グP週期性を次のように嘱

えた。

　雄蛾が誘引物質を感受する器富は触肢であり，雄蛾触肢の誘引物質の態愛機能は誘引

物質が誘引力を有する場合に於ては，尽夜の時刻及び明暗なる条件の如何に関係なく誘

引物質を感受して誘引される。従って，雄蛾の誘引物質に対する感愛機能は光によつて

左右されなく，週期性も存在しない。

　次に，誘引腺が光（明及び噛）の影響により，それに含まれる誘引物質が雄蛾を誘引

したり或は誘引しなくなることの原因は頭部殊に頭部にある神経球にその中枢があると

考えられる。

　雌蛾の触肢も雄蛾の触肢と同様に交尾動作に必要な誘引機能に関係を有することは蝸

然彰えられる処である。而して，触肢が光を感受する機能を有することと触肢除去の実

験陪果と併せ考えて次の様な仮説を立てた。これによつて，誘引物質の雄蛾誘引の週期

性は無理なく説明出来る。

　即ち，雌蛾の触肢が光（明或は瞭）を感受して，これを触肢神経を通じて頭部にある

神経球に伝え，頭部にある神経球は中枢神経を通じて末端神経球である第9神経球に伝

達する。

　as　9神経球は神経糸を通じて誘引腺に明賭2つの場合にそれぞれ異つた条件を伝える。

そこで，誘引腺は，明及び階の条件によつて，それに含まれる誘引物質に対して，それ

が雄蛾を誘引するカを有するようにも，また，誘引しないようにも変化し褐る機能を有

するものであろうと考える。
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　要するに，頭部にある神経球が1剛隙び）機能の中枢で，誘引物質の1露引力の発脱徽颪

配しているものであろうと場える。

この場合，明なる条件が頭鮒lil経球に伝われば，蜘11［‘神経球は謝隙謝して鋤［仙

に作用する。その場合に於ては，誘引物質は雄蛾を諮引曽ナるカを有しないゆ

　麟の条件が頭部にある神経球に侭えられれば，溺引腺の明なる状陞1の抑，ll二は解かオ、誘

引腺に対して促進的に働き，誘酬物質が雄蛾を誘弓1するカを窟するようになゐもの轟湧

えられる。而して，誘引腺中に禽まれる誘引物澱は明及び1時なる光の鎚響に」：りて，雄

蛾を誘引しないようにも，また，雄蛾を誘引するようにも可逆的に変化しl！l噸状鰍帯痂

るものであろうと老えられる。

Nli，家翻及び数種絹糸虫に於ける誘引物質の共損性と

　　　類縁関係に関ずる研究

　寂蚕雌蛾の誘引物質に対して桑叢の雄蛾が溺引されて葉る蔦とは霞くか協知醇れてい

たし（大場，1939），（大村，1950），それ等の間の交維が荊能糠ことに関しては，（八木

1924），　（川口，　1934），　慌1ヨ…，　（1937），　見1皮，　大毒易　（1939），　（ソく＊寸，　195〔｝），　簿ζな）初f麟三力竃

ある。

　箆麻蚕雌蛾を籠に入れて夜間，戸外におくと樗掻の雄蛾が飛鞭することが知鄭れてい

るが実験や報告はない。

　天蚕と柞蚕の交配に関しては石井（1915），北勘，宵野q917），大村（1938），山崎，

西村（1954）等の報告がある。

　然し，以上の研究に於ては，互いに誘引し合うこと即ち，絹凱の誘引物質に対す為雄

蛾の反応に関しては何等の研究も行われていない。

　著者は，1949年以寒，療蚕，桑蚕，天蚕，柞蚕，樟蚕，薄手火蛾，樗蟄，箆麻讃及び穴：叡脊簿

9種類の絹糸虫について誘引腺より抽出した誘引物質並びにPaPtor　chromkatogrt／zphy

によつて分離した誘引物質の分離部を用いて，9種類の網糸虫闘に於ける誘引関傑につ

いて研究し誘引物質が互いに共通に作用し合うこと（以下，共通性と呼ぶ）と類繰関係

について究明すると共に誘引誘質が共通である網糸虫の閲に於ては交羅が可能であろう

との予想のもとに，この点に関しても研究を行つた。

　その結果，誘引物質の共通性から9種の絹糸虫も3つの型に穴別した。

　また，誘引物質の共通性による類縁関係と誘引物質中の蛍光物質の派す蛍光色とが奥

く一致すること並びに天蚕と樟蚕の交尾が可能なことを発見し，誘引物貿の共通な蛾は

交尾，産卵が可能であるという薦え方の一部を証明した。

　尚，PaP　br　chrQniarogramに於ける誘引物質のRf値も誘引物質の共遡性と良く一一…一

致することを見出した。

　本章に於ては，これ等の研究結果について認述する。

｛，象蚕蛾と桑蚕蛾の誘引関係

誘引腺から抽出した誘引物質及び　Paper　chromatograp1】yによつて分離した講引
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物質並びに猿叢雌蛾を桑園に｝廷｛m繊した場含の自然状態に於けゐ桑蚕雄蛾の誘引轍ご．つい

て爽験し，この両者の誘引関係を究明した。その結果について述べゐ。

（1）自然状態に於ける蜜蚕蛾誘引物質の桑蚕雄蛾の誘引

　周辺は木で底が金網となつている円形（高さ3c11ユ，［自二径20cm）の器に，嶽五譲雌蛾10

頭を入れて中刈桑園に躍き【，6日聞慾日9圓（午前，6，8，10，12，時，午後，2，4，6，9，12

時），籔蚕誘引物質に誘引され集る桑蚕雄蛾の数を調べた。

　その結果は，図版27及び附表1に示す通りである。この紬果によれば，駅盗雌蛾の蕎

引物質に桑蚕雄蛾は強く誘引されることが明らかである。而して，誘引物質に対する桑

蚕雄蛾の漕動性に明らかな日週期活動の俘在することを発，見した。

　桑蚕雄蛾の活動の盛んな時刻は，多少の例外は誌められるが，一般に，コ1三午から♂ド後

6時を中心として活動週期の山がi認められるQこの活動の盛んな陣刻は一A般に：温度が｝衛

く湿気の少い時刻である。このことは，誘引物質が遠くまで揮散し易い藁件であるが，

然し，雨天の日に於ても誘引物質に誘引されて雄蛾が纂つた時刻は：’1三午から，午後2時

であつたから，纂蚕雄蛾肉体の活動挫が大なる没割をなすものと垢えられる。

　尚，この誘引機能には瓜逃も関係を有するものと賜える。

　また，桑蚕雄蛾が誘引されなかつた時刻に於ては，獣蚕雌蛾が誘引物質の揮1孜を行つ

ていないのではないかとの疑間も坐ずるが，このことは，既に述べた処で明らかなよう

に獄蚕雌蛾の誘引物質の分泌には特間的の麓が認められない離爽からも，桑甕雄蛾の濡

鋤性の差によつて，この日週期活動の起ることは明らかである。

（2）誘引腺から抽出した醤引物質並びにPaper　churoinatographyによつて分離し

　　た誘引物質による誘引関係

　桑蚤誘引物質の象蚕雄蛾誘引に関する研究はない。従つて，桑讃の誘引物質に蟹蚤雄

蛾が謝1されるか沓かについご爽験した結果は，第53嚢に泳す通りで藥璽の誘引物質に

嶽蚕雄蛾が強く誘引されることが明らかである。

第53衷　桑躍の誘引物質に対する簸蚤雄蛾の平均反応率

稀釈（cc）i…　1・。・11・…　1儲　　考
平蜘痢｝…％「…謂　・6π礪羅F稲7
　次1こ，蟹蚕と桑蚕の誘引腺を工門テル抽出した誘引物質とPaper　chroma　tograPliy

によって分離した誘引物質の分離部とを用いて，嶽讃蛾と薬蚤蛾の誘引関係について爽

験した結果は，第54表及び第55蓑に示す通りである。

　　　　第54表　」一　・一テル抽出した誘引物質による簸寮蛾と桑蛋蛾の誘引関係

翻疲一遡遡隊　　蚕陳　　測　　傭　　　　藩
豪　　蚤　・・…　　　蒸蝉緊櫨協轟磁蝉誹
桑　　蚕　li・　　aii　糖慰螺夢引の強さを熱以
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館55表　Paper　chroinatograpbyによって分離した砺引物質によゐ

　　　　謝蚕と桑蚕の誘引関係

ミi　＝　i　iiii：i：：：L．　　　　　　　雄蛾

　　　　　　Sx’－－－．
　　　　　Rf値’＼＼

誘引物質　　　　　　　　　＼＼

寒　　　　費

桑　　　　蚕

O．84

0。84

蜜　　叢

1’il”

・IH・

蹟　　強

・il｝・

・IB・

　ロロ’　　　　　　　　　　　　　　　－it：、

輔　　　　　　　　▽

”wv尋｝9層”ﾐr轍輪｝『翫ca風戴r議夏lllll。niバ

　　（3：1）。
ω　Rf値｝凱Pap¢r　ehromaLopt，　・一
＿＿＿！蟹烹。璽、誕～乱籏＿。．．．，、．．，

第55表及び第56表によつて明らカ・なように，鎭蚕¢）謝1物質に対し℃璃讃の雄蛾は翻

引され，桑蚕の誘引物質闘綴雄蛾カミ鰯1される調肱燃塞靴鍛酬軌剛物熱欲

互いに共通に作用し合う性質を有することが明らかになつた。まブ1二，Pal）雛r鋤朗1瓢O郎

ramに於けるRf値も同一であつノL：。このことは，謝i物1顔が・羨樋性齢す凋つの

証明を与丸たものと賜える。而して，その交騒及び藤卵に関しては1既に知レ1，れてい為よ

うに，顕蚕及び桑蚕の何れを母体としても交隠して薩卵した。

2．天蚕蛾と柞蚕蛾の誘引関係

天蚕蛾と柞蚕蛾の誘引関係について爽験した結果は，錦56畿に示す漁りであ繊，

　　　　　　　　　　第56褒　天養蛾と柞讃蛾の誘引関係

＝”テル抽出し　　天　蟄

た誘引物質　　　　　柞　贋

諮轟鑛9覧　x蚕
義分離した誘引物柞蚕

天i聾

dll・

帯

lil・

Ml・

　　　Paper　chroiu－一

柞費　atQgramのRf　　備　　　　　　　勇

雄L＿＿＿．＿＿＿＿＿～一、＿～＿＿、ut

通i卜，　一一一　　 Paper　chr。matく｝繕即hy

帯　　　一一一一一一…　　に於け廟聴蘇織鼠rlSut，　｝ma1

・Hト　　　　0．93

・M－　　　　　　　　0，93

pm”一　何内“幣……一　　『一“』…” ≠撃視凾盾獅奄＝i3言1）01鼠ド

本灘に級て薪籔と～も圃様覇

　第56表により明らかなように，天蚕蛾の誘引物質に柞蚕の雄i蛾が漉i引され、窯た、串雫s

蚕蛾の誘引物質に対して天蚕の雄蛾が誘引される。即ち，天蟄蛾と棒蚤蛾の誘引物灘よ

互いに共通性を有することが明らかである。

　尚，著潜の互いに誘引物質が共通に作丹ヨし合う蛾に於ては交尾及び灘卵がll∫熊であろ

うとの鳶え方に対しては，既に，天蚕蛾と柞叢蛾とは交鬼麗酬ヨヵ呵能であ為ことは鯉：｝

研究潜によつて実験されているので著麿は雀略した。

　Paper　cbromatograpby｝こよつて分離した誘引物質のRf値屯岡姦i司じであつたこ

とから，この両者の誘引物質の組成は同じであろうと誘えられる。

3．天，柞蚕蛾と樟蚕蛾の誘引関係

　樟蚕蛾誘引物質中の蛍光物質の色は，天，柞蚕蛾のそれと金く附…であゐことな見禺

した。

尚，文獣によれば，染色体数は，天蚕はnm31（川口，1934），黍職はnr＝・　4・9（1‘；1…il・
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1921，川口，1934）で，樟蚕はn＝　31，（大場，1942）で，天蚕と樟寮の染働体数は同じで

あることが明らかにされている。

　これらのことから，天，柞蚕蛾と樟蚕蛾との誘引物質に共通性が存在するのではない

かと彪え，これら3斎の誘引関係を調べた。

　その結果は，第57表に示す通りである。

　　　　　　　　　　第57袈　天，柞蚕蛾と樟叢蛾の誘引関係

＼＼～～…＼＿雄蛾

需引物質　　、＼、　一＿．一
＼蝉…蛾

エ　・一テル抽楓し

た誘引物質

Paper　chronla－
to騨raPlly　　をこよ

つて分離した誘引
物質

天　　　寮

柞　　　i簾

樟　　　寮

天　　　蟄

柞　　　蚕

樟　　　寮

天　　寮

・掛

・掛・

・ll・

｛1卜

掛

1卜

　　　　　　　　　　Paper¢hronia－一
柞強　樟寮　七。gramの1“fAt［．t

・封卜　　　　　　・｝1・　　　　　　　　　　心噂……～

・i【1・　　　　　　i掃　　　　剛一一一　…朔H㎝｝脚一｝】……

i擁・　　　　　　・田・　　　　｝…～槽’………T『闇一‘一…“欄

田・　　　　　　　　　・1卜　　　　　　　　　　　　0。93

翌卜　　　　　　　　　網卜　　　　　　　　　　　　0，93

・盛　　　　　　　　　　蹴・　　　　　　　　　　　0．93

　第58表によれば明らかなようt：　’天蚕及び怖蚕蛾の誘り1物質に障叢の雄蛾1よ1誘引され，

樟蚕蛾の誘引物質に対して天螢及び柞蚕の雄蛾は調引される。Iilfi，この場合に，弐遊蛾

と臆蚕蛾の誘引関係の方が，柞蚕蛾と練蚕蛾の謝1関係よりも穂弱い傾肉が認められる。

　要するに，天，柞蚕蛾と禅蚕蛾の誘引物質は瓦いに共通性を有することが明らかであ

る。

　次に，誘引物質が共通に作用し合う蛾に於ては，交屡，薩卵が可能であろうとの誘え．

方を証明するために天養蛾と棒蚕蛾の交尾，座卵に関する爽験を背い，天強1戯と禅搬蛾

とは何れを母体としても交尾し産卵することを明らかにしたo

　その結果を第58表に示す。

　　　　　　　　　　　第58蓑　天蚕蛾と樟蚕蛾の交雑結果

交配型武

天蚕×穴鞭

天蚤×樟i蕪

樟叢×棒蚕

樟蚤×天蚕

交　騒

十

十

十

十

産　卵

1

十

十

十

十

卵中のAntherechromeと
DictiochrameのRfと癒築光

i鑓二叢壁ζ虻L螢光．

0．79

0．62

0．62

0，62

0．70

0，42

0．42

0．42

P，

S．B，

S．B．

S．B．

備　　　　　　稽

（1）十は，交賜，騰卵の

　可俳なことを示す。

（2）　P．はPurPle，　S．B．

　はSky　Blueをテ罫くすゆ

　天蚕蛾と樟蚕蛾の交雑の有無を確かに調べる方法の1つとして有賀等（1952～53）の

研究結果による卵巾の　AntheグeclZromeと　Dictioclzγ07neの存在，移行を調べた

（第58衷）。

　その結果は，天蚕×天蚤の卵中には明らか1・r；Ant’lia7eclzptomeの存在を1認めたが。

天蚕×樟蚕，棒蚕×天蚕及び樟蚕×樟蚕の卵中にはDictiochromeが検出された。こ
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の問題に関連して山口（195Dは獣孟垂の交雑型式によつて卵巾ジ）蛍光物殿が雄蛾の影繊i

を受けることを報告している。

　著者の，天蚕×樟蚕の交雑の場喬に於て，このような影響が／瀕三す《》鵜とを認め，こ

の結果から，交雑出来たものと決定した。

　尚，天蚕X樟蚕以外の交雑型武の卵中には，4％クエン酸ソ門μ囎の瀞媒でべ岬ノ腕ク

ロマトグラムのRf値，0．23，0、54に蛍光物質の存：在癒確認した“

4・樟蚕蛾と薄手火蛾の誘引関係

　薄手火蛾糎引物質中の蛍光物質の蝕も，天讃，柞盗，樋叢蛾簿のセれLt二盃く隅一’一く濡・

ることを見出したので，最初｝こ樺蚕蛾との鱈り1関係について研究しプ職コそ礁嘱ll搬楡錦59

表に示す通りである。

第59衰　椰置建蛾と薄手火蛾の1錫り1関係

　　誘引物質の抽出
＼翻顔一
雄蛾　　＼～　t’．．．．．．一＿

樟　　　　　蚤

薄　拳　火　蛾

・・恥カレllll出した勝穆ll1勿観

樟　寮陣・獄蛾
帯

・II・・

十

柵

PaPδτc｝｝rOn玉at〔｝⊆；ra11聴によつてう1離

し・戯」騰r射物騰

樟寮卜獅爆ぼ麟聾：錨認暫鰭∵

llト

ーll・

・iレ

・iil

⑪，93

0．9二s

　第59衷により明らかなように，欄蟄蛾の誘引物質に薄墾火蛾の雄蛾が鰐り憾れ，薄嚇

火蛾の誘引物質に樟餐の雄蛾が誘引される。即ち，樟餐蛾と薄騨火蛾の勝引物質嫉瓢い

に共通牲を有することが明らかである。

　5．天，柞蚕蛾と薄手火蛾の誘引関係

　天柞療餓と樟蚕蛾及び樟蚕蛾と薄手火蛾の誘引關係から，天，棒讃蛾と薄墾火蛾も

誘引物質が共通に作用するのではないかと聴えられるので，弐，柞鍛蛾と簿聯火蛾既）繕

引関係について契験した。その結果は第60衷に承す遇りである。

第60表　天，柞養蛾と簿無火蛾の誘引闘係

、ミ　”＼＼　雄蛾
　　　’＼雌蛾＼・＼
誘引物質　　’＼、　　　＼＼

コニt・・テノレ：iTi出し

た誘引物質

Paper　chroma－
tography阪1　よつ
て分離した誘引物
質

天　　　蚕

柞　　　蚕

薄手火蛾

天　　　蚕

｛1乍　　蚤

薄手火蛾

天　　叢

｛1【

lli・

十

柞　　蟹

l　　IIE・

　　lll・

　　十
垂｝｝・

H卜

十

帯

惜

一1ト

薄辮・火蟻

・1ト

Il｝

iii

　　冊
　　M・

　　柵・
t

Paper　Ghr⑪lrxa・

togralnのRf櫨

0。93

0，93

⑪，93

　第60表によれば明らかなように，最初に聴えたとおり果，柞寮蛾と薄學火蛾の溺引物

質が互いに誘引し，その誘引物質が共通性を有することが明らかである、そして，勝引
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物質が共通に作用し脅うという見地から，天，柞贋蛾と樟蚤蛾及び薄争火蛾とは極めて

近縁関係にあるものと嘱える。

6．　箆麻蚕蛾と樗蚕蛾の誘引関係

　箆麻蚕蛾と樗餐蛾が交雑の可能なことに関しては柴田（1941），IL旧（1952），滝沢

q952）等の報告がある。而して，その染色体数は，箆麻寮はn瓢14（古賀，1939），樗

蚕はn判4（大場，1939）で染色体数は同じである。

　箆麻査蛾と樗蚕蛾の誘引関係について爽験した結果は，錦61表及び第62表の通りで凌，

る。

第61袋　箆麻蚕蛾と樗蚕蛾の誘引関係α）

翻耕÷劃斎騨響
　　　　　　　　　　　　　卜
　　　　　　　　　％　　　％［
箆　　麻　　蚕　　　　　　　　　　　揮　　　　費

　　　　　　　　92　　　82

箆　麻　餐
500i1・。Q。

go

％

80

96

備　　　　　滑

ω裂中の数時！は5瞳撫馬賛
　の∫1乙絢反応轟を歎す。
（21姥麻蚕は暗に6r腰垂閥お

　いて鰯引腺から講引物
　臓な抽繊した。

第62衷　箆麻寮蛾と擢蟹蛾の誘引関係（2）

＼断締＼轡lli
誘引物質　　＼．　　　　　＼

箆麻寮　　樽　　蚤 Paper　chrQinatogramのRf億

濾鼎講耀讃　：11　コ＿
Paper　ehroma－－
tography呼こよつ
てlf）離した誘引物

質

箆　麻　寮　　　　惜　　　　　惜　　　　　　　　　　　0．88

椿　　　　蚕i　　　惜　　　　　　惜　　　　　　　　　　　　0．88

　上表により明らかなように，箆麻蚕蛾の誘引物質1こ樗蚤雄蛾が誘引され1搦叢の誘引

物質に対して箆麻蚕の雄蛾が誘引される。即ち，箆麻蚕蛾と樗蚤蛾の誘引物質は亙いに

共通性を有することが明らかであるQ蒲して，相互の誘引物質の1誘引力に1よ殆んど差が

見られない。

7．瞭蚕，桑蚕，天蚕，杵蚕，樟蛋，鵜呼火峨，箆麻蚕，樗蚕，大水膏の誘引関係

　　と類縁関係

　本章に於ては以上述べたように，各絹糸虫に於ける誘引物質の共通性に関する研究を

行つて来たが，本項に於たは，嶽蚕を中心としてその他8種類の絹糸虫の誘引関係につ

いて爽験し，第63表に綜括的に示す結果を得た。

　次表の実験結果より，これ等9種類の絹糸虫の誘引関係に於ける誘引物質の共通性の

点から，これらの類縁関係を次の3群に大別した。

　　第1群　叡蚕群……蜜蚕，桑蚕
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第2群　天蚤群……天螢，柞強，椰寮，薄勾秋蛾

第3群　樗蚕群……率8蚕，箆麻蚕

未確定……大水背

　　　　　　　　第63衷　尿蚕その他数種絹糸虫の，誘引関係

ζくこ雄’ @　蛾
　誘引物彊’＼～
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ヲミ　　　　蚕
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簿　墾　火　蛾
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樗　　　　i醗
大二欝水　　　’蒜f

　酬1　　’‘照，1
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帯
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・11ト

・IH・
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柵

1｝卜

→卜

・i干

欠

柞聲
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・i［i・
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－1卜

庶
？

樟蚕饗叢
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・lll

昔

　ト　

薄

4ト

1｝・
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鴬一
？

」竈麻i鮫・

・Ili

Hl

樗強

琳

Hl

PaP¢f¢b・t－t｝・・

mttt：‘璃raI箕

のRf催

寮　訓一、．，廓

0．84

0瀞玉

⑪．93

0。91s

o．93

〔L裏）3

0．88

0．88

0勃o

織臨
体数

11劉28

n澗27

雛糊31

既蹴49

1t糊謙
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nmen　i4

　而して，各群に属する誘引物質は，その群に属する絹糸虫に曲」灘1鞭嚇して㌧噸が，

他の群属にする絹糸虫に対しては共遡性を有していないことが明らか繋あゐ。即’鮎第

1群に属する誘引物質は，第2群及び第3群に属する絹糸虫の雄蛾慮鵜引す為ノブ蜘御し

ないし，eg　2群及び錦3群に属する誘引物質も，それぞれ他の群に属す嚇響1糸虫の雄蛾

を誘引するカを有しない。

これ等の事実から，誘引物闘こは種1舞勺糊雌脚幣するもの▼磁，ると攣批られ乱

　尚，天，柞蚕に対する誘引物質の共通性の見地から，禅蚤及び薄拳火蛾が天，柞叢に

近縁であることを提囑する。

　また，これ等絹糸虫の誘引物質の共通性による類縁関係については，1）aper　chrOn俄一

tograumのRf値が同じ群に属するものは，同一・・一・のRf値を示すことからも証明禺搬るas

　次に，誘引物質が共通性を有するものは互いに交塵，産卵が餅揺であろ5との鰻初の

踊え方に対して，天蚕蛾と樟蚕蛾の交隅産卵を行わしめて，この聴えカの鰍しいことを

証明した。

　大水脊蛾に関しては，その材料が少かつた為めに決驚患来なかつた。

　8．誘引物質中の蛍光物質の色と類縁関係

　著者は，誘引物質中に特有な蛍光物質の存盗することを発兄し，この蛍光物駁の蝕が

誘引物質の共通性による類縁関係と全く一致することを認めた。その結撮は，第64表に

示す通りである。

　第64表によれば明らかなように，誘引物質中の蛍光物質の色は絹糸虫の麟す為群1こよ

って明らかな差が認められる。このことから，この蛍光物質は誘引物質の櫨髄性と類縁

関係との関係に対して極めて重要な役割を演じているものであろうと誘兇為。このこと

に関しては後に記述するから，本章に於ては省略する。
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第64衰　誘引物質中の蛍光物質の蝕と類縁関係

棚膿の畑脈よ・鰍関副獅㈱二の酬“iti　　　　考

第1群（t－a・ミ蚕，譲養）

繁・蝋熱奔欝火露）

第3淋　（樗養，箆麻寮）

1・パ螺
紫

育

螢光物盟の色は誘引物，II〔の府機溶媒
（・1…一　tr・2V，石油・・一テノレ，鵠タノ・一・

ル，アセトソ綿）抽娼液の泳す螢光甑
である。

、　　「㎜，家獄その他数種絹糸虫の誘引物質に関する研究

　著者は，瞭蚕その他8種絹糸虫の誘引腺を工陣テル抽出して楓めて弓垂1く雄蛾を1誘引す

るカを有する黄色の結品物を得た。而して，これ等の誘引物質をPap馴chr（）11tlk’xto－一一

露raphyによつて分離する研究を鵜め，　Butanol　a瓢moniaの1容媒によつて，その分離

に成功した。

　更に，この誘引物質について，その融燃，水素イオン濃度，光及び温度処理等に対す

る安定度，酸化等に関する爽験を行い多くの新しい知見を得た。

　また，誘引物質中には，緬引物質に特有な蛍光物質と黄色の色素が存在することを発

見し，その性状について研究を進め，その蛍光物質をAllZ｛グi’nochrO”ie，黄魯の蝕禦を

Alluretineと命嶺し，これが誘引物鷺の共通騰並び1こ誘引力に轡接な関係を有すること

等について明らかにした。

　誘引物質の分光化学的研究を行い，何れの誘引物質も，その誘引物質が雄蛾な誘引す

るカを有する場禽に於ては，波長440mμに明瞭な吸牧極大を示す物質であることを明

らカヰこした。

　本章に於ては，これ等の研究結果について逐次記述する。

1．誘引物質の溶媒に対する溶解性

　誘引物質の溶媒に対する溶解性を明らかにすることは，誘引物質の研究上，極めて叢

要な事である。既に，Buten乏mdt（194Dは，豪蚕雌蛾の誘引腺をベンゼン抽出して雄

蛾を誘引する物質を得ている。

　著者は，尿蚕及び箆麻雌蛾誘引物質の溶媒に対する溶解性に関する研究を行い，誘引

物質が阪めて良く有機溶媒に溶解することを明かにした。

　これ等の結果について述べる。

　嶽蚕雌蛾の誘引腺5個宛を各種の有機溶媒で48時間抽出し，その後溶媒を揮発させ，

それを水で稀釈して雄蛾の反応を調べた。

　その結果は，第65表に示す通りである。

　次に，誘引腺を有機溶媒で24時聞抽出後に，’その誘引腺を腰砕して再び抽幽し雄蛾の

反応率を調べた。その結果は箆66衷に示す通りである。
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銘65表誘引物質の有機溶媒1こ対する藩解性

＼＼_　　稀釈（cc）
　　　＼・＿．．一

　溶　　媒　　　　’1＼、、

二n　　タ　　ノ　　Pt　　～レ

x　　　rv　　テ　　　ノレ

クrtロフオノレム

石油ベンゼン

ユ，000

　％
99．0

100

99．3

73．4

3，000

　％
77．5

99．3

67、5

28．5

50。0『 f。。1［1。．。ll

’　　　1
　％　　　％
57、5　　　　50．0

95．0　　　　95。0

56，7　　　　43．4

19，2　　5．O

門’

22．5

90，0

38．3

　5．o

備　　　　　　考

．覆中の数麹よ緬、蛾a）

単」翔幻’献趣なン訟すn

第66蓑　有機溶媒で24蒔聞抽出後の勝引腺を，写11：び水で抽出し額繍｝脅

　　　　の誘引物質｝こ対する雄蛾の平均反応率

薦融嚢蕪遡璽一

蒸　　　　溜　　　　水
：＝　　　タ　　　ノ　　　・一　　　ノレ

深1　油　　ベ　　ン　　ゼ　　ン

；「・　　　　　Pt　　　　　ア　　　　　　ノレ

500 1、OOG

53，3％　20％

ユ3．3　　　0

25．3　　　4

0　　　　0

備　　　　　　　　　　噸

蜘i薯の数学は511il’歯｛鹸の薫ド蜘綴鷹鄭梅

　第65褒及び第66袈によれば明らかなように，搬寮の誘引物質は麿轡縫藩媒に臓く摺解し・

水には藩解し難い傾向を示すことが1認められる。

　尚，有機溶媒の中でも特に工卿テルには菰めて良く溶解することが明もか耀あるの

　次に，箆麻蚕i蛾の誘引物質について，獣寮蛾と同様の爽験を背つた結果，箆麻鞭蛾の

誘引物質も有機溶媒，殊に量エーテル，アセトン綿にょく溶解する篇とが明繕かであ為穏

　この結果は，第67衷に添す通りである。

第67表　箆麻蚕蛾誘引物質の有機溶媒に対する灘解悔

＼＼＼、　稀釈（cc）
　　　　ヘロリ
溶　媒　、＼・＿、

キ　シ　　ロ　P　ノレ

エ　　が　　ノ　　・一・　ル

講　　　re　　テ　　　ル

ベ　　　ン　　ゼ　　　ン

ア　　セ　　1・　　ン

クロロフオルム

100　　500

60％　　40％

30　　　10

70　　　60

20　　　20

90　　　70

40　　　30

1，000

30％

0

50

10

60

20

5，000

10％

0

40

10

50

コ0

10。OOO

0％

0

20

0

30

10

襯　　　　　　蓉

鯖66襲の傭響を馨欝照”

以上のような実験によつて，誘引物質をエPt　f　7レ抽出することにし，そ沸抽幽を，　X．

テールだけと誘引腺をソックスレーでエーテル抽出して誘引物質を得た。

　その他　メタノール，石油工一テル等にも極めて良く溶解することは明場かであるo

翻吻質の抽出は，謝1腺を切1）取つてO・1°／・のアンーe＝一ア水で蛾羅等を斑く灘箒し，

エタノFルで水分を除表しエt…テル中で自然に抽禺する方法と，ソックスレーでエー撃

ルを用いて3～4時間抽繊する方法とによつて行い，それを誘引物質の｛張状に闘する研
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究に使用した。

　誘引物質は溶媒の如鰍こ拘らず，その抽出液は透明な黄色を贔しており，誘引腺の抽

繊液の溶媒を揮発させると，その後に黄魯を呈した結品状の物質が褥建）れる。

　この抽出液は勿論，黄色の結晶状物質も駆めて微爆で共に強く雄蛾を誘引する力を有

している。

2，Paper　chromatography｝こよる誘引物質の分離

　　燦蚕その他8種絹糸虫の誘引ll勿質をPaper　chromatographyによつて分離する研蜘

　を行つた。

　　誘i引物質は，一般に用いられているPhenol，13uta距01　acetic，　Lutidine及び80％

　Acetonその他の溶媒では分離しなかつたが，　Butanol　ammonia（3：1）を用いるこ

　とによつてそれを分離することが出來たΩ

　　尚，その分離部の決定に当つては，Allurinoch7’07neを見ること並び｝こ1誘引物質に：臨

　基憲性色素を加えてPaper　chromat（．）graPhyの方法粒行い，色累の分離部に，よつて紫外

‘線下でAIZZtriochroi7Zeを見ることによらないで分離部な決定づ「る方法等を見出したo

　　　（1）展開剤と誘引物質の分離

　　一般に用いられている有機及び無機の溶媒を用いて誘引物質を分肉1髭する研究准行つた

　が，誘引物質は上昇し切るか域は原点で止つて分離しなかつた。

　　種々研究を進めた結果，Butano1にAmmoniaをカllえて，アンモニア，アルカリ性

　としたHutanol　Ammonia（3：Dを作つて展開しおら，誘引物斑は極めて良く分寓【億

　し，その分離部は極めて強く雄蛾を誘引した。

　　また，その分離部をアセトン，エタノ・・ノレ，石油＝一　ptテル等で再抽嵐した抽繊液も強

　く雄蛾を誘引することが明らかで，誘引物質の分離を確謂した。その結果は錦68衷に示

　す遇りである。

第68表　隈開剤と蕎引物質のクロマトグラムのRf値
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　一・は上昇し切つて分｝結lii部の認められなかつたことを，0，0は原点で上昇しなか

つたことを示す。以下各爽とも同様である。
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　次に，Butanol　am！mniaの展開剤に於てButano正に対するAmmnniuの割・合と講

引物質のク。マげラムのRE慨の降縣撚磁の謝1物！農についで蹴け・・，

　その結果は，錦69袈に示す通りである。

第69表｝こよれば鵬かなように，　粥6臓Bl撫・1とA・1m…撫・1鵬
B・し…le・加えるdn・M。・i・¢）害［恰　　　と　鞭謝1磁戯のRf欄

が多くなる程，即ち，Etano1の塩鶴　　一・一
度が強くなる程，クロマトグラムのR・fi　ButanO1：An｝m（｝川a

値は低くなり，誘引物質のRf値はBu－・　一　一tt－ttt…・・一・t－

・a・・1…・漁の朧度…」・つ・C・・r｛　1：1

右されるものであることが明らかであ　　　　i・：3

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……虚闊胴…ttt『…→『’闇『闇…°…

・ll轍・lt・，脚・｝㈱の燃

の1～f値　　　　i　　　　“

　　O。Sl／［　　　　　　辮

　　o．65　　　　　　珊

　　o，蕪5　　　　　　　・Ul

　また，嶽蚕誘引物質をカヲムクロマトグラフ（吸癬剤，アルミナ）徽背い・それ慮ビ欝

セトンで再抽出しPaper　chromato鍵ap1｝yを行つたChromatく塘撒n、のR耀楠◎・84り礁

その分離部は強く雄蛾を誘引づ喝力喩有する。このaとはバ捌1物欝が｛：隅躁脚｛諏

り出されている証拠であると鷺えられる。

　　②　誘引物質に色素を加えた腸含のクロマトグラムのRf値とその分薦E都に朗す

　　　　る雄蛾の反応

　紫外線下でAIZUプinochromeの蛍光を見ることによつて灘引物質の分懸縮照勘決窺す

る方法によらず，その分離部をPap3r上に於て薩接1：，llillる方法として，講釧物蜘鑑撫

鎧性の魯素（Bismark　br◎wn，　Genti乏m　violett　Mo↑hyl　viol就，　NUt加嬉，　Fuc・b．gin

Sudan皿等）と酸性の色素（Anilin　re　：1，　Congo　red，　Fuchsi黛S，　Eosin簿）寮掘め

て微鐙加えてPaper　chrom就ograpllyを行つた場合に於て，色紫のジ》離部占；1騨1物畷

の分離部と一致するか或は色索と誘引物質とが別々に分離するか等について明齢かにす

る日的のもとに実験を行つた。

　その結果は，第70褻及び第7陵に示す通りである。

　錦70表及び第71表によれば明らかなように，誘引物質に塩魏性蝕爽奮加え索二鵬脅に於

ては，色素の分離部と誘引物質の分離部とが完全に一致し，魯講の分離綿が擬めて強く

雄蛾を誘引する力を有する。

　また，誘引物質に色素を加えた場合に於けるクロマトグラムのRf催は誘引物質だけの

それより一般に低くなること及び誘引物質に加える色素の繍類によつて，そのRf僅は轟

ることが明らかである。

　また，塩基性色素を誘引物質に加えた場合に誘引物質のRf値と色繁のそれとが鍛く一

致し，色素の分離部が雄蛾を誘引するのは，誘引物質の抽出液が酸甑を難することと描

接な関係を有するものではないかと蒋えられる。

　次に，誘引物質に酸性の魯素を加えた場合に於ては，色繁の分離部は2～3に分離す

る傾向を示し，色素の分離部は雄蛾を誘引しない。

　また，Paper上の何れの部分にも雄蛾を誘引する分離部は存敦三しなかつた。

　更に，誘引物質に塩藁性色素を加えた場合に，誘引物質中の蛍光物質は魯講の発離部



No，7　　　　　　　膿蚕その他数種絹糸虫の誘引腺に関する荷究　　　　　　　　　　49’

第70表　誘引物質に色素を加えた場合の魯素のRf値と雄餓の反鵬

＼卜瀞鞍嘩哩
K　　　　　　コ　’・xー

＼遡鍮蕩反蒸

誘引物質’一・　　．、＿

窯　　　　　　　餐

桑　　　　　　號

茨　　　　　　　蚕

柞　　　　　　　孤

樟　　　　　　蚕
薄　　訴　　火　　餓

樗　　　　　　蚕

箆　　　麻　　　蚕

大　　　水　　　脊

塩黎i生色素を加えた場合

Bismark　brOwn

豊撫1獲蛾怨

0．74

0．74

0。90

0。90

0，89

0．90

0．84

0．84

0，87

lll・

・田・

・ll1

イ1ト

・H卜

柵

・”1・

・野卜

Gentian　violet

欝紫寮1獲蛾慮

0，65

0，66

0．86

0。86

0，87

0．70

0，71

・肝

・IIト

・lil・

・lll・

・Hi・

・1｝1・

・Ill

酸憐色素を加えた
場　　　　　　合

Anilin　red

騨綻1轡怨
｛lill

O，20　

O．29

0．90

0．35｛

0．85

0．32｛

0，85

1：18

8：器

鵬艶勲加裾

Nutral　red

欝構譲【轡怨

0．30

0．29

0，68

0．68

0．72

0，72

十

十

十

十

備蓼（！）B三smark　brown，　Gentian　violetだけのRf値は0、95，　Nutral　recl

　　　　だけのRf櫨は0．78，　An1lin　redだけ㊧Rf儒の場禽には0，32，0．94の2

　　　　っに分れる。

　　（2）Nutral　redは微アルカリ性であるゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J
　第7俵　載蚕雌蛾の誘引物質に塩基性及び醒性色素｝を加えた場合の色

　　　　　素のRf値と分離部に対する雄蛾の反応

翻ド響纂駅一

　・1 磨E

性

酸

性

中
1臨

B量s即ark　br。wn

Nilblue

Gentian　violet

M自thyl　violet

Fuchsin

Sudan　H

Anilin　red

Eosin

Congo　re（1

FUclisin　S

Nutral　red

色累だけ
鮮鴛腱蛾怨

O、95

0。88

0．98

0．98

0，80

0。98

｛
0．95
0．30、

0．28

0．02

0，98

0．78

噌

1號惣警馨ミ審

t餅蹴蛾怨

0．74

0．80

0．65

，0．90

0．40

0．62

1§ill

｛8：ll

｛8：ll

｛ 0．06

0．75

O，68

冊

帯

惜

弓1卜

11ト

十

色　　の　　構　　燃

tl，曲艦
くラ　　　　　

”胃鎌 揶�Ao・淑，、

　　　　　　　（獅麦
（鋤HN〈〉。各、㈹、d

（H，c脳｝c8。N¢酬cf

臨｝・雛・

（〉・・N｛〉悼Nも

剛く）・蓼靴α撒。

H略毯唐

（囎
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に粧しているが，灘の齢を力晩た鵬には酬物剛1噸光鰍撫勘鯛梛
とが分離し，その分離部は何れも雄蛾を誘引しないu

こ樺のことから誘引瀕中の蛍光物蹴謝1膿酬賊剛1力囑」1脚伽螂子

接な関係を有するものであろうと増えられる。

　　③　誘引物質の誘引力を消失させた場含の分離

誘引物質に対して温度処理（70。Cで120分，80°Cで90分，90°Cで60分，100‘℃喩30薄、，

颪射日光を照射2時間，酸紫による酸化5時閣，光分鰐3田醐，カ1櫨分解郷徽費靴凄

によつて，誘引物質は雄蛾を誘引・寡鞠る力を消央するQ

これ等の燗1を行つた謝吻質がll’tzpax”　chr・m伽郎‘・pl馴駄つて分離するか渤・

に関する実験を行った。

　その結果は，第72裏に示す通りである。

　　　　　　　　第72蓑　誘引物質¢）誘引力を消失させた場脅の分離

、＼_、　　　処　理

誘引物質　　1＼、、

窯　　　　　　　蚕

築　　　　　　　寮

天　　　　　　寮

柞　　　　　　蚕

樟　　　　　　蚕

簿　手　火　蛾
樗　　　　　　寮
箆　　　麻　　　ffff

大　　　水　　　冑

薩射日光を照射
3　　特　　　闇

分離腰蝿惚

光分解311欄凝，糖灘堕

　　　　　　蹴墜腱職分副鍵駁

鹸獅どよ為艘化
昏　　　購　　　間

義磯隈璽

　第72表によれば明らかなように，誘引物質が誘引力を消央した堀含に籏てはChrorna－－

togramの何れの部分にも誘引物質の分離部は灘められず，また，　Paper上の何れの部

分も雄1蛾を誘引しない。

　　（4）箆麻蚤雌蛾を明及び階においた場合の誘引物質の分離

　箆麻蚕の雌蛾を明（200Lux）に3時閥以上おき，誘引腺からエーテル抽撮した抽鳩液

第73衷　箆麻蚕雌蛾を明及び晒におい　　は雄蛾を誘引しないが，雌蛾を畷に3時闘以

　　　　た場合の謝1物質の分離と雄　上おいた場舎のそれは強く雄蛾を謝けるこ

　　　　蛾の駐　　 ＿＿　構のことに関して繭1に述べた、
謝1物馴Ch懸1°賢ml繊の反応　本卿・於ては，箆縣の磁翻⑫001却・）

明状態　　　　一　　　　　一　　　　及び暗に4時間おいた後に誘弓1腺から誘引物

暗状態　　0・88　　　　惜　　　質を抽出して1’aper　chr◎matogral）hyに

より，その分離と雄蛾の誘引力を調べた。その結果を，第73袈に派す。

　　（5）Paper　chτomato郎aphyにより分離した誘引物質の吸牧曲線

　Pap　3r　chromtitog，　raPliy　及びカラムクロマトグラフ　（吸牌剤とレてアノレミナを使
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用した。）を行い，その分離部を：再抽出して誘引物質をBeckmanのSpectrQPhtometeτ

によつて吸牧曲線を調べた。

　その結果は，es　1図に示す通りである。

　この吸牧曲線によれば明らかなように，波長440皿μに明瞭な吸牧極大カミ認められる。

　箆麻蚕の雌蛾を明においた場合及び誘引物質の雄蛾誘引力を消失させた場合に於ては

この吸牧極大は認められないことと併せ考えて，この波長440mμに認められる吸牧楓

大は誘引物質の吸牧極大であることが明らかであるo即ち，誘引物質は，波蝿440欺’・に

吸牧極大を示す物質であると考えられるo

　次に，カラムクロマトグラムに於ける吸齎位澱について見れば，吸齎剤がアルミナの

場合に吸着柱（吸着柱の筒さ15cm，管経0．8mm）の1，7～2．4cm，炭酸カルシウムの場

合には2～3．8cmの比較的上部に大部分が吸着される。

　このことから誘引物質は相当に分子燈の大なる物質であろうと霧えられる。

t”’a’％

@　　　　　　　　　鋤図灘及び瀟棚1瀕をぺ．、・
聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一クロマトグラフイ及びクr’r　“7

0．08　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・グヴフイによつての離した分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隙都を再鏑繊した儒引物質の吸

o．07『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収曲線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲミ蚤の｛誘引物質なアノレミナな
o・OETJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吸摺剤としてクロ彊トグラフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を行い，その分離部をア・lt．ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンで再紬出した場合の「理収曲
o・°5 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線

a… @　　　　　　　　　　……騨粥蠣雰繍‘㌫賀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンで樹抽出した場禽の眠収曲
。．03・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線
　　㍉も

　　　、㍉へ
α（tZ　　　　亀噂、、．贈

　　　　　　　　　、一一一t－一一一d－・‘■一・一一・・，一一，

o．Ol　　　　　　　　　　　　　　　響’剛障鴨・…聴・・．蘭

　　　　　　　　　　　旧」一哺一340　　謝　　　3ao　　400　　・120　　“0　　4r）0　　480　　500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嗣’t

3．窯蚕誘引物質の融点

　豪蚕雌蛾の誘引腺をソックス・tz・r’で繰返しエPtテル抽出して得た誘引物質及びその誘

引物質をアルミナでカラムクロマトグラフを行い，その分離部をエ・・テルで再抽出した

誘引物質を毛細管（管経1～1．1㎜）を用いて融点を測定した。

　その結果によれば，誘引物質の溶け始めた温度は67～68°Cでt完全に融解した溢度は

71°Cであつた。更に，融解し始めたものが，温度が下降するに従つて凝閲し始める温

度は，70．5～71°Cで67°Cに於ては結贔は進行しない。

　これらの結果から，象蚕誘引物質の融点は，この方法の範闘に於ては，67・－71ecの

範囲と認められ融点は比較的低い物質であると考えるo
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4．誘引物質の水素イオン濃度

獺その藤融の翻願の一テ・レ撚液酬いて・比齢・・ぬその蝉イ

オン澱度を測定した結果は，鵤74表に示す通りである。

　　　　　　　　　　　第74表謝1物質の水素材ン1麟

＼翠薬
」塑魎動論
簸　　　　寮

薬　　　　搬

ヲミ　　　寮

柞　　　　i霞

樗　　　餐

飽　麻　搬
＃一　一　テ　ノレ

蒸　溜　水

B．P，B．

3．7rv3，8

4A

4．4

4．4♂》4．6

B，C。G．

4。0以下

4，2μ44

　4．2

4，8

P．R，

6．Oj怯9ド

6，6S：J、’ド

6．6以下

6．6工瓢ド

6、6鳳下

6．e・V8，2

C、R．R，

5，6・・v5，7

6．7N6．8

　備　　　　　’琢

漿麻熟蝿瀦｛水鴫1抽繊

し，燕翻水獅嫡照とし

て翻凱したa

この実験から，正確なことはいえないが，少くとも捌隔蜘轍性靴駄鋤為ものでは

ないかと鶉えられるo
尚誘引瀕が灘を皇すると湾えられることは・次に述べ雛ヴ1轍の融脚ル

カリへの移行実験からも推定禺来る。

　これ等の結果は，第75袈，第76表及び第77表に殊す通りであるc

　　　　　　第75表蜜蚕誘引物質の酸及びアルカリへの糊f

　　　　　　　　　　　　　　斑　蚕　誘　引　腺
　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　．T．　r－’　テ　ル　抽　出

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　sc－rテル液　　（…t）
　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　2％塩酸液と廼2工盈旦重＿
　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　（－m）塩酸液　　　　　　　　・”PtテノレVt簑（1｝D
　　　　　　　　　　　　（塩塾性物質）　　　　　　＿臆晒翼閣水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　（縞卜）　露醤フk　　　　　二r・r一炉ノv？fi（報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（有磯酸）　　　　　　虹．　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ND　1％葡性ソ・一ダ液　　瓢一多もル（＋）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　（刺黙三物獅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2％塊酸を力11えた磯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に；1二門テルを翻え為
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　GID露蕾水　　　　　　　　謎：門グ～レ（一）
　　　　　　　　　　　　（＝・・一テル加水分解による有機酸）　（’7・・zaノー’畷鞠質）

備考　1，（十）は誘引物質が灘蛾を誘引するカを有し，（・li－），　GiDほその強さ鍮ご叢わすa

　　　　　また（一）は誘引しないことを畿わす。

　　2，以下，第77蓑及び箆78蕪とも同様である。
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第76表箆麻蚕誘引物質の酸及びアルカリへの移行

　　　　　　1　　　ヒマ1寮誘引腺
　　　　　　　　　　　　↓・＝・…テル抽出
　　　　　　　　　　工一ナル？fY（llE）
　　　　　　　　　　　　↓2％塩酸液
　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1
　　　　　（一）趨秘物質）　　工鵬繍1｝泉

　　i　　　　　　　l
（1購欝　　　ご携総。．ダ液
　　　　I　　　　　　　　　l
（惜）1％㍉1削生ソw一ダ液　　　エドテル（什），（十）

　　　　　　　　　　　　　（中性物質）　　　　　2％塩酸を加　　　　1
　　　　　えた後に＝…’”

↓テルを加える

　　　【　　　　　　　　1
（＋）重饗秘皮　　　　　　　　　　　コニFテノレ（一）

第7了表　天蚕誘引物質の酸及びアルカリへの移行

　　　　　　　　　　天蚕誘引腺
　　　　　　　　　　　　↓・路凹テル抽禺
　　　　　　　　　　工一テル液（・肝）
　　　　　　　　　　　　↓2％臨酸液

　　　　　　　（．）2％婆澱液　　詩ル液（。）
　　　　　　　　（塩韮莚i性！吻tt－£）　　　　　　　　　　　 ↓5％「重癒～襲『ガく

　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　（ll1）5ヲ6叢霞唯1『水　　　　　二二「一テノレ沼疑（十）

　　　　　　　　　　　　　　　　（有機酸）

　上諦の結果から，誘引物質は塩基性を呈する物質ではなく，酸性を墨する物質であろ

うと考えられる。このことは，Butεmol　am瓢oエユiaが容媒で誘引物質が良く分離するこ

とからも証明出来るe

　5．誘引物質の光に対する安定度

　本項に於ては，誘引物質の直射日光，紫外線，光分解穿に対する安定度と誘引力につ

いて実験した絃果を詑述する。

　　（1）直射日光を照射した場含の誘引力

　誘引腺のエ・・一テル抽出液の工門テルを揮発させて得た誘引物質に，直射日光を照射し

て照射時間と雄蛾の誘引力との関係について輿験した結果は，第了8表及び第79衷に然す

通りである。

　第78表によれば明らかなように，絹糸虫の種類によつて多少の差があるように鷲えら

れるが，誘引物質に直射日光を照射すると1時間頃から誘引物質中の特有な黄色の色素

が溶け始め，2時間位後に於ては，黄色の色素は溶解して無色となる。

　この黄色の色素が溶解し始めるに従つて誘引物質の雄蛾誘引力は著しく減退して，遂

に雄蛾を誘引するカを消失する。然し，誘引物質中の特有な蛍光物質は消失しない。

　これ等の事実から，誘引物質中の黄色の色素は誘引物質の雄蛾誘引力の発現に極めて

重要な役割を演ずるものと考えられるQ
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斯8表誘引物質に劇鋼う腰照射した場含の雄Ggkの反応

講灘饗劃照副1・・岬・・

寂　　　　i醍　　　惜

藥　　　蚕　　　帯
天　　　　　蚕　　　　　・階

柞　　　　蚕　　　柵

樟　　　i叢　　　惜

薄乎火蛾　　　　・iil

樗　　　　蚕　　　　帯

箆　麻　蚕　　　冊

一ト

十

十

十

十

十

十

十

2時閥

lrt一

3時間 備　　　　　姪

ω　1識引物k’s：（：i．lr｛：剛・1｛

　劇し汰銅
1£）照射1時問1舞，kり

　菰鶏ヴ）i乱燦が欝解

　　し始め籍｝

　また，誘引物質に直射日光を照射した場合に溺引物質の澱け為灘度綜一醐4日光癒照

射中，27～28°Cであつたから，後で述べる誘引物質の1品鷹に対すゐ蜜慰臓菰併せ湧政．

直射日光を照射した暗の温度の影響でないことは明らかであると誘丸齢れ為“

第79表　叡蚕誘引物質を石油工Ptテルに溶解した藩液に・

　　　　直射日光を照射した場合の雄蛾の恭ζ応

噛＼｛轡鞭照射副塒剛・・輔13r欄い…叫・騨
雄蛾の反応 ＼ 哨卜　1　柵　1　珊　「－1卜，・1・1“，：1：｛　一

　第79表によれぱ明らかなように，誘引物質抽繊液の溶媒を揮発させた誘引物鷺だ豪蝿｝

場合よりも，それを石油工一テル等の溶媒に溶解させて，薩射隣光を照附した繍奮鱒方

が慮射日光に対して安定である。

　　②　真窒状態中で直射日光を照射した場合の誘引力

　誘引物質に直射日光を照射した場合に於て2～3晴閥の比較的顯時闇1競霧引物質が雄

蛾誘引力を消失するのは，直射日光闘体のエネルギーの影響によると鼓に鎌気串の酸獺

による酸化も関係しているのではないかと誘克られたので，この嵐に醐して1り怖かにす

る国的のもとに次の実験を行つた。

　即ち，　ツンベ7v管に誘引物質工一テノレ袖出液を2cc入れ輿窒ポンプで瓢糊勢ルを燕発

させ更に真空ポンプで吸引して酸素を窒素と交換する（此の際，ツンベル蟹内の駈力は

約5mmで約1気圧の窒素が入る）。

　この状態に誘引物質を保つて直射日光を照射し照射勝聞と誘引物質の、誘引力とな調へ

た。

　その結果を，第80表に示す。

　第80表によれば明らかなように，酸素による酸化の影饗を出来ゐ限り糠外し，爽鎌状

態中に誘引物質を保つて直射日光を照射した腸含に於ては，爽空状態ゆでは陶然状澱で

当然・雄蛾を誘引するカを消失する2時間後に於ては勿論，3時間後に於ても誘引物質

は雄蛾を誘引するカを有している。

また・謝1物質中の艶の色素が溶脆腿色を始めるまでの囎脇擬くなる傾向が明ら
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第80表　真空状態中で直均寸潤光を照射した場合の雄蛾の反応

嘱評遡二姻姻蔽綱版1・鰍蛾轍い獺
2　　時　　　闇

3　時　　閥

・i卜

十

・1ト

十

・E一

十

朴

十

朴

十

荘　　　　十　　　　十

十　　　　　一一　　　　脚

かである。

このことから，謝吻質に酬附6翻1謝した場創こ，それカミ雄蛾の翻1力を消央す

ることに紺して，直射日光自体の影響と共に大気中の酸素による鹸化も大なる影響を及

ぼすものであると増えられる。

　このことは，後で述ぺる酸素による酸化の実験によつて証明出来る。

　　（3）紫外線を照射した場合の誘引力

　寂蚕，天蚕，柞蚕，箆麻蚕等の誘引物質に対して石英太陽燈によつて紫外線を照射し

一定時間毎に誘引物質の雄蛾誘引力について災験した結果は，第8懐に示す通りである。

第8俵によれば明らかなように，イ可れの，謝1物質も，紫外線を6降欄照射しても尚

誘引物質は強く雄蛾を誘引するカを有する。

　この実験から，誘引物質は紫外線に対して比較的安難であることが明らかになつたo

第81褒　誘引物質に紫外線を照射した場合の雄蛾の反応

＼　　　誘引物質

照射沁
　　30（分）

　　60

　120
　180
　240
　300
馬　360

簸養天養柞賞1箆咽備　考
・｝11・　　　　　　・｝i卜　　　　　　・lll・

惜　　　　　　帯　　　　　　廿ト

州・　　　　　そ皆　　　　　　柵

惜　　　　　　冊　　　　　　惜

liト　　　　　　柵　　　　　　帯

柵　　　　　　　帯　　　　　　　卦

惜　　　　　　斗卜　　　　　什

柵　　　湧引物質と太陽燈との

帯　　　距離は12c叉nである。

帯

鰯・

・｝什

卦

一｝ト

　　㈲　光分解した場合の誘引力

　誘引物質の光分解に対する安定度について明らかにする閣的のもとに，誘引物質を光

分解しその時間と誘引物質の誘引力との関係について実験を行つた。その結果は，錦82

表に示した通りである。

　第82表によれば明らかなように，誘引物質は2時聞以上の光分解により雄蛾を誘引す

る力を消失することが明らかである。

　尚，この光分解に於ける温度は21～22°Cであつたから，温度の影響によつて誘馴物

質が誘引力を消失したのでないことは明らかである。
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第82蓑誘引物質の光分解と雄蛾の反1，il

＼轡塀の“欄
　　はロ
誘引物質＼
簸　　　　蚕

天　　　　蚕

柞　　　　i醍

樟　　　蚕

薄手火蛾
樗　　　　養

箆　麻　餐

燗圃一一es・　1’M

→iト「

・Hレ

帯

柵

・肝

・蹴・

・瀞

十　　　　　　　”・一

十　　　　　　　十

十　　　　　　土

十　　　　　　　一

十　　　　　　　一

十　　　　　　　一

→・　　　　　　一

3　時　lll】

　．1　．　　一
　輔　　　　　藩

ω　IOOW2個v（3、繍引

　物1織との融嶺1，15c翼u

　　よウ党分解し尭船

似光分解時｝凱講引物

　慨の憾けノ濡灘鵬柔

　　21酬鍛9（ン謹あ櫛9

6・誘引物質の酸化と誘引力

　誘引物質が颪射日光照射によつてその誘引力を消火す為のは薩射既光llll体の騨響縞よ

ると共に，窒気中の酸素｝こよる酸化も瞥接な関係を將するものであ為と増丸鞍，れ為ゆ・1：

のことに関しては，輿空状態中に誘引物質を保つて繊射「田光な照珊した轡験の処で，前

に，その一部を’説明した。

　次に，誘引物質が酸素によつて酸化されるだけでその携引力な消火す為も㊨鷲～齢ゐか

否か，即ち，誘引物質は酸化され易い物質であるか否かを明もかにすゐ1三！的の臨とに，

この実験を行つたo

　その方法としては，ツンベル管に誘引物質を入れ，酸素を納1気£1三にして聾幡桝に繰

つて3時間及び5時間後に誘引物質の誘引力を調べた。

　その結果は，銘83蓑に示す通りである。

第83表誘引物質の酸素による酸化と雄蛾の毒ζ応

鯖曲遡磐」矧姻天寮／柞播1縣藩燃
酸　　化　　前
酉変　でヒ　　3　艮尋　日周

同　 5「辱寺r』『」

帯 帯　　1　惜

一　　　　朴

一・

・liF

・1卜

十

鱒　叢

辮　1柵　　耕
＋　11・1・　　＋

＋i＋　　＿

飽麻蹴

鱒｝

　この結果によれば，誘引物質は酸素による酸化によつて，次第にその講引力を織爆・塗

る。即ち，察蚕及び桑蚕は酸化3蒔間で，樗寮及び薙麻叢は酸化5瞬闘でモの誘引ソ」を

全く消失することが明らかである。然し，天蚕，柞蚕，樟蚤及び薄乎火蛾等の講田物質は

酸素による酸化5時間でも尚，そのカは弱いが誘引力を有していた。孤の9とかt：，，火

蚕，柞蚕，樟蚕及び薄手火蛾等の誘引物質は，象蚕，桑蚕，樗叢及び箆麻蚤簿の講引物

質より安定度が高いことを示しているQ

7．温度処理と誘引物質の安定度

　誘引物質の高温と低湿に対する安定度を明らかにする目的のもとに，溺引物質に対し

て温度処理を行い，一定時間毎に誘引力を調べた。
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　その結果は，第84衷に示す通りで，誘引物質は高温処理に対して不安箆で比較的短時

聞にその誘引力を消失する。而して1誘引力を消失するまでの時聞は漁度に逆比例し，

直線的に誘引力を消失する傾向が見られた。

　尚，温度処理によつて誘引物質が誘引力を消失する場合に於て，誘引物質中の黄色の

色素は外観上殆んど変化しないが，黄色の色素は石油工Fテル，エタノ伊ル，工随テノレ

プタノ［・ル，アセトン等の有機溶媒に溶解しなくなるoただ，アセトンだけ｝こは極めて

徐々に溶解するが，極めて難溶である。

第84表　蟹蚕誘引物質に対する高温処理と雄蛾の反応

　　処理1品度（C）

処ヨ禦時間（分＼

　0
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40
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柵

・li卜
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柵

惜

・III・

ll卜

昔

十

十

70°

111・

・田・

・”f

lll

・川・

・1ト

→一

忠

75°

惜

・111・

・llレ

・田・

・i｝一

十

士

8G°

・liV

・HI

Iu

・1卜

十

十

90°

帯

帯

・Ilf

・iト

十

95°

・ll卜

一1ト

・｝ト

十

10G°

all

・ll

　また，誘引物質を高温処理した場合に1暗急に誘引力が強くなり，その後，急激に誘

引力が減退することが認められた。このことは，誘引物質が揮発性物質であることを示

すことの1つであると老える。

　次に，低温処理に対する誘引物質の安定度に関して，Paper　chromatographyによ

る分敵部を水で再抽出した抽出液と，蕎引腺を水で抽出した抽出液とを冷蔵魔に入れ，

6日及び30日後に氷結せしめ，その後，再びそれを階解し，その液を用いて雄蛾の反応

を調べた結果，誘引物質は氷結しても尚，その誘酬力を消失しなかつた。このことは，

誘引物質は低温に対して安定であることを示すものである。

　戴蚕以外の誘引物質も，80°Cで90～120分で，その誘引力を消失する。

　これ等の結果は，誘引物質の吸牧曲線による吸牧極大に就いての調査によつても証明

出来たが，このことは後で述べるから，こxでは雀略する。

　8．誘引物質中の蛍光物質～1”蛎η冗加o耀

　家蚕，その他の網糸虫の誘引物質中には，誘引物質に特有な1つの蛍光色を呈する蛍

光物質の存在することを発見した。

　この蛍光物質は，エーテル，アセ1．ン，ブタノ＿ル，クロロフォルム，エタノ＿ル，

キシロール，ベンゼン及び石油工一テル等の有機溶媒で抽出しても，その蛍光物質の邑

には変化がなかつた。この蛍光物質について研究を行つた結果tこの蛍光物質は既知の
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蛍光瀕と異り謝i膿、・櫛脳光倣嫡鵜腔・嚇力，・・：1．　L，，齢1よ，紳副

物質中の蛍光物質を纐してAll・・rinoclzro）i・zeと繍し福

　これ等の実験縮果について言己述する。

　　（O　AIIUPtinochronzeの分類と類縁関係
A〃綱，，。吻。。，、の色｝」誘引物離よつて藻があ祖と繍翻ノlllaerincit．：ltr°ma’　wh

色により誘引瀕を踵に大：il」し，・れが酬物伽蜘1欄・翻翻徽・降翻

ることを明ら旅し測・，これは日誘引脳麟灘醗蹴1畿纈蔽麟轍
割を演じているものであると誘丸られるo

即ち隊鍬び鱗の酬物質・1・の肋幽・・励・・帥鱗・・パル麗徽滋レ儒
り1これを肋、蜘・cl・r・・ne　A，瓢禰ξ，椰・鰍麟「秋蛾削撫・蜘伽，脚’

色賄色雄しており，こ纏肋・伽励，郷湘壽鰍び齢勲烈瞬’励榊
，。me　a）　imは馳螺しており，これにム伽伽・ゐr・1）tl・’　c，酌靴3爆淵1撫

たQ
　また，A〃urfnochro，ne　A，13及びCは輿鮒1三1光の照身1，温臓処麗・餓化線によレ謎て

も，その蛍光物質の色に変化は見られない。

　以下，Allzcri”ochf’ome　A，B及びCが灘引物質に牌：；侮な蝋；暁物質であ為凱占に就い

て研究した結果について述べる。
P。p。・・hu”・rnat・9・・P1・y・1・C．｝：つてAll・・rin・・1脚，…M3・C励蹴調べ瀞・繍

は雛85表に泳す通りで，A〃zcri7roclzroフ7teは一一般に知られでい為蟹光物鷲が撮く分離す

る溶媒では分離せず，Butamol　anlnloniaで憾めて喪く分離す為ζ1

第85表　ノ1”urinochromeのρhτOmato鱒amのR正櫨と騰瀾鋼と

　　　　の闘係

r＼腰翻器噌器1・一と轡願漏％華藷灘1無雛聯解謙§欝

鑑謡隈 acetic
Acet－
nn
citra－
狽p

1詮よ⑪「喘瞬跳1欝一
　　　　　・㈱1器膿1”A，r几辱●鵬卿P甲噛い圏rr自団’＾吟恥怖，門柳甑脚謬伽㌍門例．，剛．研　

AlludnO－@　　　　　　　　　　　O。84chrOme　A

@　〃　　　B　　O、93

V　ClO・88

一一一 一一一 一｝｝ 0．0

O』

O．O

0．0

O．0

O．0

蕊㎜㎝万16「胴

O，0　0，0

O，Q　O．0

o．o

n．0

c鼠o阿
窒猿･

@　O．0

@　0。◎

@　Q．0

0．O

潤D0

O．0

o．o

J．o

潤Do

　尚，有賀，吉武，石川（1951）及び有賀，賓武，畏勘（1953）によれば，XanthoP－

terill　B，　Xanthopterin，　Leucopterin，　Leucopterin　B，　Rib◎flavln，　3Hydroxyla

kynurenine，　Kynurenine，　Anthrtasユilic　acid等はButan◎1　aoeCicで魎めて畏く・分

離する。

　また，　5％NaC1，　5％NHC1，　5％Na3HP◎・1，4％クエン酸ソー芦早，　そ鱒薮駐賦）舞矯機

の溶媒で前記の物質は勿論，Isoxanthopterin，　D　lctyochmme，　Anth分rachrome，

2Amino　4　pteridin　6　acetic　acid，2Amin◎4hydroxy　pteτidln　6　e，arboxylic

acid，　FAD等は極めて良く分離することが明らかにされている。
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　この研究結果と併せ誘えると，著齎のAllurinoclzroine　A，　B及びCは少くもcれ簿

の物質とは異る蛍光物質であることが明らかである。

　また，Pterinはエーテルには溶解し難い点、から考えても少くもAlluritnoclzromeは

Pterin系の蛍光物質でないことは明らかである。

　次に，誘引物質中のAZZurinoclzo’omeの陶来が，桑藁或は卵巣中に存在するものか

否かを追究する実験を行つた。その結果は，第86表に示す通りである。

第86衷　桑葉及び卵巣中の蛍光物質とAIZurinochromeの比i鮫

螢光物質＼＿～．
A〃Ui’iitoch？’Ofne　A

　　　〃　　　　　B

　　　〃　　　　　C
薬癒の＝一テル抽出物

　　　　　　　　　　・＼～農．開剤
Bu七anol　ammonia　　　　　　’一”一　＼
　　　　　　　　　　ペーパ柳クr即トグ＼

R，f傭

0．84

0．93

0．88

0．29

　　　　　、ラムのRf値と螢光

螢光 u轍一…＼

Buutanol　am1鳳on量a

Rf値
・・叫紫1 |蹴鯨ノ魍襯吊
　育　　　アントヲ＝一ノレ酸
紫　【望叡融胱を照射

コパルト紮卵搬のm・・一テル饗1｛1出物

　　　　牽

0，29

0．29

0．29

∫0、35

し0，88

螢　光

コパル！・紫

同

赤

　また，蜜蚕の白卵Wl，tv2の誘引物質中の蛍光物質について調べたところ，普鷺卵のそ

れと差がなかつた。このことから，窯蚕誘引物質中の蛍光物質はトリプトフアン系に由

来する蛍光物質ではないと聴えられる。

　　（2）蜜蚕誘引腺の色とAZZurinochrome　Aとの関係

　象蚕誘引腺の色は，白色を呈する場合と黄色及び淡黄色を暴する場愈とがあることは

前に述べたが，この誘引腺の色の変化によつてAZIuγinochrome　Aに差があるか否か

を知るために，誘引腺の色とAllzerinochrome　Aの色とを比較したが，誘引腺の色と

は全く関係がなく，何れも特有なコバルト紫の強い蛍光色を呈する。

　　（3）誘引物質の誘引力の発現とAllZtrinochrome　A，8及びC

　AIlurinochrome　A，　B及びCは誘引物質が雄蛾を誘引するカを有する場禽に於ては

Paper　chrQmatography｝こよつて明瞭な分離を承すが，誘引物質が叢蛾を誘引しない

場合（直射日光の照射，光分解，温度処理，箆麻雌蛾を明状態においた場含等）におい

ては誘引物質中に蛍光物質が存在していても，Pap｝r　chromatograp1〕yによつてAll－

tcrinochrome　A，　B及びCは分離しない。

　また，Aglztrinochrome　A，　B，　CはButanol　ammo，nia以外のButa血◎1　acetic。

Phenol等の展開剤では1’ap　er上から消失し，原点にもそれは認められなかつた。

　これ等のことは，Allurinochrome　A，　B，　Cが誘引物質の誘引力の発現に璽要な役

割を演じている証拠であり興味深いことであると喝えられる。

　次に，嶽蚕の誘引物質をIN．NaOHで加水分解（98C°，1時間）すると誘引物質は誘

引力を消失する。この場合に於てはAllze・riMochrome　Aは変化する、，

　その結果は，箆87表に示す通りである。
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第8俵脳潮引物質を加水分1聾した賜脅のAltZtri・noehr（mi・t’　Aの

　　　　Rf値と蛍光色並びに雄蛾の反応

誘引物質、’g”t・…一一一～．一．．＿

ブタかごピ　　　〃た・哨融
アン‘t：ニノ

Rfl直

IN．NaOHで加水分解
（98°C，111寺i貰】）したi誘　　0、00

弓団勿墨ζ　　　　　　　　　　　　　O．84

無処理の総引物質　コパIV
　　　　　　　　　　ト紫

愛蛾癒・・値脚R姻麗f蛾謝・・イ直　職総

　　0．25
－　（紫）

帯　　　一

　　反　1，f；、　　　庶　　’T．i・

0。50　　　　iO．91iCi　＿
（1訓i）　一　ぐ鈍）

備　　　噸

（　〉内の嬢
税還麟黒1‘メ
2，，tバノ屑・灘

は臓・・躍；偽廟ご

、幽ず戦．

　上表によれば明らかなように，誘引物質を加水分解した鋤合，1漁撫n（｝1ε嫌m寛）茎漁噺

は」鼎せず，B・tan・1　aceticで3つに分離し，蛍シ施横化し，何糊）鱒瀞轍熊

を誘引する力を有しない。

　更に，灘卵を終つた雌蛾の誘引腺から謝1物質を抽出し，雌覇蟻・躍1曜勲脚海齢7溜

A，B及びCの関係について築験した鞍果，　Allterinochpto〃ne　A，　B，　Gは誘引糠中力・ら

直ちに消朱するも． ﾌではなし・。このことは，前に述べ／翻漁卵により繕引腺中か職を翻i物

質が直ちに消失するものでないことと併せ聴え，謝吻質の謝1力糖瀦譲馬て茄幣

プinochromeが臨めて璽要な役捌を旗じている識拠であると瓢え島，れ為ゆ

　　（4，）Allt．trinochrome　A，　B及びCの酸化及び聡元剤に対する寮驚麓

　Allzerinochroineが酸化剤や避元剤に対して蜘艶な物質であ為か鰐かt誼た，　AttVt・・－

rinoclzromeが変化すれば果して雄蛾を誘引するカを消央するもの噂あ為か羅か礁ごi麹明

する同的のもとに，AIZzsrinochromec・i”L酉翌化剤や搬冗剤徹煎え，　1瞬後闇鶴AUwi－

vaoclzromeの蝕の変化と雄蛾の反応とについて調べたa

　その結果は，第88表に示す通りである。

第88表　Alluripaochrome　A，　B及びCに酸化渋び麗発剤を加止た1麟

　　　　合のAllurinoclzroin，eの色の変化と雄蛾の反応

酸fヒ及び選蚕：ラ己斎lj

過酸化水琴羅

チオ硫酸ソーグ

亜硫酸ソーダ

無水孤硫駿ソーダ

Allttrino

chromeの
マ肖づミの有漁畦

一ト

十

十

十

雄蛾の
1吏　応

十

十

レト

十

醐㈱副
水化猟耐灘1ソF・一ダ

1源白粉水溶液

過マンガン酸加黒

濃　　硫　　酸

器窓盤鴇睡囎
鷹煙三醸脛＿璽：

：1時酒拠し

栂び蟻光色
を表わす
　　・卜 十

　葡　　　　　　噸

ll拭i貰i；iξfδご1：猷，玉漁

　の一ト，を澱遵光偽が灘三駕

　し翫い鵜と，一・薯綜納

　級寸矯鉱と徹殖す働
（2）耀蛾の猷嶽牽，綜離
　蟻が｝軽引漆れる乙と
　…，砿謡引毒れない

一　　　こと舵’労ミすza

　これ等の結果によれば，Allzcrinoclzrome　A，　B及びCは，過酸化水灘，チオ磯酸ソ

ーダ，亜硫酸ソr－’　Pt，無水亜硫酸ソFダ，漂白粉等で1時踊処理しても，そ姻致光臨に

変化はなく，雄蛾の誘引力も消失しない。また，無水亜硫酸ソ陣ダの嚇合に於ては轡寺

蛍光色が消炎するが1隣聞後には再びAIIzsγi’nochro，vteは特有の蛍光色を騒し，雄蛾

の誘引力も存在する。
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　この事爽からAZIuri・nochptoine　lよ酸化剤或は猿元剤に対して比較的安建な物質であ

ると鳶えられる。然し，過マンガン酸加里及び濃磯酸等では蛍光物質が消央すると共に

雄餓の誘引力も消失する。

　　（5）A〃z〃’伽o魏γω？z2の酸及びアルカリへの移行

　AIZurinoclzroi）zeの工戸テル溶液を5％重蒋水或はIN，NaOH液とともに良く振撒す

るとAllZtrinoclzro”7．eはこれ等の液へ移行し，その液は太陽燈下で特有の蛍光を識わ

すが，エPテル溶液中のAtlUi’iフioclt7’oineの全部は，これ等の液には移行しないoこ

の場合これ等の5％璽櫻水或はIN．NaOH液は雄！【戦を誘引する。

　次に，AZIurinoeh・roineの酸への移行について，2％塊酸と良く振畿しても，　AllZt－・

，ゴη001Z70〃zeは酸に｝よ移行しない。

9．誘引物質中の黄色の色索Alluretine

　家蚕，桑蚕，天蚕，柞寮，樟蚕，薄辮火蛾，樗寮，箆麻鷺及び大水轡等の誘引物質中

には何れも黄偽の色素を含有しており，従つて誘引物質は黄蝕を騒している。而して，

この黄色の色素はAllttrinochro）フzeと共に誘引物質の雄蛾誘引力4）発珊に楓めて額：要

な役割を償じていることが明らかである。この≡翻こ関しては，誘引物質の光に対する安

定度の処に於て少し述べたが，木項では，この誘引物質中の黄色の色索に関して研究を

行つた結果，この黄色の色素が誘引物質に特有な色索であることを明らかにし，これに

AllzaPtet’ineと命名した。

　誘引腺を．T－　r一テノレ，石油工丁・テノレ，アセトン，エタノr’一　7レ，メタノーノレ，ブタノr・ノレ

クロロフオノレム，ベンゼン，キシロール等の溶媒で抽出すると，その抽幽液は黄色を難

しており，更に溶媒を揮発させると黄魯を墨した物質が得られる。

　また，この物質，はソックスレt・一でエーテル抽繊した場含も，カラムクロマ1・グフ或

はぺt・・一パ…クロマトグラフイによる分離部を再抽出した場合も同様である。

　而して，この物質は臨めて微最（抽出液を針先にとつて溶媒を揮発させ肉眼で，その

物質を確認出来ない程度）で強く雄蛾を誘引する力を有している。

　この誘引物質中の黄色の色素の由来，性状及び機能に関する実験結果に就いて次に述

べる。

　　（1）リポクロム族色素（カロチノイド色素）に関する同定

　a．　リポクロム籏色素は濃硫酸にあうと淡青藍色を暴する。

　誘引物質に濃硫酸を加えて放置し皐色反応を調べた結果は，第89i熱こ示す通りで誘引

物質中のAllUPtetineは淡青藍色は呈さず，20晴間後に於て帯赤褐色を暴した。

第89表　AllZtretineに磯硫酸を加えた場合の黒色反応

＼時間（分）601・・i・2・1・8・1…11，・6δ
暴　色　　黄　1黄像綴色1褐　1褐　1禍　レ｝1勝褐

b．　リポクロム籏色素は酸性白土を使用させると青藍色を量する。

誘引物質のエーテル及びクuロフオルム抽禺液に酸性白土を加えて放躍しても，また
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謝1物勲酸1鮪土を贈1誓llとして用い，加ム伽鱒〃り噺酌燐1碍識

色の色素｝こ｝よ変化力婿忍められないo

。．加チン，ク，，．。rブイ、レ（a，　1・），キサントフイ・嚇騨B19枷のP・鰐伽

・・m・t・9・aphyによる研究力・ら，・80％アセトン或vth；｛iii・rftl・：i・　e－一　irA・・’k淋剛垂麟撚斌り

分離しそのR燃洲辮されてし・る。即ち，闘q952）の1糖駄・㈱幡1の員燃ρ

た。

第90表　カロチン，クロPtフイノレ，キサントツイ！レの聡f鰍・k

　　　　蛍光　（liS］，　1952）

ヤ・一＿一．　．t．．　一．闘剤　　　　8G％・・しt　1・ン

　＼　　　　　｝∵｝一一・一一一一．＿一一一一　・一・・一一ttt－一一

蝦潅い・・t…惜fb・蹴鵡・ll詩

色訟随蹴亀＿＿凹！乱⊥難懲．蒸蝋、撚鰻…鱒．
Carotin　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．85

Ch正orophyl　a　　　　　　　　　　O．75

Chlorophyl　b　　　　　　　　　　　O．62

Xanthophyl　　　　　　　　　　O。52

i繭1

綴

繰

舞

o、85

⑪，7◎

0．6⑪

Ol㈹

黄

鰍

繰

欝

　従つて，著蒋も誘引物質を80％アセトン及び禰油叢陣テノレ水濾瀬のll鎧瀾細細瓢’て

Paper　chromatographyを行い，その分離部のR・tw’lj［からか慧勢ン重鮪：鮒：zブイ評レ激び

キサントフィル等の同楚を行つた。

　その結果は，第9懐に示す鷺りである。

第9俵A〃曜召物38のPaper　chmmato欝an識¢）Rf傭嘉蝋懸

《こ㌃一＿一一　　耳蔓開剤
　　　ヘトへ　　　　　S－－n－．＿．．－

　　　　＼，Rf値と螢光

＿．＿＿一．．．＿．＿　h＿＿＿＿＿＿＿　　＿。＿　．nt．．Tn．．．．＿，．t．＿¶＿榊P、．＿．、．．．e，．r．，＿＿＿　　　　　　　　　、　，　．　一

A〃uret・ine＼＼・…一一一．一＿＿．．、

寂　　　　　　　i酸

桑　　　　　　　餐

天　　　　　　　蚕

柞　　　　　　　蚕

樟　　　　　　　弼

薄　　乎　　火　　蛾

樗　　　　　　　i醍

箆　　　麻　　　蚕

大　　　水　　　青

80％ア七トン

Rf櫨　陣　　光

0．0

0．0

0．0

0．O

O．0

0，0

0；o

O．0

0・O　l

コバルト紫

　岡
　轡
　岡
　同

　紫
　　岡

帯膏紫

際ji戴践瓢卿楚ル蹴購；彌

Rf鰍　陳　　轍
0，Q

O．O

o、0

0、0

0，0

0、O

o、⑪

0．O

O．0

識卿レト紫

　閣
　轡
　隅

　岡
　紫
　閥
帯　蕾　紫

　この実験の結果，AIIZtPtetineは，これ等の展開剤では原、慰に翻つて分離しない燃

　このことから，AllU7etineが，カロチン，クロロフィルa及びb，瞳サントフィル

等と異るものであると鷺えられる。

　d，桑葉中に含有されている色素であるか否かとの誘えのもとに，簸藥の訊鮮テル抽

出物と比較したが，桑葉中の色素は緑色を塁しており，傭：射日光な照射しても緑魯の蝕

素は噺緑色となるだけであるのに反し，AllZSプetineは硫嚇iヨ光を照射す為ことによb



No．7　　　　　　　廉蚕その他数種組糸虫の誘引腺1こ関する：研號　　　　　　　　　63

消失することから，桑i粟中の色素とは鼻ることが明らかである。

　以上の実験からAlluo’et’i・neはリポク1：tム族の的素でないことがわかつた。

　　（2）アントチアン族色素の同矩

a，アントチアン族の色素は一・般に，水，稀アノレコールに剛容でエPtテノレ1こは潮糺

難く，また，蝋酸難幽容液は赤他，紫色或は脊色を帯びアノレカリに遜うと溝緑色に変化

する。

　孟llZtPtetineは，水に難溶で，エ・一テノレ，石湘工一テル，その他の膚機溶媒に・掻観）て

良く溶解する。

　また，AllZtretineに塩酸酸督i踏液を加丸ても何等，その蝕に変化は総められない。

　b．　アントチアンは，第92蓑に．泳すRf傭と吸牧楓大を示すことが，聞（1952）によつ

て明らか｝こされている。

　　　　　第92衷　アントチアンのRf値，墨色及び吸牧髄大（間，1952）

　蔚価¶耐嘉琶；唆

＼、_収極大
　　　　’9■N
アントチアン＼＼

Rf値

アン1・ナアンA　　O．09～0．11

　i司　　　　　　13　　　　0．27．》0，29

　同　　　C　　O，36

　岡　DO．49～O．51

懸騨確吸収極大　備　　贈

習

紫

5181nμ　　　 駐蔓1蕪1斉11をよButano1

5ユ2　　　　　　　acot三Co

530

522

　著者が．Paper　chromato螺aphyとCHsCooNaによる呈色反応並びに吸牧曲線を調

べた結果によれば，・All・・r・tine　e＊　B・t・n・1：a・eticの腿1…｝胴で分離しないレCH3C・・N・t

によつてもAllZf7’etineの黄色の色素は何等変化しなく，また，　All¢tretineの吸枚曲

線を見れば波侵440mμに吸牧極大が俘在することから，少くともアントチプンA，　B・

C及びDでないことは明らかである。

　　（3）　フラポン篠色素の同定

フラボン籏齢は，水に湘灘く，稀ア・レ・一・レ闘溶であり，アノレコーノレ溶漁こマ

グネシウムの小片を加え，次に膿塩酸を加えると赤色の化含物を折幽し，これは水に逢

うと直ちに分解する。

　Allzeretineを30％アルコールにとかし（極めて難溶）硫酸マグネシウムを加えて良く

振盛し濃塩酸を加えたが赤色の化合物は折出せず，試験管の底に白い沈澱を生じたのみ

である。

　また，Alluretineをアセトン及び8G％アセトンに溶かし，4％過マンガン酸カリを加

えて良くふると赤色を量す。その後に，3％過酸化水素を加えて選元するとAllUPtetine

は消失する。

　リボフラビン，フラビン等は一般に酸化されないがAllUPtetineは酸化され易いこと

がわかつたo

　Alluretio7eは髄めて溶解し難い色素である。以上の事実からAllt｛Ptetineはフラボ

ン族の色素とは異るものであると同定したo
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　　（4）オモクロム篠色素の同矩
。．All，、r，tineeこ獅俊〃ノー，vC　1％HC120＋M・t・・醐801）勧D㍑㍊AilXtra’t’i・A

tneは溶解する。

b．鰍聯鋤肋鰯ゴ刷珈える醐めて脳・贈解す為が’　“e・・締1齢鯉戴

黒せず透明であつた。これは，A〃Ztret’ine力撫水曳繊によつて磯曙翻獄域躍，矯ある

うと考えられる。このことはP・per　chmm・t騨‘ゆyにおい烈～幽渦蓬撫薗漁欺

び1　utan◎1　aceticを展開剤として用いても殆んど分離せず］yls：点尉￥備婦二かド・lll；らか

である。

　その結果は第93衷に示す通りである。

　　　　第9識ゑ〃魏’吻に塩酸〃ノ・・一ノレ，蟻勲解llした1鮪群・R燃

滞…＝一：こ二こ：二二轡脚

＼P、per　chr。瓢・t。gf灘”

　　　　、＿　　　　のRf値
AllitV’etine　　　　tt’t　・・　一、．、．

蟻酸に溶かした躍4〃nret・ine

垢紺饗メタノNノレに滞事解した
A〃μ7‘召’ゴP招

蟻　　　　　　　　酸

アソトヲ轟tr・ル酸
瞭蚤のAllμγetine（無処現）

Butanol　ammonia

Rf億

O．OO3「o

O，O

0．0

0。28

0，84

BtzttUIQI　acctic

Rf楠

0．0

O，0

0．0

欠

備　　　　　　　鍔

一，楓正’av）er勲雛繍

師α：韓めP）れ蹴い凱と

0，0轄騨意藍糊ゆ喋，i．：

r嚇し．蹴い篇菰癖ゴ漁すft

　これ簿の爽験から，Allte7’etin6はオモク1ム鍛の蝕翼と轟るもの鷲ある出講丸翫」れ

る。

　　（5）　トリプトプアン系色素の圃定

　鍮蚕の第1白卵＠1）はKynurenineが多いが，3・－Hydroxykyntiren　i：naは少い興

　また，第2白色（zv2）は3－Hydroxykynuτeni胎は多いがKynur（｝ni　neは少いこ

と並びにzo1はKynurenineの処で，　z‘，2は3・－1｛ydroxykynuren　ineの処で臨講形礁簾

応の過程が止まるので，色素を袈現しないことについては明らかに惑れてい臨

　AIZzeretineがトリプ〉プアン系色素であるか否かの証明として，鐵卵畢統（tVl　Z〈’び

tV2）蛾の誘引腺をエ…テル抽出すると正常系統の誘引腺の鵬含と問じく黄陣の色灘な

有する誘引物質が得られ，それは強く雄蛾を誘引する。

　従つて，Alluretineは1・リプトフアン系色緊ではないものと誘え縣れるo

　その他，Paper　chromatography｝こよる分離部のRf値や蛍光の徳等かt：），　RibQf魚一

vin，　Leucopterin，Leucopterin　B，　Xanthopterin，　Xamth◎pterln　R鑛の霧する黄蝕

の色素とも異るものであると考えられる。

　　（6）Alluretineの酸及びアルカリへの移行

　a．Allzgret・ineのエ・一テル溶液をIN．NaOH液とともに良くふると憲飯輝緬3糾よ

IN．NaOH液へ移行して黄色を量するが，エーテル溶液中のAllUTetineの議部はNaOH

液｝こは移行しないqこの際IN，NaOH液の衷面に黄色の小さいi：鬼が生じ∬このも4）は癒め
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て強く雄蛾を誘引する。

　また，5％璽瞥水lu　Alluretineのエーテル溶液を加えた場合も，璽麟水の方～411tt・－ny

Tetineは移行する。

　これ等の結果から，Alluret’ineはアルカリへ移行することが明らかである。

　b．Allasretineの酸への移行について突験した結果は，2％塩酸と良く振撒しても，

Alluretinaは酸には移行しない。

　　（7）Allteretifieの温度に．対する安定度

　AIZuret？7ieは高～1註（60°C　120分，80°C　60分）に梯i触さ1せると，エ・一テノレ，石湘工

Ptテル，エタノ門ル等のイ丁機溶媒に対して潜解しなくなる。然し，　All¢tγeti？・zeの黄㌫

は消失しない。この場合の誘引物質は雄1戚を誘引する力を有しないo

　その結果を，第94表に示す。

笙g4表　Alluretineを温度夕匹理した場合の有機溶媒に対する溶解憔

溶　　媒i溶解性1溶　　媒匝解｛些i・1備　　港

頴　　　ド　　　ア　　　～レ

石油　Lrrr・桝　テ　1レ

エ　　タ　　ノ　　・r　ル

メ　率　　ノ　ー　　ル

ブ　　タ　　ノ　ー　　ル

ベ　　　ン　　　ゼ　　　ン

轍酸・T・チノレ

ア　　・la　　l・　　ン
　極めて徐々
十に少しづっ
踏解すゐ

一，は溶解しない

ことを添す。

　　（8）AlltSi’etineの藏射日光及び光に対する安楚度

　誘引物質に颪射日光を照射したり或は光分解を行うと前に述べた（第8輩，第5項）

ように，1時間後からAllUi’etieieの色は次第に腿色し，2～3時聞後に於て，その黄

色が消失する。

　AIIuretineが消失した誘引物質では雄蛾を誘引する力が消失する。即ち，AllPtretine

は誘引物質の雄蛾誘引力の発現に対して極めて重要な役割をしているものと鷲えられ

る。

　上の実験から，Alluretineは薗射日光や光分解に対して不安定な色素であると鷺え

られる。

　1”O　・誘引物質の分光化学的研究

　前に述べた方法によつて抽出した誘引物質を，BeckmaPのSpectrophotometerに

よつて吸牧曲線を調べる研究を行つた。Bec1unanのSpeCtrophotometerは東京大学

農学部の装置を用いた。

　この研究の結果，誘引物質が雄蛾を誘引するカを有する場合に於ては，波長440mμに

明瞭な吸牧極大が誌められ，誘引物質が雄蛾を誘引するカを消失した場合に於ては，こ

の吸牧極大は認められないことを発見した。即ち，誘引物質は波長440mμに吸牧極大

を有する物質であることを明らかにした。

　以下，この実験結果について記述するg
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要稀膿饗鱗1膠懸鰭攣砂ワ　鑛
収曲線を調べた。

　その結果は，第2図に示す通りである。

茸2図　耳粕い’簡脅レ鳶てsN・t：　1‘　：・’ド懲ワ

　　　，頓ノレ，：r㌦～sxノ・・ル’，　t“，Sl沸ノきレ例

　　　1り乏収曲糠

鰍酬願嗣馴。欄曹　　ヅ　　μ　　ノ　　陣　　」レ

・・醐螺艸即繭，齢 @　　顕ビ　　承　　ノ　　側　　～賢

　　　　　．メ　汐　　ノ　　剛　　ノレ

榊縛欄嚇蝋・
@］帯’if由”冨團桝　7排9レ

脚・聞閣齢顯 @　　プ　　触　　　1・　　ン

第2図によれ醐らかなよう1・・Vflpa・・340m・・tから600㎜・の闘1畿て灘馴゜mノ“徽

吸憾大が認められず，石油X・・一テ2吸びア廿・は鰻550卿に・ヅ”桝・レ厳

長550－560皿。｝・，〃ノー・・｝轍畏380～390皿・・に・1噛・囎鰍が擁煽糾

タノドルには吸牧極大が認められない。

　　（1）誘引物質が誘引力を有する場舎の吸牧曲線

前述のようにして抽鋤た謝頒及びぺptパー夘マげ鯉磁びに力私如
Vトグラフイ等によつて分離した誘引物質が，雄蛾を誘引するカを禽す為覇禽の鰍牧曲

線を調べた結果について述べる。

　a．窯蚕の誘引物質
　濠蚕の誘引物質を種々なる溶媒で溶解して吸牧曲線を調べたところ，第3鵬に殊す騰

りで，溶媒の如何に拘らず，波長440mμに明瞭な吸牧極大が存窪す為。

次｝・，謝1物質をP・per・h・・mat。9・aphyによつて分離した分騨な0・5％アン

z＝ア水及びアセトンで再抽出した抽出液並びにアルミナを用いカラムク瓢畔トダ㌘フ

イによつて分離した分離部をア廿ンで再抽出した掴腋について諏ユ改曲徽調べた

ところ，誘引物質は波長440mμに明らかな吸牧極大を示すことがわかつだ。

　その結果は，第4図に示す通りである。
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第3図　嶽蚕誘引物質を種々なる溶媒で溶

　　　　解した場合の1吸収曲線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一一t…一一不1油工一テルで溶1騨した場合

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿．．石油工一テ～レで溶解し石汕工一

、、　　　　　　　　　　　　　伽の卿懸醗引いた場禽

：拠1｝　　1贈　　　lls　1　　4‘M］　　JI　L，o　　州｝　　4〔；了1　　4Ht，　　5ユ沁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’鱒」‘

1ρ嚇

o．09　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ4図　Paper　chromatography及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chromatograpliyによつて分
o、08・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　離した分離部を再抽出した誘引物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質の吸収曲線
O．07

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誘引物質をアルミナでクF岬ト

臨　　　　　　　　　　　　…”…俘そ繍瓶芒鐵馨部をアセ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペーパークロマトグヲムの易離
o．⑫，　　　　　　　　　　　ノへ、　　　　　　　　一一一一部をアセトンで再抽繊した場禽

　　｝、　　　／一゜　＼　　　　　べ一・い伽卦グラムの鋼｛…
㈹．N，．．．／／　　－k’”“＼　　騰髭漏1コニ鷲1雛

O．03　、　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　、開岬　した場合
　　　、　　　　　　　　　　　．　　　　、

e…＼又＿ノノ…＼唱＼
　　　＼x、　　　　　　　　　　　　　、　、
o・01@　　＼・・幅、　　　　　　　『
　　　　　　　　　　㌔町＼1㌦＿。＿．ミ

・zzo　3fiO　　tse　400　4go　　410　欄　　4so　mm

　また，誘引物質の塁が増加すれば波長440raμの吸牧櫨大の陶さが高くなるものか否

かを知る国的のもとに，誘引物質の蚤と吸牧極大の高さとの関係を調べた。その結果は，

第5図に永す通りである。

　この結果によれば，明らかに，誘引物質の量が多くなる程，この吸牧極大の高さは高

くなる。このことは，吸牧曲線を調べれば，その吸牧極大の山の高さによつて，雄蛾を

用いずに誘引物質の雄蛾誘引力の強弱を推察することが出来るものであると勇えるe
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　誘引物質はアルカリ溶液へ移行するが，酸性溶液へ移行し難いことについ鷹綜1撫編搬

べた。そこで，誘引物質を種々な醸性及びアルカリ憔液と斑く掘徽威糠踏解し，難鞭曲

線を調べた。その結果は，第6図に示す通りであx，o。

t・vbn

O，le

O．OO

o，OB

007
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＼　　　　糊灘無酬鱒騰麟靴
　　　、

　　　　葱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諮引物質癒筍錫縮勲ソ・・ガ液雌欝騨

　　　　瓦　　　　　　　　　　　　　鳳一」一　した場癖の卿搬1融
、　　　　隔鴨㌧　　　　　　　　　　　　＿＿　＿儒引物質鞍ButanQ正a凱mQ瓢aで
：1　　　　　　　竃　　　　　　　　　　　　　　　　　欄　　瀞解した1嚇脅の吸鼎曲線

気　　㍉」　　　　　＿＿…鰍鰹蘇お麟編搬謙噂
諏　　＼一一・’一一一＋・h－一一一．tt－．｛一一一．一＝灘騰1織蝋鰻1

　胤＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の吸脳曲線

い、、

　　　）、、　　　一瞬ノ噸＼
　　　＼＼、＿　ノ’　　　　、一、、
　　　　　　　　　　　N　s．－■　　　　　　　　　　　　　

　　　　＼、、　　、嵐一一よ
　　　　　　』＼’、、＿＿＿＿．．

　訓o　　　　㈱　　　　鋤　　　　400　　　　420　　　　胴u　　　　q60　　　　4se　　　　㎜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ptti
　第6図によれば明らかなように，アルカリ液とふつた場合に於ては，吸牧礪火の瀧斑

は多少，波長440　rn　f．eより前後する場合もあゐが，然しやはり440mμを巾心蝋レて；1陸

牧権｛大が認められる（）
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　酸性液への移行を調べた結果は，波長440mμの吸牧極大が認められなかつにカ、ら，

誘引物質は移行しなかつたものと誘えられる。

　尚，この溶液の雄蛾誘引力を調べたところ，波擾440mt．t附近を中心として吸牧極大

が認められない場合に於ては，雄蛾を誘引するカを有しない・

　以上の実験結果から，嶽蚕の誘引物質は雄蛾を誘引するカを有する場合に於ては，波

長440mμに明らかな吸牧極大を有する物質であることが明らかになつた。

　b，桑蚤の誘引物質

　桑蚕の誘引物質の吸牧曲線を調べたところ，桑蚕の誘引物質も波喪440mμに明らか

な吸牧極大を承すことが明らかになつた。

　そa）結果を，　第7i，tJ　Cこ示づho

㎏％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第7図　桑養誘引物質の吸ll又曲線

一一一漏輔

誘引物質を石油コいテノレ饗
溶解

　c，天蚕の誘引物質

　天蚕雌蛾の誘引物質について吸牧曲線を調べたところ，誘引物質が雄蛾を誘引するカ

を有する場合に於ては，波長440mμに明らかな吸牧極大が葭在する。

　また，誘引物質の鐘が多くなれば，波長440ml．tの吸牧極大の山の高さは高くなる。

このことは，家蚕誘引物質の場合と同様である。

　これ簿の結果を，第8図及び第9図に示す。

　d．柞蚕の誘引物質

　柞蚕雌蛾誘引物質の吸牧曲線を調べたところ，波長440皿μを中心として明らかな吸

牧極大を示すことがわかつた。

　その結果を，第10図に示す。
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第IO図　杵餐誘引物臓の吸版llll線

　　　　　誘引物質をブタノt・・ルで溶解

　＿＿＿　誘引物質を石油m一テルで溶

　　　　　解

310　　　　　細　　　　　甜O　　　　　l二‘P　　　　　郭即　　　　　・日口　　　　　it60　　　　　480　　　　　5（旧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”ttt

　e．　揮蚕の誘引物質

　樟蚕雌蛾誘引物質の吸牧曲線を調べたところ，樟蚕蛾の誘引物質も波擾440皿μを中

心として明らかな吸牧極大が存在する。

　その結果を，ag　M図に示す。
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第11図　糠繍誘引物質の吸収曲線

　＿．＿＿．誘引物質をスra油工一テノvで溶

　　　　　解
　　　　　誘引物質をブタノe・・ルで溶解

310　　　　360　　　　3ao　　　　dtM　　　　 420　　　　410　　　　・ifio　　　　・d　eり　　　　500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’””
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　f．薄手火蛾の誘引物質
　薄手火蛾誘引物質の吸牧曲線を調へたところ，波最440m／t　C・二L明llE；轍吸牧甑人がデデ礁

する。

　この結果は，第12図に示す遡りである。

第12図　灘1㍉火蟷｝愚引物撫’，i耀掴1瞬

＿一＿　講引物駿畑ω！i『t’　…　．tルペ嵜癬

　　　郷
一卿蝋

@繍引物猟イr，1：・・’・z鎚り凶ガ督藩解

340　　　360　　　：灘0　　　40｝　　d20　　　L罫U　　　’1co　　　48U　　　500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯉f〃

　9、樗蚕の誘引物質

樗蚕蛾誘引物質の吸牧曲線綿酎べたところ，この捌陶質も1皮畏440mμ撫1疇とし，

て吸牧極大が存在する。

　その結果は，第13図に然す通りである。

　h，箆麻蚕の誘引物質

　箆麻蚕蛾の誘引物質は前に述べたように，雌蛾を明におけば，その誘引物鷺は殆ん菰

雄蛾を誘引しなく，雌蛾を階におけば，その誘弓1物質は強く雄蛾を講明する力癒霧す娠，

　従つて，雌蛾を明（200Lux）及び1旛に，それぞれ4時閥おいた篠に講引物蟹な抽撫し

て吸牧曲線を調べた。その結果を，第14図に示す。

　矧4図によつて明らかなように，雌蛾を暗条件において湧引物質が雄蛾を講引す為：カ

を有する場合には，波長440mμに吸牧極大が存在し，雌蛾を明において雄蛾捻灘引す

るカを有しない場合には，波長440mμに吸牧極大は存在しない。

このことから，灘440取に存在する吸牧蹴が謝駒質の泳す吸i幽大で踊こ
とが明らかである。

　i，大水膏の誘引物質

大蜻騰引物質の吸牧曲線を調べたところ，大蜻蛾の謝i物蹴瀦、脹輔m〆瞭
中心として吸牧極大が存筏する。その結果を，第15図に示す。
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第13図　樗蚕誘引物質の吸収曲線

　　　　　　誘引物質解融鼻一1レで；te’ei

　　　　　　解

L・g’M’

@　　　　　　　　　　　獅4図工騨蚕蛾の明及び1瘤に於ける誘引
O・om @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物質の吸収曲線

゜’08

@　　　　　　　　　　　　　　　　　一晒状態，6時隅
‘｝・o？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”一一一’一　し羽状態　（200Lux），　611寺1｝馳

　34e　　　　360　　　　380　　　　400　　　　420　　　　44Q　　　　460　　　　480　　　　500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　Ptμ

　　②　誘引物質が誘引力を消失した場合の吸牧曲線

誘引物質の雄蛾翻1カは鰍こ述べた（第8章）ように誘引物質への直網光の照射

光分解，温度処理，酸素による酸化等に．よつて消失する◎

　また，誘引物質に直射日光を照射する場合に，真空状態中で直射1ヨ光を照射すれば誘

引物質の誘引力を消失するまでの時悶が琿れる。
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卿蹴融細ll・…・・晩
榔yg

　34e　360　　380　　400　　dee　440　　45σ　　480　　500

　本牽に於て，誘引物質は波慢440mμに吸1改極大を泳すこと徹明もかにL評彊欝

　然し，この波擾綱Omμの吸牧極大が誘引物質の吸牧楓大であ為か蕾か徽灘三1夢1ず薦戴

めに，敵述の方法により，誘引物質の雄蛾誘引力を消失だせた崩脅の1緊乏牧曲線鞭講べず糠

　その結果，誘引物質が誘引力を消失した場合に於ては，波擬440【！1μの職牧撚爆1購讐

失して認められない。従つて波侵440mμの吸牧極火が誘引物翼の承塗蝋臆撚武饗勘ゐ

ことが明らかである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灌16図難綴誘引物貿へ灘翻1懲掘機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射した賜含の職鰍曲線

　、鴨甲

＼、＼……一’・・一一’・’・一．，’，．一、一一一一一一＿　．

　　　㌔嬢…噂・幅一一一＿脚㌦　　　　噸鱒一、・

　　　　　　　　　　　～“～一・一、、＿

。。…隔ﾒ媒繧警i＿豊＿芸＿絵響．＿聖

，楠糊．＿離醐謝1：1｛懸を照麟　1蓄晦闘

。＿＿＿．　岡上　2B等闘

＿＿需…・
k．上　3縛ll　lSl
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　以下，これ簿の結果について説明づ’るo

　a．蜜養の誘引物質

　瞭蚕の誘引物質に直射日光を照；2；1一し，その誘引力を消失させた場合に於ては波長440

mμの吸ll父舩大は認められない。その結果を，第16図に示す。

　次に，誘引物質を莫窒rl凋に保つて薩射日光を照尉した場含に於ては，その吸牧極大が

消央するまでの時間が長くなる。即ち，薩射日光を照射する時開が1司じならば，例丸ば

両潜に3時闘，直射日光を照射した場含に奥iiと中の照射は，波慢44Q瓢μの吸収極大は

小さいながらも伊在しており，微弱であるが雄蛾を｝誘引するカを有している。

　また誘引物質を酸素で3時ll撒化した場合に，誘引ブJが消失すると共に波長440m／ξ

””：”’1

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀞17図　誘引物頸な婆嚢搬中で蔽射「1光tciご照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射及び醸葬iによゐ酸化を背つた場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合の吸収口il線

　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．＿＿　輿聖中で［歯1製日光を照射3時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．＿．帰　陶然状態下で葭［：射旧光を照酎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3時闇
　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一畝一・齢一　　簸費蛮セこ」こる西女イヒ，　3i饗∫・1鋤

　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一・・一無処理
　　、“
　　　、＼　　　　！へ、
　、　　、・一・㍉㍉一嘱綴瓢ハ、、・・…、

＼　　／　　＼洩
　　’＼＿ノ／　　　　　　＼＼、
　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧。

　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

㌧こ：：こ：こ：：マ…＼へき

　　　　』＿」＿一一謡鵬一

の吸牧憾火も消失する。これ等の結果を，第17図に示す。

　光分解並びに温度処理（80°C，90分）によつて誘引物質が誘引力を消失した場合に於

ても，波長440mμの吸牧髄大は誌められない。

　これ等の結果は，第18図に示す通りである。

　b．鍛蚕の誘引物質

　桑蚕蛾誘引物質の雄蛾誘引力を消失させた場含に於ては，第19図に示す通りで，波喪

440mμに認められた吸牧極大は消失して認められない。

　C．ヲミ蚕蛾の誘引物質

　天蚤誘引物質への直射日光3時間照射，温度処理（75°C，3［｝寺間），光分解3時間等

によつて誘引力を消炎させた場合に於ては，渡畏440mμに存在した吸牧極大は消失し

て謂められない。

　然るに，真空中の直射日光3時闇照射，光分解2時閥及び酸素による酸化5時間でes　，



　76　　　　　　　　　　　　　　　竹　田　　魔　　　　　　　　　　　　　Nt，．ア

玩吻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獺8図　簸編協引ti・f，幽伽葡解㍑〆1磁勲曙

G・09　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝋な行つだ嚇智σ／｝1剛馴融

o．08　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－・一・一鱈光分解，1戯欄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　liSl　．　E：，　Ml’澗
0，07

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－一一温魔織王灘（80りG、go紬｝
0，06

0，05

σ・04、

σ，03　　　・

　　　　・．4．

。．。、　　＼・・・・…＿＿、一．，．，

　　　　　　　　　　　　　　　、．

o．01　　　　　　　　　　　　　　　°、幽陶゜㍉』，

　繭轍・剛一゜櫓晒・轍一■剛煽殉嚇圃㎜　．閣隅，　開鴨噸鴨　　繭欄胴　　隔彌噸鱒闘

　獣0　　360　　380　　400　　420　　4沁　　460　　4BO　　500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榊戸

teti°l

e．Pg

Q．08

0，07

0．OS

O．05

O．O・l

O、03

0，02

0，01

第19図　繋燭協引物鷺に灘縫綴纏1轍轡雛蹄

　　　解を背つた樹脅の畷腿曲線

＿＿，温鷹処麗
　　　　（75酎76°C，2闘鶏）

一榊・一 @光　分　解，勲鋳闇

酬μ

この吸囎大の吻高さは庶処理の謝1物質に比帆て低くはなるが，尚照牧鰍
が認められる。

このことから，天蚕蛾の謝i物質は糠蛾のそれ砒軌て囎であろうと蹴賊し
る。

　これ等の結果は，第20図に示す通りである。
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臥＼、

…幽　職巴唱職撫糊こ㎞畿：：一・｝3

第20図天養誘引物質に庶射日う巴照射，そ

　　　　の他の処理を行つた場合の吸収曲

　　　　線

＿一一
@　面：射FI光を照射，3時闇

一一・・一
@温度処理巨（75C°，3時・悶）

一…一 @其空中で［煎射B胱を照射，3時間

一一一・・ @酸繁によ為酸化，5時闇

一・ev－・ @光　　分　　解，2時liq

－一一・・ri－一 @岡　　　　　．．1二：，3時間

　d．柞蚕の誘引物質

柞蚕の謝吻質への1繭桐光30li：間照射によつて誘引力を消央させた場創こ於ては，

波畏44Q㎜μに存在した吸牧繊大は消失して認められない。

　その結果を，第21図に承す。

1・・…A　　　　　　　　　　　　　第21図柞鞭誘引物質陶鉦射日光の3時閣
0．09　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　照射な脅つた場合の吸収曲線

Me　　Sσe　　3SO　　・旦0の，　・ILO　　・“⑪　　460　　480　　50ひ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mt4
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　e・　樟蚕の灘引物質

1轄轍謝1物蜘こ，直射姻光の照謝脳・臨～1、罐鰯t冥75℃，3臨齢，療踊鷺時
間，其空巾で薩射日光の照射3時間ぐ1済をf’1：－Z）て誘引力な消タこさ舷海」塀ゴしハ磯ll郊1噺犠ご調

べたところ，誘引物質が誘引力を消：失した場麿には，何れ《，，鵜斑44（｝‘、い1．存Y｛し、ね

吸牧極大は認められなし・。

　これ等グ）結果は，第22図に示す通りであるく、

鮫

協⑪　　羅M〕　　聡り　　　がM，　　42｛，　　4iけ　　　堵‘湘　　　t180　　　㎜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　m’f

　　　　｛1「r購1い焦紹lll麟隔　：1時獺

……餌蝿・
@1｝11」悩｝1灘t！7｛～c℃，3鋳闇）

：1賄醐

　尚・この結果によれば・樟叢の誘引物質が鎮空巾で蹴均欄光の3時i翻黙購で講引力叡

消尖したのは，樟蚕の誘引物質が天繋のそれより不・潔定であるか戴襟講引物躍齢騒漣沙

なかつたためであろうと誘丸る。

　f・薄手火蛾の誘引物質

　薄手火蛾の誘引物質に礁射日光の3時聞照射，光分解2陣間等を費って総引力な消鞭

させた囎に於ては識畏440m・・に存在した吸牧蹴は瀞ξして脚，られない。

然し，醐ミによる酸化3麟及び撒処理（75℃，3醐）では蔽440鞠磯牧
鰍は散しないことから，これらの処理に対して澱的縮であると獣・凍為。

　また，酸棄による酸化5時闇に・於ては・波長420～450㎎’‘を中心として暇牧繊六が諏

められるように変化した・このように・謝げフ鰯くなると吸牧蹴囎力糟肌畑

或鰍樋大職置に多少の「A　・it二が認めら泌ことは誘引物貿の翻醗魁か横

味ある事実である。

　これ等の結果は，第23図に示す愚りである。
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L・，T，f　　　　　　　　㈱図欝螺礪移1獺に酬隣照
0，09

0．08

O，07

o．Ol

O，05

｛），‘ll

O．03

e，trz

o。‘）1

　　射，その他の処現を行った場合の

　　　吸収曲線

一・・一・・一 _萎繍こよる酸化，3時：酎

一一・一一一・P・i ﾞ　　　　上，　5時間

一・一・一・ 恍r?ﾅ面射日光を照射，
　　　　　　　　　　　　3　il　，Ei欄
一一一一一’一一e°° @～舐刃望処野H，　（750C，31［寺【配）

一・一一・ �@　分　解，2時間
　　　　直馴・1光オゴ照射，3　II’｝iil．ll

　M｛，　　：鰍｝　　；娼韓　　dtY｝　　9：｛O　　ddO　　醐1　　480　　5｛ぬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ntit
　鍔，樗養の誘引物質
　樗鞭の誘引物質に光分解2時間，盗度処理（77℃，2時間），酸素による酸化5時閥

等を行つた場含に於ては，波喪440mμに存在した吸牧極大は消失する。
　次に，繭謝日光の3時聞照樹に於ては吸牧棚大の位概が波畏420mμにi移動する。

　また，輿鑑中で蔵鮒日光を3瀞間照射した場合には，波侵440～470叫αを中心として

甑めてゆるやかな吸牧極穴が認められる。

　これ簿の結級を，第24図に示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第24図　樗蚕誘引物質に薩射日光照射，そ

L螺　　　　　　　　　　　　　　の他の処理を行つた場含の吸収lll1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線

o’04　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓…　卿鱒馬・…　　温度処理，　（77co2PEtfiva）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，颪射日光を照射，　3時澗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r・騨一・・一　 酸素溶二よる酸イヒ，　　　5匹寺［鷲l
O．03　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・一一一P胃一隠一　　う鷲　　分　　解，　2時艮髄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・一・一・典空中で直射日光な照射，
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3時間

O。02　㌧

　・，　、

・．・1、ｴ＼、
　　　’臥　　’一一一t－－Sh－＿＿＿．一

　　　　’㍉饒．＿脚哺＿鴨　　　　　　、’鞠…帥㍉

鋼0　　360　　：㈹　　　4Ptj　　噸20　　410　　4娠」　　480　　500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ηJr4
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　h・箆麻蚕の誘引物質

　箆麻蚕蛾の誘引物質に直附日光を3瞬闇照射，光分鰐2i劇期1撮慮勲』瑚《1’i’9”　cr，盤時

間），酸素による酸化5時間，莫望馴・で〔醐桐光を3　II・描照螺纏存1’〈：　，凝れが謝；

力を消失した場合に於ては，雌蛾を階状態においた場合の諺引物斑て週西，　溜輝440撒μ

に吸牧極大は語1められない。

　その結畢は，第25國に示す逓りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第25図　擁脳三漁1蝋の講’｝隈鐸灘‘浦鋤汁項照

・骨 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射その仙σ勲ll1｛皆1げサ．t魁爵偽畷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収曲糠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝一一　il監藤ま1レll　－gt・照趣｝，　　　31嚇絹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・’…・幽・・　澱埋々購蹉，｛77“（康鳶皐磯糊｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐・一閣…繭　う鷲　融　　解専　　　　鵠麟｛Ul

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・一・・一・　酸襟・に」：燕醒麹化。　　　舗弩閣

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝．．醐．輪＿一　嬢無沖噂酒瀞卜1レ1輩；蜘魏鰍脅

’、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3岬縄

　以上述べたように，本蹴に於ては蕨蚤，簸蚤，天寮，柞寮、憶鞭，薄箏火蛾，纐欝、

箆麻蚕及び大永脊蛾等の誘引物質は，それが雄蛾を誘引するカを有す都縮に於て1慮，

何れも澱44伽を中心として明瞭な吸牧極大赫すこと観出L，，　Mれが、謝噛鍵

の示す吸牧極大であることを証明したQ

　このことは，誘引物質が雄蛾を誘引するカを消尖した場含及び蔵麻叢の雌餓な明献蝋

において・雄蛾を誘引しない場合簿の謝吻質には，波畏440m，・tの・勲鰍力囎雌，

れないこと等によつて明らかである。

　また，誘引物質の波長44em’‘に認められる吸牧極大の高さは，誘引物貿の雄織誘引

加強さと比例することを隊徽び天蚕誘引鞭の載吸牧鰍の融との1辮鯉，
明らか｝こしたo

このことから誘引物質の吸牧鰍欄べることによつて誰蛾を腺・臓も．その
誘引物質が雄蛾を誘引する力を有するものであるか否かの点，及び，その灘引物難の講

引力の強弱を略疋確に推察出来るものであることを確かめることがでぎた。

まk・一般に，野外絹紬の誘引物ervs，嚇による酸化，醸燗，光タ聯。焔

翻物質の翻力の撒と卿即封線との関係から，こ構に対し，1緬のそれ抽鞍



N‘）・7　　　　　　1家瀬その他数種絹糸虫の誘引脚こ関する研兜　　　　　　　　　81

撮であ為と弱え。られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　（3）吸牧曲糠による誘引！｛勿質の推楚

　欝引物質は・波斑4401】1／‘に吸牧憾大を示す物鷺であることは前に述べたところで明

P）かであz，Jo　　　　　　　　　　　，

　そこで，波簸440mμに吸牧憾大を有する物慨は如何なる物質であろうかと誘え，

Beckm｛mのSpo（r・torophotoineteurの附表を用い，それと比較し，誘引物質の推幾を

試みたが，波蝿440m／‘を中心として明瞭な吸牧極大を示すような物質は誌められなか

ゾ：）た。

次に一繍が1瞠物質1こ対す翻償雄蛾の風，甑調べた結果によれば，瞭蚕の凝職は

その反応に強弱の齊葦はあるが，＝バク醸プタノーノレ，アントラ＝・Ptル酸・・レステリ

ン，マ胃ン鹸，ツオルマリン等に反応する。従つて，これ等の物質で蛍光を有するもの

と，これ簿の物澱以外で皇錠光を有する2～3の物質，即ち，アミノ安嵐蚕酸エチル・安

，獣訴酸ソーダ，スルフア誤ル酸等について卿1父曲線を調べた。

　これ等の織果は，粥26図に添す通りである。

Ia＃la／i
第26図　豪蚤雄蛾が紛引される物質及び鍛

　　　光な有する物概の吸収｝Hl線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　閣騨蝋鱒遇　コ　　　ハ　　　ク　　酸

～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哨’輪噸’　ア竃ノ2衛蜜港認趣：乎ル

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…賄’…°鱒’安　　、kl、　霜　　酸

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胴鞘輸一鞠　スノレフ　ァ誤一～レ酸

1　　　　　　　　　　　　　　　　　騨’」…一　アントヲ：r－t…ノレ酸

　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　　レ　ス　学　リ　ン

　：ta　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，聖

　第26図によれば明らかなように，これ等の物質の吸牧EtSl線は，誘引物質のそれと大い

に異ることから，誘引物質はこれ舗の物質と異るものと考えられる。

要するに，誘引物質は，波長280～600mμの間に於て波長440エnμに明瞭な吸牧極大

を示す物質であると結論しておくことにする。

　尚，吸牧曲線から，誘引物質の推定は困難であつた。

】X．　家獄及び箆麻鷲の誘引物質生成機構に関する研究

誘引物質の生成機構に関しては，瞭寮雌蛾の誘引腺について組織学的に研究さax　h
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伊京（1914’v’15）及び林，伊藤（1933）その他の結果があり，胤の結蟻楓唱いで1毒1：縮諭

に於て述べた。

　著者は，鐘蚕及び箆麻蚕を用い，誘引物脚が生礁され為時期齢帆べ紹；師り1ずゐ鳶鞠∴

蝋の発育に伴う体液並びに将来，誘引腺の撒成がr想される蜘の東端部31羅飾の抽怨瀬

の分光化学的研究結果から，誘引物質の盤成機構に閣する囑禦を1』・つた、，

これ等の結果にっいて述べる。

　1．嫡の発育に伴う誘引物質の消摂，特に講引力饗く1こず細1吉醐

　鎌蚕及び駕麻質のrヒ蠣から羽化窟での時期に角i日，誘引腺の生成がf羅樽れ篇蝋の書：

端部3礫節をエーテル抽1坦し，その才Ill出物巻雄蛾｝こf旬1憾’廓ぐ，誘引力嶽生ず偽ll糠iじ’

ついて調べた。

　その結果は，錦95茨及び第96…細こ泳す通りで澄，為、。

　　　　1第95表　銀鍛蝋の発育に伴うII哺の末端3環節のよ範門炉ノし・拙出物に割ず

　　　　　　　　る灘割俄の反応

轍の鋤！塑・L鰻一＿鑑1魑・後の細雄繭滞sri「 P．・’”1．1’一灘

1

2

3
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7

（日）
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るe

8
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ユ2
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（ID

：t：

”｝i
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・III

l刊

詮秀引腺のナ晦灘がllli準1ズ

い鷹、が確鰍i・lL撒いfi

謝1粥離辮｝欝i
出す畷ρA

蛾鯵簸1成“

期1ヒ緬

第96表　箆麻蚕蠕の発育に伴う嫡の末端3環節のエー勢ル抽繊物に対

　　　　する雄峨の反応

イ職の劃鰍の剛1・ヒ轍の細職の反剛化鰍・・鋤雄鱒臓
ユ

2

3

4

5

（H）

6

7

8

9

10

（日） 　（1：：1）

11

1£

工3

14

ユ5（羽化削臼）

唖㍉：Y．：

瀞ト

d｝・

この繍こよれば，従来隊蚕に於て発蛾期（羽化蘭）並び剛化御初ぜ、て謝隙

の発番繍が起るとされてい燃果と異り，蝋納で謝1腺の繍な灘力遡馳編

麟即ち，羽化2～3晒勘食て既に謝1榊に酬物蜘よ轍沸ており灘蜘
誘引する力を有することを見禺した。
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　喜彫二，1砺引物質は窟機溶媒に｛西蓬めて良く溶鮮するので，従来のような，パラフィン或

はセτεイジン1の片！！喧｛の方伝によつて｝よ，その切片作製或は染色の過程に於て或る程度，

謝i物撫隠れへ苧嬬媒に闇晒勘るものであろう醐えられる。従つて，本研究に際し

ては，陳結切片法膠冷｝で酬幾階媒をなる了i∫く使用しない方怯によらなければ，輿の誘引物

質の状盤な観穣することは幽難であると誘克為。

　2．　蝋の発資に伴う体液4）誘引力と吸牧曲線

　講引腺が誘引物鷺敬生1必鐸幅るための櫨礎威分が体液r械こ存筏するものであるか否かを

ウ偽1酌の駄に1塒ゆ鞘に1朽僻夜の・い力蜘出物を用いて雄蛾の謝1力の有無及
び吸版曲繕繍ご調・・丈ゾ嶋‘，

　認の紬蟻，f4：液の黒榊テル紬繊物は雄蛾准誘引する力を有していない。

　然し，体液の瓢帥炉ル羅1出物の吸ユ欧田1線に於て興味深い蟻輿が認められる。即ち，簸

搬踊体液のこ1納学ル重由出物は波摂440tn／tに吸牧極大を添す時期が存在すること並びに

滅斑470in／iに’トざ、・吸牧甑大が認められる（化蝋2～4日田及び7～9日目）。

　然しジ化蝋101羽1カ・ら羽化前に．於ては，波摂i4401τ1μと4701uμの吸牧瓶大は消失す

ゐn

　この時期は，丁腐，蝋の宋端部3環節のエーテル抽’上1物が雄蛾を誘引する時期に網当

する、、

　豪ノ：；，篠jl区するが，この時期は蝋の末立｝t‘1部3環飾のエe－一テル抽出物に，波摂440mxt

附近｝醗中心とし”ぐゆゐやかな吸牧梼｛大カミi認められる隣期であるo

　尚，化蝋蔵後と化蜥15～6日口には波畏440m’‘の吸牧極大は認められない。
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1　　　　　　　　　　第27図縣虫碓灘一テ画il膨ゆ卿又
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　UU畿襲　（イヒ些願1　日目♂｝6　日目）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胆帥師一・匿闘鱒　　イヒ虫「fl，　1　日口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一・一・一・・岡上，2日日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…一…一・・同上，3日口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陽…・…－t…　　岡上，4日回

　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽嶋蝋繭一同上，5日日
　　i　＼

　　1＼、　　　　　　　　閲…二’鵬同上・6日目

　　1　　、
　　｝　　　　　　し
　　1　　　　も

μ0　　3扇Q　　：脚　　屯騒　　42u　　44u　　4ω　　欄　　50α

　　　　　　　　　　　　　　　　　り「v
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　而して，体液中の波憂4401nμ．と470mμ1こ吸牧棚大な翁す為物覆は…轟鵬総頒‘孫

～76℃，2隣聞），光分解（2ん31：博闘）鯨によ“’：：）ても，その吸ll父曲纏にi簸撫繍愉曲

れない。但し，． ｼ射日光の3時間照射によ！：）て波憂4・tlOm．’‘の吸ll父極大は｝↑繊すゐ・・

　これ等のことから，この物質は体液中では比較ll勺安難な物蜘醸，為と誘丸i獄賦｝（le

　これ等の結果は，鎗27図，第28図，錦29図及び粥30図に撚す通り噂慮；・鵜・

1。吻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1加8図．輔：1齋亘ii淋液・縞例ゐレ抽1［為駒の重擾1賦

0、og　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲糠（伽ll貯lUl・｝1舞組1い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲…一・剛・t（二虹i，71i口
0。08

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…一・・一・同．｝・：，81’U．l
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Ω，Ol

MU　　：蜘　　　翻Q　　4qQ　　4：1（1　　44⑪　　・lcn　　4Nl　　l㍊｝．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　削’「

t°”le’i

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第29図　職盗蝋21三刷弊襯鑑幽．／・S噛塾編物
o．ユ⑪

　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　．　　　　　．に光分解激び泓壌綴環を欝や激購
　　l
・蝋　　　　．　．　　　　　　’　帥販li烈融
　　ほ

…s，、　　　　．　　　　…一一光分鰍2時欝雪．
　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿温鷹処理，

鞍＼

：：欺＼鼠＿へ一

　　　、、．　、届・軸㌔＿一｛＼．剛＼、
°’e； C、、…一・一一一・“・・一、ここ忍

　　　　　　　　　　陣一一ニニ瓢r．隔　310　　360　　3融　　　400　　42G　　4・tg　　・SL帰　　　4獅　　　500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；htll
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匿㎎，舛

t｝，M

θ．〔財

lL銘

9　o，t

〔［，（h，

　　i客　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3時間

幡塾　　　　　　　　　　”…顧膿総21・欄）
卿誕襲 P

叡贈

o、儂

1》，m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第30図　蟻蛮螂4r．1【、1体液P・一ブル抽出物

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に光分解，温度処理及び直射日光

tl　　　　　　　　　　　　　　　照身拗；を行つた場合の1吸ll畑融
゜l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輔一・糊一光　分　解，2時闇
ii

鷲　　　　　　　　　　　　　　　　一一一・同　　」：・3時［Lll

lii　　　　　　　　　　　　　　酌：蜘光な照射・、

＼

・・㌧㌔認コ瓢：「謡繍、、

　次拭，駕麻癬蝋の発寄1噺ヤ鱒体液工門テル抽出物の雄蛾溺引力とその吸牧曲線を調べ

激轟鵡ゐ，f購削llmからfl二蝋13田1までの体液抽禺物の，それには，波畏440mμと

4γ0肌μに鰍牧擬大がデ齢三するc，1（ijして，この吸牧極大の山は虫爾期が鵬み羽化近くなる

（1ヒ蝋m磁紹畷から鹸）と次粥に儀くなり，化蠣14日団及び化蝋15日国（羽化前日）に

は愈く、二の鰍1改楓大は消斑する。

　瀕して，鵜の晴期になると後述するように，蠕の宋端部3環節のエF一テル柚出物中に

小さい畷敷極穴が認め塾…，れるようになる。

　この辮熟も瞭叢の場脅と1蓑町様である。

　これ簿の結鮮ミは，第31閣，第32図及び錦33圏に承す通りである。

1醐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ31図　菟麻叢蝋の体液工一テル抽出物の
o，ra　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吸ll又曲線（化蝋1日目～5日闘）

，、，。ll～

　1　㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　…………化蠕・1日日

・噸 P　～　　　　　　　　　　　　……一同上，2日H
　い　　　　t
剛燵　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　……一一同上，30日

ll　＼　　　　　　　　　………阯，4聞
：：：：：艶＼㌔一　　一同上・・離・
　1駿　　　　　㍉”一・験’∵熱．。＿．．

　3t“　灘　．　霧　　imu
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pt戸
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湘3図　艶麻戴蝋のや賊・・…　ツ網輔1鞠燐

　　　販ll勲線（化蝋董正al｛躍1韻lD

一一一一鯛化蠕11襯樋
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　3・蝸の発育に伴う蝋体末端部3環飾抽出物の吸牧繭線と誘引力

　豪蚕及び箆麻蚕婦の発育に伴う蠕体の末端部3環飾，即ち，将来，誘引糠の形硯が野

想される部分を切除レ該部をエーテ・・手畑した抽出物について籔椥1講な調へ謝1

カを生ずる時期艶びに体液工一テル抽出物の吸牧曲線との関係について明らかにするU

的で契験を行つたo
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蜜貢ξに．っいての結呆は，第3朔顯及び第35図に示す通りである。

鴫、　　　　　　　　　第3咽顯蝋鯨∫・　・i細麟ゴに融オ・しる

iili／い　　　　ご饗慧∵1　

o冊ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・關　剛欄…嗣　同上，2径1　1／a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨嚇一・，騨騨一晒胴　1司」二，31ヨロ
e、1剤

　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　｝…｝…嗣…岡上・41ヨFl
o，1漸
　　　　　　　＋、』

　　　　　　　、・、　　　　　　　…．…欄…同上・5日［ヨ
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疋賊　＼　　　　　　　　　　　　°し’脚、，．，

　　、　　　　　　　　　　　　　　し、
t’）「1耽！

1，，姻

賦
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　　　　　　　　　　　　　　　　　欝μ

、圃　　　　　　　　　　　第35図獺輔味シ榔3環餓嫡まれる
o．09　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t吻質α）吸Sl又日』【｛線　（イヒ蜘看7　日1…INユ2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日園）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一p－一一一一髄一鱒一一　イヒ虫繭，　7　日障1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－…蜘…一…騨岡上，8日図：，i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　±
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・一営一一●・一・一・・岡」1二，　9日日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一「司上，10日団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國＿．＿＿・一一同上，11日目

　　、　　　　　　　　　一酬…一”同上，1・2　ll　F‘il

　　、煽肇，

　　　、駈照鴨～一一一・一・㍉蟻嘘　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　”
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340　　　鍬，　　　3揮，　　　4t）’】　　42σ　　　440　　　400　　　娼0　　　500
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　上表にょれ鳳明らかなように，化蝋0日日から波長440mμ附近を中心として，ゆる

やかな吸牧櫨大が規われる。この時期は丁度，羽化2N3H前であり，前に述べた蠕の

末端部3環飾に奮まれる物質が1謝1カを生ずる時期であり，また，体液工伊テル抽出物
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｝こ．認められる波畏440m！1を中心とした吸∫庶｛瓶木の消タ乏すゐ時矧滅一5｝曳3動櫛u鋼拷；，・捧

液の㍗テ・・抽出物崎忍められ磁姻40撫の1吸牧鰍力鞘失噛描lll醐蝋靴口1毒
引腺の形成力s予想さ才しる虫南の末∫腸部31漿蘭ゴのこ：1：reツ「・ノレ才山1鳥物｛．二7震ま受44〔｝n．1／41嚇ぬ∫噴．f中孤’・

として吸牧樋大が現われるよう．になる。
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第36図，第37図赦び第381認1によれば明らかなように，箆麻蚕蝋も騎麟祉岡様aj）働向

を承し、敏捌2副噸より灘餌40mμ附近を中心として，ゆるやかな吸牧極大が認め

pt”）れ・化蝋151三旧，即も，羽化前ドiに於ては波長440～450rほμに明らかな吸牧極大が現

われる，」

嫉眩畷騰裸を併せ蛾ると，謝吻蹴生成させるに必要な或る成分が体液中に

儲い菰の物蜘紗くとも鞭440～450m’・を・沁とした1汲牧蹴硬に鞭470m／、

に小岱な服牧楓大と捻添す物質であろうと増えられる。

　この物観が溺引腺綱胞で波蓬440mμに吸牧随大を示す物質に生成されると，この物

鑓は樗引物質として誘引力を撤するようになるのであろうと考えられた。

x．論議

1．　誘引腺の発乙麟‘：i杓研究

　縛引線の発～i三に間しては殆んど研究がなく，瞭蚤蛾の外部生殖器は雌雄i共に，幼虫の

第10，11，12，13環飾から構成されると誘えられている。

　また，田巾（1943）によれば，1豪叢蛾の外部生殖器は皮騰の背板及び腱板から形成さ

れると述へている。

　著潜は，讃燃設び箆麻蚕の誘引腺の1｝｝1鐵が，幼虫の第11環飾の両側気門下線と骸｛線の

間の皮糊の部脅に存荘す為ことを見娼したΩ然し，この皮爾のどの部分に原塞としての

細胞群が存在するかについては，来だ明らかでないが，誘引腺の瞭基は桐当に広い範囲

に．鳳つて存窪するものであろうと勇えられる。
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　2，蕩引腺の｝誘引物質ltl轍過租に関する研究

　雌蛾誘引腺の1溺1物貿揮散過程に関してIJI，旗讃にツいて溜剛獣糠ドユれ・∴の撫敵

過催は緒論で述べたように，欝原（190D，箭内（1901）及び林，伊藤（獣13）1穿の酒認

発香突起通過説と御東（1914（ノ15）の所訓キチン姻娘ノ織痴嶋説の烈lllがあゐ・，

　藷者は，鋏蛍，天寮，柞蚕，樗寮及び戴麻資費螂にμ：：）いて，鰐り粥1の調引物1畜翌揮撒懸嶽

に関する研兜を行い，この間題に関し新たな遜！：爽即・偽誘引腺のll弱1物凱揮敵勲墾嚇誌賦1

チン突起通過型（鉦蚕，樗蚕，箆麻蚕）とキチン崩畷部纈愚型（天羅，艀灘）齢無，の

型が俘在することを見出したので，この点について噸禦するζ，

　賊蚤誘引腺の誘引物質揮散巡程に関して組織掌的方法と訣監’曇瞼∫・繍轍繍凱瓠為舞錬嬢か

ら，誘引物質は誘引腺のキチン突趨を通愚し猟散されるもの℃あゐ鵜と捻認鍵｝ず㍍，搬つ

て，蟹蚕iに関しては，所謂発醤突趨遡過説が藻漁であゐと誘え為も，

　また樗讃及び箆麻蚕も球霊のように，溺引腺に熱チン爽趨が麗，り鱈引物’躍は、鵡の漸

チン突起を煙灘して揮敬されることが謝められゐ‘，将に，鷹麻：醸の騰引腺にL｝κ瓢：繍，線

細胞からキチン突起に．通ずる溝機状の鵜が明齢かに羅め㌫れ，分泌騒粒と1誘丸られゐ謬拳窪

質がキチン突趨に．向つて移動する状態が偲め壕）れる。

　これ等の撃異から，誘引腺にキチン1爽起を有するものは，ceの絶ヅ噂ン鰹鵡徽熱し℃、灘

引物質の揮散が行われるものであると湧え，これをギチン鐘趨漁灘型としたギ》

　次に，天i賛及び柞蚕の誘引腺にはキチンi爽趨が謝麗）られず分泌顯粒と舘め廓れ轟騒望鷺

が，キチン魍に移行するとキチン腰に崩壌部が生じ，この酬畷部から溺引物欝が擁敵熱

れることが認められる。この羅をキチン崩壊部通過型としたo而して量講引腺の瀞轡ン

麟が崩穰することについては，嶽蟄幼虫の脱皮特にキチン質を藩解す為。仁うな欝麟，即

ち，キチナ・・ゼの葎在が謂められている。従つて，このことから想様すれば，㍊の鐡に

属するもの｝こ於ては，恐らくキチナーゼのような酵黙が作用し，キチン灘な崩鞭す為ゐ

のではないかと聴えられる。

3．　誘引腺の形態学的研究

　誘引腺の形態を調べたところ，誘σ腺の形態が類似する，1滋から，廠叢型（慰鍵，轟叢争

天蛍型（天蚕，柞蚕，樟蚕，薄手火蛾），樗蚤型（樗叢，』竈麻蛍）及び大水幽懲磐（メ諌

青）に大別し，これが誘弓1物質の共通瞥から見た類縁関係と良く一・激することは興瞭あ

ることと労えるo

　また，叡蚤蛾の誘引腺の大さは，蛾体の大小，璽壽晶磁の相轟に関係なく1略同一・の六塔

を有する傾向が認められた。この事爽は，生難の」：二から興味深いことであると嘱丸為v

4．象蚕誘引腺の生理機能に関する研究

　寂蚕誘引腺の生理機能に関する研究は極めて少く緒論で述べたように，な轍緩（tgOlr，

箭内（1901）・　Freiling（1909）・Deegener（1912），池正ll（1913），伊東（1914n－・15：，，林

及び伊藤q933）等がある。これ等の研究は虫として誘引腺の組織学醐〃1究・醸，舐，　tf

た・蜜蚕雄蛾の誘引物質の感受器官が触肢であること並びに願の，誘引腺よ鵬轍すも
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認引物徽の雄｛1蹴副1距離簿1こ二関しては中島q929）の報告がある。

　宮者は目剛1物蹴の雄燐薩引の週期殴，謝1物質の雄蛾誘引に関する請問題，捌1腺

の膨出及びi改繍機能簿に関・3幅る研究を行い漸しい知見を得たので，これ錦の点について

二杉禦す為u

　（1）繕引物慨の雄蛾1硲引の週期性

懸篤1秀引物鷺の雄1戦鰐引親線な絆細に1壷討すれば，この現憩に日遡期｛坐が存在する。即

ち，講引物斑の繕引力が鰻更磁1い時刻は1日の中で午1｝il　3～5時である。このことは，

蚤櫨製濾．1：に於て畷漁な交露線寺刻鷺決艶する上に楓めて魏要なことであると騰える。

　1而して，　：の遡期慨は，［蹴蛾な明鍛件域は噛鎌件においても変化しないことから，臼

律的濁期｛維が俘；煮i三す為ものと嚇えられる。

　まプ函螺i蛾の触肢i｝：除嶽しても，この遡期牲は変化しない。この綿爽は，雌麻蚤蛾誘

引物臓の雄職腿引の趨駕】穂と大いに銀る処であり，この場合に瞭蚕蛾の触肢は明9r：・tを識

別す為機‘縮徹腐しないのに，薦麻蚤蛾のそれは，明噛を識別する機能を有することと併

せ踏え．興嚇こあ為己とて：・ある⇔

　次に二，駅搬蛾講り1物鷺の綴創螂1講引の遡期凶三は，明及びil醤の条件によつて消火しないが，

その1爾引ソ」ほ明及びll権の搬件に．より相当な藻が認められる。即ち，雌蛾を明条件におい

た鋤禽騰はその講引物質の1誘引ソ」は薪しく劣る。

　この嚇翼かむ，明なる光の条件は，勝引腺に対して勝引物質の誘引力を抑止する方尚

に，働謹，購の策仲は誘引腺に対し誘りi物質の誘引力を促進する方向に作用するものと誘

丸建）れ為。

　（2）　1誘引物黄の雄蛾誘引に，蘭する諸閃題

　瞭鍛誘引腺の機能に闘し伊京（1914）は，腺の機能は羽化30分後に認められ，その後

i数時闇で叢大となり箆にその後は瞬闇の経巡と典に漸減し，麗卵後に於てはその伶用が

誌め壕）れないものが勢いと報管している。

　轡漸の鍵験に於ては，駿蚤の誘引物蜜は羽化直後から強く雄蛾を誘引するカを有して

おり，羽化後の繕避時闘，炎羅，塵卵によつて，その誘引力に殆んど整が認められない。

即ち，交羅，藤卵により誘渉1腺中から誘引物質は直ちに消央するものではないと蒋える。

　このことは，羽化2～3附11に於て輔体内で蛾体が形成され，誘引腺の特有な形態が

観察される時期には，その誘引腺中に誘引物質が荏在し雄蛾を誘引する力を有すること

によつても，また，艶死した雌蛾の誘引腺中にも醤引物質は存在し，雄蛾を誘引するカ

を有すること簿によつて謙醐出巌る。ただ，産卵を終了した雄蛾は誘引腺の膨出及び牧

縮機能を行わないから，白然状態に於ては雄蛾を誘引する作用が減退したかのように考

えられる。然V，これは，謝腺中の誘引物質が消失したのではなく，謝1物質が揮散

されないことに磯るものと賜えられる。

　次に，雌蛾の頭部を除張すれば，気の誘引物質の雄蛾誘引力は著しく減退する・この

ことは，頭部が誘引物質の誘引力に璽要な役劇を果していることを示すものである。而

して，この頭部の役劇は頭部にある和ll経球の作用によるものと弱えられるQ

　そこで，雌蛾の中枢神経の切断及び神経球の摘出実験を行つたところ頭部除去と略同



92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4ケ　　臼1　　　～瓢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nぐ，・7

様の結果を示したuこのことから前に述ヘソ轟：勝ヒソ撞ご証明1旧：1た躯’礁若メこ．鵜

　これ等の突験から，誘引1腺の機能を粛F且iifする中枢は頭部帳～1磁棚嚥嚇ゴゼ韻、・．　t，・の

頭部にある神経球が1・卜1枢神経を通じ末端の第91神繰球が紛州慰崎’酬｝し誘引物鱗軸沸引

力｝こ影響を与えるものであろうとう考丸られる、，

　熟叢の吐糸孔閉鎖にょり，蝋体内に絹物質を撚i留謬せて羽il．こし鳶嚇合融｝繊轟り1駒戦の

講引力は減退する。このことは，その出環機能に何1穿かの恕聯響，例丸ば構御ll｛∵ダー・z

ノ酸過多現象を与兇た結果であろうと琢えられるc，而して，この現瞭は，蟻体ド’！11講駒

質を残留させると造威卵数や麓卵数が少くなる（永ジト，1942）ことと類1撫場轟離灘轟ろ

うと想1象したo

　また，このことは後で述べる，誘引物質は溺引腺が体君地）成分壷騰礎畿してl！l9欝気す論

ものであろうとの垢え方を葡三明する1っの根拠となるものと湧丸胤｝

　嶽蚕誘引腺の色に，関しては伊東（1914）の報欝カミあり，羽1腰愈時には辮翌強掌鱗し澱囎

すれば無色となるQ誘引腺の色が無蝕になるのは鰺馴物質の掴ま散叢繕つ㍍轄蹴繁轟為豊

誘えられていた。

　薔者は，誘引腺の曲が羽化当時から黄魯，淡黄脇，乳白脇（伊蝋の1照獄凱絹瀟すゐ点

誘える）を呈するものがあることを認めた。また，藤卵後｛：r．於て羽fi二：賄時の溺引線の韮灘

を呈するものと，羽化当時と餓つた魯を継するものとが相顯な1判脅でi認幽1艶，れ鞄，

　この馨！：実から蝕を贔にする誘夢1腺よりの1褥剴物慨を用いて，その欝引力徽調べ鳥菰。職

ろ，誘引腺の色の相違，即ち，誘酬腺の魯が黄飽，淡黄邑繊は乳磁独のlr弓れ饗も勘れ棋

含まれる誘引物質の誘引力には藻が認められない（、従つて，溺引腺の臨が熊盤～聴ご灘し℃

いても誘引腺中に誘引物1齪が消失したことを承すものでないと繍論嵐搬為tS

　このことは，交躍麗卵後の誘引物質が未交羅のそれと岡様の勝引力癒瀧す鵜購鵜よ・’》

ても明らかである。

　しかし，誘引腺の色の変化が起る原因に関しては明らかでなく，翼に研號すへ、歎禽矯

ある。

　誘引腺に直射日光を120分照射すれば，その中に含まれる溺引物質は雄蛾鋤誘り1す葛

力を消央する。aのことは直射日光が誘引腺に対し影響な照漢すこと旋承すもの曝あり

明条件が焙条件より誘引力が劣る爽験結果と併せ誘丸注i－iすべLX一ことであ為と．鱈允為。

　（3）誘引腺の膨出及び牧縮機能

　誘引腺の膨出及び牧縮機能に関して傍策q914）は，この機能は1直1液の鑓ヵと藤卵鶯

及びキチン板に附着する筋肉の1乍用によると述べている。

　著者は，誘引腺の膨出及び牧縮機能に関する研究を行い新しい知見を得たの・C“，この

ことについて考察する。

雌蛾の頭部を構繊は除虫すれをボ謝腺の膨幽及び牧縮鞠跨は金く阻止され7di（鰍7

図）。　この窮爽は誘引腺を膨出及び牧縮する機霞旨に．対し頭部が璽要癬響；糖撮してい為

ことを示すものであり，殊に，頭部にある神経球がこの機能を支蘭しているも‘ゲ軸》・！，

うと鷺える。この考え方は・雌蛾の第7神経載や第8神経球を摘禺したり戴は巾1蹄｝騒

を途中で切断し，誘引腺に対する頭部神経球よりの連絡を途中で絶った；嚇緊に講り1腺の
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膨出擬瑚購lli機澱がfrわれないこ，とによつて遡解出来る、，

轍1肋第帥lll繊（樹榊雛腫）勧脳すれば踊秀棚泉を膨出したSt・：　．KでJlk縮しない

（瑚8図置｝・鵡も’1∴・監二は誘引腺を1贈1繊び牧徽させるUl｛譲の1申経球は第9神経球であるこ

c｝：の献拠盤宏罵｝4・　”．）11二・膓罵，．雌t［ILka．）触肢を慕部から除去すれば，誘引腺の膨出及び

1拠縮機撫・L阻li蕾これゐD従つて，この磯禽撚二対して触肢も：重要な役割を灘じているもの

で轟為撫括丸塩MPち，雌蛾の角蠕支は雄職の翅の振動を感受し，雄蛾の存在を触肢神経

撫漉じて甑漁’二き嬬薦神経球に伝盛し剤幾詣を有するものと誘えれば，誘引腺の膨出及び牧

縮機1脇煽膿，概引物蝦の揮1孜脳程は次のようであると労えられるゆ

羅橘躍雛輯榊1・・T・一燃漁・申樹・i・経一〉，鵜驚1黍、・

翻　　讐鵬購i・・鱒瓢纏・・雄虫㈱1

　次に，雌i職の気門1牙1鎖が灘引腺酬1膨出及び牧縮機罐を阻」ヒすることに閣して労察すれ

ば，1磁（1932）幟遜り漂蟷於ける気門の機能に．就ての研究で，気門閉鎖は膿脳1及びli漿節の

体庶筋肉靴蒲畿｛・劉弩ミ蝋すると報告している。また，他の研究で，猴兇の気門閉鎖は体液

中に醗酸瓦斯の含殿を壕1加す為ことが明らかにされている。

　凱れ簿の拠験と幾：薪の気1円へ艘黙，水灘及び醗酸瓦斯を処颯1させた爽験とを併せ誘え，

雌蛾の気門｝1’彗鎖によy．）講引腺の｝i膨出及び牧縮機能のil［L止は，伸液中の炭酸瓦斯の増YJ［1に

よ斎影響と轟引腺劇臓1禺硫び収縮させる筋肉の麻輝によるものであろうと推驚し、た。

　讃た，雌蛾が灘卵を終rすれば，その機能は消失して認めP｝・れないが，この隙因｝こつ

いては，斑｝凱研究すべ訟でf酊とも説明出來ない。

5，薦麻叢織溺引物欝¢｝雄蛾誘引の週燭掘1三にi調する研兜

　箆麻叢蛾誘引物厩μ）雄蛾誘引の綴期悔に四ヨする論繊は，第6章第g節に於て述べた。

　従“：〉て，こXではその週期擁の発工堪に対する解釈について，その過程だけを示すと次

のようて｝あるo

明築件

：愚1：〉灘墨懸蟹讐業羅；’

　　　　　胃認引物質は雄蛾を誘引しない。

需講引腺、　↑↓σ町逆的に変化する）

　　　　　慨登秀引物質は雄蛾を君秀引するm

　6、誘引物質の典磁悩三と類縁闘係に関する研究

箸齎は，1奪綴その他8麟｛の絹糸虫を謝1物質の共通性力・ら・これを嫁蚕群嫁蚕・

i藥叢う，天贋群（天叢，柞鞭，樟蚤，薄乎火蛾），樗蚕群（樗蚕，箆麻養）の3群（未確

宛…大水轡）にソく　731」した。

　而して，蜜蜜群に属する護i引物質は，天蚤群及び樗輩群に属する誘引物質もまた，そ
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れそれ他群のものとは独立であることを明らかにしブ1．：．　。

　また，誘引物質のPaP瓢clrr’o，　tnatog　i’aniのRf繊はその属す叢逮1に」：1’J　’，’t”　・b・あ㌦

岡じ群に属するそれは圃一・の値を泳す、，

　これ等の事実から，隣引物質には櫨的1｛娠犠性が俘≠［三するものと｛1・1｛論し！・為

　そして，この結果から誘引物1闘が共通1｛kを有するものは甑い1・二灘縁であゐ轟嚇丸徽1

　次に，従来，燕養と搬寮，天盤と柞寮，樗齋と：臨麻叢はf；電∫れな愚幡としズ編樹轟鴇認

能であることが明らかにされている。

　著者は，天蚕と糠撮が俺れを母体として嘆9炎騒し騰卵すゐ孤と培七明らか｛：：し鳶、，

　これ簿のことから，誘引物質が共顯憐をイゴするものは．ノ’1い｛・：謙1峨，産卵か醤∫敵ズ1整1／b

うという謁え方を提…；1騒するc）

　而して，入コ泊勺に交罵，魔卵が可能であゐのに，1Tl然状藤で雑麓力1出寒ない御は朋1｛1

の隣期や，その雄活場所の銀｝ることによゐか戴はFユカWl巌て菰，8いri1礁のね酌1’1・r擦

が出来ないためによるものであろうとt＃iえ応れるo

　7．　戴蚕その他撒櫨組糸虫の鰐引物質に1関する研i究

　著者が蝕にいう誘引物質とは完禽に純粋な物質復謬すのではなく，講別麟よ鶏撫惑れ

る物質をエーテノレ抽幽或はぺe－・パー及びカラムタμ饗トク寧ソイ轍駄つて分灘い穏ll

た物質の慧であり，種々の物質の襖雑な形のもので幽ろうと踊颪芝臥，

　鑛蚕の誘引物斑に．関して，御戴（1915）は油質であろうと薦丸，練孜び移1礫償鱒3）

は脂肪憔の物質であろうと報告しているn

　また，Butenandt（1941）｝よ恐らくCi．6HaoO2の組成撫麿する物質て｝あ勢，菱が）灘、累慧

は，60～アQ°Cであると報告しているQ

　最近，牧野及び佐藤（1954）は従来の蟹蚕に於ける研究及び王沁t㈱an畿の獅號靴引

用することなく，独肉の立場から察蚕の誘引腺から雄蛾を纏引する物蟹衛抽繊し，嘉れ

に雄職誘引雷（Bフnbyxix）と名づけているが，その構造等に關しては触れでいないee

　著麿は・緒論で述べたように窯蚕を中心とし，その他8禰類の絹糸虫の講馴物質に岬筆

いて，溶媒に対する溶解性Pape・r　chromatograpl〕yによる分離，光に対する繋慰澱，

酸化及び醗度処理と誘引九誘引物質中の蛍光物質及び黄魯の蝕索，講粥物鷺の痂鷺｛1二

学的研究その他について研究を行つた結果について誘察する。

謝1物質のP・p・・ch・。・m・tography　e＝よる分離の実験に於て薦轡1物覆は晦瞬，

Bu・tariO工acetic，　Acetonその他無機の溶媒で分離せず，アン　e＝ア，アルカリ樵とし

たButanol　alnmoniaの展開劇で良く分離すること並び｝こ，誘引物質の分離蔀を潔夢縫す

る方法として謝吻質薩難或｝澱性の色素を加えて展rMした聡に，それ1囎騰

色素を加えた場含に於ては藤の鋼婁部が雄蛾を誘引する。しかV，それ1こ醗絶勲

加えた場含に於ては・色素の分離部も・Paper　chromatograin上の何れの蔀勢も雄嬢

を誘引しない。

　また，寂蚕，箆麻蚕及び天叢の誘引物質の酸及びアルカリへの捗行霧験に於て，鹸轍

液（2％HCI）には移行せずアルカリ性液（5％電曹水t　1％蕾性ソーダ1勘1こ：槻fす
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ゐ居W纐詑鰭・賭焔砂くとも横験の；｝竃囲障於て，謝1物飾二酸性鯉
すゐものである弓，1－♪う凡塩れ職，

尚ぱ虻翻・・1鋤物艶蜘吻剛II噛肋・燦イオ翅誕度欄べ繍裸によつて
［リ1らかて、㌘，鵜，

綱1物撫励？ムハ・マ1ヴジムの吸・翻三a・－ii部に吸着されることから11脚こ分子鍬

の火な為物鷺であるお物瓢られるc，

捌レ臓は譜舞相光姻欄・∂矯分解に規ては比轍勺不安定な物質である。而して，

謝1物跡舖二1掘耽！購i’し1L渦臨それが謝1カを字敵する屑咽は翻4・日光の影響と

惣雛矧蝋姥iは繍靴もソくいに1｝階勲嗣一ものど駐る。このことは，真き紳

｛婿例i物徽義ご入れ1贈目1光烈糊・1した嚇舘こ，それが誘引力を消失するまでの時闇が然

らガ廓場台に比較し歴ぐ長くかkること及び1磯黒中で樗り1物質を酸累で酸化しただけで誘

引力登襲ら・瓢・迄二簿に、」こつても烈i明出来為。

　繕引物鷺は高1｝illに対して比鮫的軍安建な物質であるが低潴に対しては比較的安定であ

為と湧丸ゐ，，而して。Papeコ幽C］）1：01）latogl“aphyによつて分離した分離部を常盗で乾燥

しても繊は高灘然甥｛1（75～80f’Cで21聯閥）を行つても誘引物質は誘引力を消火する。

これ鱗の菰と～嚢簿引物質改）酸灘による酸化の鍵験とを併せ誘えると，誘引物質は揮発縢

で勘為占趣に，酸化され揚い不騰建な物牒｛であると漸えられる。

　次に，科繍絹糸虫のil翻1物質中に蛍光物質が存喪することを見幽し，繍々実験を露ね

≠二結殿，鵜の蛍光物質は講引物欝に特窃な蛍光物質であることを確め，これを綜括して

五Z伽ガ蜘繭γ伽躍と命癌しゾ：：⑪而して，このAllurinoclzptome　lよ，誘引物質により，

その臨に相燃があり，zaれが誘引物質の共・通｛蹴三による類縁関係と良く一致することを明

｝～）かにし，これty－Alluptinoclzro）ne　A（蛍光働は認荒ノレト紫…蚕蹴桑蚤ン五1伽吻o－

cJzrome黙（蛍光鮎は：欝…ヲζ：鞭，棒養，櫨養，薄墾火蛾），Alluri‘nochro”ne　C（蛍光色

は紫…樗謄，箆麻叢）に大馴し，これが誘引物質の共趣性及び誘引力の発現に電要な役

捌を灘じているものと誘えたa即ち，木研兜に用いた奢種絹糸虫の誘引物質は，何れも

五”解観爆を膚している。また，これ等の絹糸虫の誘引物質は，その吸牧曲線に於て何

れも渡羅440ni・tに明瞭な1吸牧駆大を承す。従つて，誘引物質が共通性を有するか否か

の驚魂は，／L〃欝伽腕プ㈱2A，B，Cの相違によるものであろうと嵩えられる。

　また，孟lluritmOalt70maが誘び1物質の誘引力の発現に璽要な役捌を果していることは

それが誘引力を窟する揚脅に於ては，Pap　3r　chromatographyによつて分離するが，

誘引力を有しない場掛には分離しないこと及びAllurinochromeと．Alluptetineとが

分離すれ窯，誘引物質は誘引力を消失すること等によつて明らかである。

　次に，誘引物鷺に．特有なAIIzereti72eが誘引物質の誘引力発現上に極めて璽要な役割

を果していることについて述べるo

即ち，誘引物質に癒射日光を照身扱び光分解を行うと，その誘引力は次第に消央する

と共に五1伽γ8飾躍の色も漸次腿魯し，2～3時間後に於て，その黄色は消失するoこ

れと圃1晦に，その誘引力は消炎する。

　また，誘引物質徹高灘処理しナこ場命に外観的にAlluretineに変イヒは認められないが
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処理前に櫃めて良く溶解した有機溶軸1｝こ不溶となるt，この鋤脅に1繊Jl物概は離鰍癒婁融劉

するカを消失する。

　Allur　inocl’irOineとの関係は前1・諭1ニヘブ：二とおりであゐ，，

　これ等の事：芙は，ノL〃2〃θ舷ノleが1泌拶［物質の1｝擾刀力の発覗に煎熱甑照ヒ割老1ご果してい瞭鵡

とを承すものであると」考える。

　誘引物質の吸牧曲線を調べた結果について考鰐護すれば，何れの鰐引物骸く，靴れが騰樹

力を有する場合に於ては，波長4・llOtll．　・εに．明らかな吸牧甑大が認め畠渚1’為が，噺融が轟

引力をコ傷しない場舎には，　こ二の吸牧棚大は｝認めらオLない。

上に述べたように，何れの；謝駒貿轍矧40m’に卿1鱒歓翻紳孤、鷹口粥駒騨
を生成する蟷礎物質が圃じであることを瀞1味す為く、のり凝あろ弓～ゴ拷禽．られ鷹勘、

　：要するに，誘引物質は，波優440m・・に吸牧楓大を派す暴礎物顯1、：：　AUttプジ勲ρ加醗1磯A，

B及びC）とAllZt？”etiveeとが何簿かの形で織びついてい為雫1；漁に分予鰍のメ繍が義講糠

な物質であろうと推建した。

　8・　象蚕及び箆麻蚕の誘引物顕生成磯構に関すつる研艶

　簸寮及び駕麻蚤蛾誘引ll泉の誘引物質生1測幾1脚こついて，錦9蹴に燃へずこ鍵験融駅，熱

ち・蝋の発育に伴う体液及び誘引腺の形戚が予想されゐ蝋俸の末端部3環鱒拍li醐物め鰐

引力と，その抽出物の吸牧曲線の変化から推簸すれば，講り1腺が講引物質徹｛1ζ騰穿着蹴

る裁礎物質は体液中に存鷹する。浦して，この物駁は，少くとも澱輝44伽V蒲ご中心も翻く

なる吸牧繊大と波憂470mμに甑めて4・さい吸牧憾穴の2つの山聴激岡爵物臓矯ある5ぬ誘

えられる・該物質が誘粥夷中で，その腺糊包の機1鶴より，醸440・n！韻鰻聴：鰍軸、

すような物質に生成されると，この物質は誘り彬”質として，雄蛾寮勝引すゐヵ搬鞍蘭為

ようになるものであると考えられる。

　而して，体液中にある護翼吻質は比較的愛定であるが，誘引物麟になれば比藤麟触コ船窮駕

な物質になるものと労える。

x［，摘　　　要

1・この研究は，獺謙蚕，天蚕一乍鼠樟蚕，薄秋蛾醸，麟勲び大フ赦

背等の雌蛾の酬腺に関し誘弓隙の発坐学的研兜謝1腺の謝廟鱗紬撫醐す
る研究誘引腺の形態学的研兜簸養誘引腺の生理機能1こ関する研號，箆蘇鍛蛾，誘引物

質の雄職誘引の週期監に関する研究窯蛋その他数種絹糸虫に於ける誘引物質の搬驚難樵

と類縁関係に関する研兜誘引物質に関する研究誘引物質の分光化学的研究，猿び講引

物質の生成機構に関する研究等についての請事項を取扱つた。

　2．家蚕及び箆麻蚕に於ける誘引腺の原塾は，幼虫の矧1環節両側気門下綴夷と臓繊に

亘る間の皮樹の部分に存在することを発見した。即ち，熟養期に第U美漿飾に於て左右弼

れかの側について鰍劇こ心として・気門「線からll轍との闘・波蹴際1鋼聯駄
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に鵬翻榔概しか燃沸齢ことから，この部分に羅が儲すると裁る。
・「一の原羅・雌割ε鰍畑・翻瞬多附オ蝋職腋態セ・伴つて発逮分化レ成蝉

於て略二囎嬬引［1糖燃する・㈱に」・つて形成された繊離蛾の謝1腺中の謝1

物駁は雄i鷹鷺誘引すゐカな有する。

鵬蛙の捌1蜘よ・難酬辮辮礁てその侃激定されるものであつて，その後

　朧姻）陥燃鯉ヨ獺塊螺によつて，あま膨鞭愛けないものと獣られる。何
故オ感ば・幼虫期1孤櫛鰭れた誘引糠の1菓熱は，宿盛三の性とは無関係に，即ち性の分化

に1締体内的爵灘1嚢のll礁に影響翻凋鵡にその後期発生を略正やiζに継続して，分イヒを完

成す為鵜諏が認め貯｝れたカ・らである。

　3，謝隙の1謝i物製揮陸燭樵に関する研究から，誘引物質の揮散潰程に2つの型が

あ孫こと徹明らかにし次のように分類しソこ。

　　ω　卑チン｛露趨瀬瀬猫…・蝋蚤，樗搬，薙麻蚕

　　（2）キチン鯛蝦部磁濁鴛憂……天叢，柞寮

4一醤翻縣扱び弐錨箏’1に於ける9轍腺虫の謝1腺の形態を調べ誘引腺（側癬

巻含む）の彪襟の相似が鰐引物慨の共通性による類縁関係と良く一一一・一致することを明らか

にし，次のように4つに火別した。

　　ω　簸叢型……搬叢，繁寮

　　〈2＞天鞭型……蹴叢，柞叢，擁搬，薄尋火蛾

　　（3）樗寮型……樗鞭，箆麻欝

　　く4）　火水饗響型……大水欝

　5，鰐引腺に懲ゐ部分は膜質であるが，この部分は紫外線の下で何れも黄育色の蛍光

を現わすことを見繊した。従つて，誘引腺の判別法として，組織学的方法によらず大陽

鷹の下で蛍光を見為ことによ“）て判別，決定働来るものと湧える。

　6。戦蟹雌蛾の誘引物質は愚夜の別なく何時でも雄蛾を誘引する力を有する。しかし

誘引物質の雄蛾誘引現象に日週期性があり，誘引力の最も旺盛な時刻は，1日の中，午

薗3～5隣であることを明らかにした。而して，この週期性は，憶明（200Lux），恒暗

の光の集件によつても，触肢，複眼等を除虫しても変化しない。このことから，自律的

週期性が存雀するものと鷲える。

　7・鑛蟹誘引物質の誘引力は明の条件によつて著しく減退する。このaとから，明条

件は誘3腺に対して誘引物質の誘引力を抑止する作用を有するものと考える。

　8講額の誘引物質は羽化直後から強く雄蛾を誘引するカを有しており，羽化後の経過

時間によつてそのカは急激に滅退することはなく，また交尾或は未交尾産卵した後の雌

蛾の誘引腺に於ても，その誘引物質は強く雄蛾を誘引する力を有する。このことは，雌

蛾が艶死しても誘引腺中の誘引物質は雄蛾を誘引することからも明らかである。

　9．鑛i鞭誘引腺の飽は，羽化当時に黄色を暴するものが多いが，羽化当時から淡黄色，
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乳白色を呈するものも存在し，誘引腺の蝕は交爆1，擁卵に：よつて白舘おなゐものではな

く，その色は黄色から淡黄色，乳白色に，家た，鰍’白偽から黄融或は淡齪熟にと櫨／st《1ξ

化するものであり，誘引腺の色と誘引物質のlll弼1：カとは関係がない、“

　10・家蚕雌蛾の頭部を除虫すれば誘引物質の誘引ソ」は著しく誠退する。cr．の鵜とから

誘引腺の機誰を支配する中枢が頭部にある神経球に存准することに．よるもので審，為ゐ勃

える。憂1に，この考えは中枢神経連鎖の切断，神経球の摘出が頭1！那除画♂二糊じ影響癒’∫

える職を徽函ことによつて識明した。

　11．簸蚕の幼虫期に片側絹糸ll；il，卵蝋籔を摘出，或は卵蟻と羅汎，｛とな三嚢換移腋tドて樹

化した雌蛾｝こ於ける誘引物恨〔’の誘引力に｝」；殆んど藻が認め幽れないc，

　また，雌蝋と雄蠕を援i合させて羽化した雌蛾に於ける誕1引物質の鰐引力は，無処：煕蛾

のそれに比i鮫し萄劣る傾向を聰めた0

12・懸の僧繭申に吐糸孔を閉鎖し，蝸体内に絹物蹴脚1澱て羽伽。削職謝i
物質の雄蛾誘引力は著しく減退する。

13・獺雌蛾の気門閉蜘砿つてその謝1物勲）謝1カが劣る。cの場脅譲椚闇鎖

の数が多くなる楓また，繭半気r欄鎖より鮒嬢燗撃微の鞠の方が謝1物鋤，，糎引

力を阻警する。

　14・猿寮の誘引腺だけに薩射’日光を90分照鮒すれば，誘引物質の鷲引力は轄しく識澱

し，　120分照射すれば誘引腺の抽幽物は雄蛾を誘引するカを消央する。然し，蛾伸だ抄

に翻姻光を照射しても謝吻質の誘引力｝磯は認められなかつた。

　15．簸蚕雌蛾の触肢を除虫すれば，誘引腺の膨出及び牧縮機能は1籔止され繕引物斑の

揮散が阻警され雄蛾誘引力は減退する。

　このことから・雌蛾は雄蛾の麹の振動を触肢で醸受し，雄蛾の揮寝を触肢神鰻逢懲じ

て頭部にある神経球に伝え頑部e・ある神経球は申櫛磯樋じて誘夢i勲灘一繍

せしめ，誘引物質を揮散することに対して璽要な役割を果すものであると嚇丸る。

16嫁蚕謝1腺の灘及び牧縮機能を姻する申枢は頭部にある・拝隆球に磁する。

而して，直接，誘引腺の膨出及び牧縮機能を司る神経球は窮9神経球であると誘える。

この叛方は雌蛾の頭部を嚇すれ｝ボ謝腺の膨出及び牧撒能が禽く阻止さ泌。

また・第7及び第8神経球を摘出或は中枢神経連鎖を切断すれば頭部除虫と同じ影轡鷺

与えること及び銘9神経球を摘出すれば，誘引腺を膨出したまXで牧縮しないこと簿に

よつて証明レ謝腺の膨出び牧徽自髭は次の過樹こよるものであると翫て説肌た。

　　　　騰雛膿→麟曜辮醸→㈱経→一、辮懸、”
　　　　→誘引腺…槽裂搬賑・・槻撒警…・雄蛾誘引

17塚蚕繊の気門閉鎖によつて誘弓隙の脚及び牧徽能はPE7L止される．この脳

が炭酸購の影響であることを紺llへ際・螺及び勲醐等を作用させた爽験によ



N‘’・7　　　！纐そのf蝋酬1刺ゆ謝瞭こ関するイ冴究　　　　99

つて証明し允。

18一纈酬1駄・酬すると酬腺を蕨u及微禰為襟を激する．。の原障
関しては宋だ何ともll蛇明出来ない。

19・蜘横螂棚1物斑が雄蛾を謝1す棚撚，1撚状態に於て認鰍ぴ夜徽、
時刻により明瞭な日週卿1性を示す興味深い蜘爽を発見した。即ち，自然状態に於て，夜

聞の時刻に於ける誘引物質は強く雄蛾を誘引するが，慰間の瞬刻に於けるそれは殆んど

雄蛾をii翻1するカを膚しない。

　而して・この日週期凶三｝劃憶明（200Lu幻，恒噛条件に雌蛾をおくことによつて変化

し一1醐細に於て1踊腋嚇刻の姻1醐筋ずtその謝吻蜘よ雄蛾を謝1するカ
を府しないのに風し一r鄭喩条件1こ於ては，楓夜4）時刻に拘らずその誘引物質は強く雄蛾

を灘引するCl

従つて，酬横購矧蝦のム繊謝1の遡惣・蘭季1酌週期性がギ確しないものと
鷲え為。

　20。工冠麻盤雌蛾の誘引腺1鳳対する明及び暗条件の影響は，明条件は誘引腺に抑止的に

働いて，その湧引物質が雄蛾を誘引しなし・ようにし，職条件は，誘引腺に作用して，明

条件による抑止を解いて，その擁引物質が雄蛾を誘引するように促進的に働くもので識，

ると解釈され為。而して，瞭及び1掲が誘引腺に影轡iして，誘引物質が雄蛾を誘引したり

戴は鰺引しなくなつたりする暗及び明処理の時間は何れも2～3隣間以kである。

　従つて，箆麻懲蛾の誘引物質が2～3隣間の比較的短時間の明及び暗の影響によつて

誘引力が現われたり域は消央することから，誘引物質は可逆的に変化し得るものであろ

うと誘丸ることが妥当であることの論拠になるものと考えられるもので，明の影響によ

つて誘引物質が誘引腺中より消失し，階の影響によつて再び誘引腺で誘引物質が新しく

生成されるものとは藩えにくい。

　21。箆麻蚤雌蛾の触肢を除虫すれば，明に於ても階と同様に誘引物質は強く雄蛾を誘

引するが，複眼を除虫しても，この目週期性は変化しない。このことは，箆麻璽蛾の触

肢が光（明及び階）を感受する機能を有することと深い関連があるものと考えられる。即

ち・雌蛾の触肢を除表することによつて，明或は階なる影響を識別する機能を尖つた為

めに，誘引腺の明なる抑止が不可能となり，雌餓は瞳条件と同様な状態におかれた結果

であろうと晦えられる。

　22・箆麻蚤雌蛾の頭部を除表或は結紮すれば，雌蛾を明及び暗の何れにおいても，そ

の誘引物質は雄蛾を誘引しなくなる。即ち，誘引物質の雄蛾誘引力及び週期性の中枢は

頭部殊に頭部にある神経球に存在すると考えられる。

　このことは・中枢神経連鎖を切断することにより，頭部除去の場合と同様に週期性が

変化した結果によつて証明されるQ

　23．箆麻蚕雌蛾の保護温度も誘引現象の週期性に関係を有するような傾向が認められ

るが，それよりも光（明及び暗）の方が強く影響しているものと労えられる。

　24・箆麻蚕雄蛾の誘引物質に対する感受機能には日週期性は存在しない。このこと

は，誘引物質が誘引力を有していれば雄蛾は何時でも誘引されることによつて明らかで
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ある。

　25．箆麻蚕雌蛾誘引物質の雄蛾誘引理象のill週期性に対して次のように，　Ctれな説明

した。

　即ち，雌蛾の触肢が明或は暗を感受して，これを触肢紳経な漁じて，頭部に聴噸紳繰

球に伝える。頭部にある神経球は中枢神経准通じ末端神繰球賢あ為第帥li纏瀦㍍凱の

明或は暗の条件を伝える。第9神経球は明1麿2つの場含｝礁それぞれ鐡つだ鍛件数1謝1腺

に伝える。誘引腺は，この条件によつて誘引物質に夷才して，雄蛾な講引す為よ籏ゆ臨，

或は誘引しないようにも可逆的に変化させ繕るものであゐ。

　この場合，明は誘引腺に抑止的にf4琴目し，階は誘引腺に対しで〔足鵜的に作用して明の

抑，止を解くように働く。而して，頭部に．ある神経球が薩り1物慨の溺引力の羅覗数霞配し

ていると誘えることによつて無理なく説明出来る。

　26，蟹蚕その他8種絹糸嵐に於ける湧引物質の共通徽に1凋すゐ研i兜か恥，携馴物貿が

互いに共通に作用し合う（共通性）絹糸虫の存拍iすゐことな発見し，次の3群に凶別し

た。

　第1群　簸癬群……寂蚕，繁蚕

　錦2群　天餐群……天蚕，柞蚕，1鍛蚕，薄季火蛾

　第3群　樗蚕群……樗鍛，箆麻讃

　　　（未確定　大水轡）

　而しで，各群に属する誘引物質は，その属する群の綱糸嵐には典遡燃な膚す為力畷な

る群に対しては共通性を有しない。即ち，錦1群に属する誘引物貿は，辮2群澱ぴ鯖3

群のそれとは別欄のものであり，第2群及び第3群に属すゐ誘引物質もそれぞれ独蹴で

あることを明らかにした。

　尚，誘引物質の共通悔の点から，その群に属する絹糸虫は互いに燈縁であると漸丸たe

　これらの事翼から，誘引物質には種的特タ纂憐がPt；（Eすゐものと紬論するQ

　27．豪蚕と桑蚕，天蚕と柞蚕i，箆麻寮と樗餐は何れを母体としても交礪，醗卵する鳳

とが明らかにされている。

　著者は，誘引物質が共通性を有する絹糸虫の間に於ては，交羅，縢卵が可能であろラ

と考え，これを・天蚕と樟蚕の交尾，塵卵によつて離明し，このことかお，賞腿，蘇卵

が可能である絹糸虫の誘引物質は互いに共通な誘引力を有すると歎う説を提嘱する．

　28．自然状態に於て，鎌蚕雌蛾の誘引物質に桑蚕の雄蛾が誘引される覇禽に，搬養雄

蛾の活動に明らかな日週期性が存在する。而して，桑蚕雄蛾グ）活鋤の盛んな時翔は，多

少の例外は見られるが，一般に1日の申で，正午から午後6時を中心として活動週期の

山が認められる。

　29，象蚕その他8種絹糸虫の誘引腺をエ…テル，アセトン，エタノール，クロ獄フォ

ルムで・抽出した抽出液は溶媒の如何に拘らず，黄色を呈し，その抽出液の灘媒を揮発

させると黄色を暴した結鹸状の物質（誘引物質）が褐られ，これは櫨めて微撒で強く雄

蛾を誘引する力を有する。

　また，そのエーテル抽出液を長く放置すると油脂状～寒天状の物質が坐じ，この物顕
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は雄蛾を紛引す為力な窩しないから恐らく誘引物質が変化したものであろうと増えられ

るv

　紛引物質は，n：　”一　「’ル，澗油工一テル，エタノール，メタノFル，プタノ”ノレ，クロ

ロソオルム，ベンゼン，石油ベン’ビン，アセトン，キシロール等の有機溶媒に極めて良

く溶解するが，水には難溶である。

　30・講引物質をPaper　cl〕rom就o解aPhyによつて分離する実験に於て，一般に用い

られてい為1磁開剤（王加tanol　acetic，　Pheno1，その他無機の展開剤）では原，1勲こ留つて

分離しないか誠は」堺圃，るので，Bu蜘01にAI㎜ユQniaをカllえたButanol　ammonia

（3：1）を伶つて展開剤として胴うることによつて，誘引物質は良く分離し，その分離部

は強く雄蛾を誘引すゐことを発見した。

　この腿開剤での1’aper　chyonvato露ramのRf値は，簸蚕，桑蚕はO。84，天蚕，柞i蚕，

樟鍛，薄拳火蛾は0・93，樗資，箆麻寮は0．88，大水膏は0．90であつた。このことは前に

述べ鵡謝吻質の共漁性による類縁関係と良く一致し，誘引物質a．）共通性による分類

の：配しいことを灘三明するものである。

　また，腿｝用剤13utarlo王ammoniaに．於て，　But乏mo1に加えるAmmoniaの割合を多

くするとPap6r　cliromatQgramのRf値は低くなるQ

　31・Paper　chrontatography　に於ける分離部の決定は，誘引物質中の蛍光物質

Allurimochromeを見る方法と蛍光を見ないで誘引物質の分離部を決建する方法として

誘引物質に微盤の蝕索を加え，色素の分離部によつて決定する方法について研究し，塩

黎性の色灘（Bismark　brovvn，　Gentian　violet，　Methyl　violet，Nilblue，Fuchsin，

Suda1堀）を加えた場合にをよ，誘引物質の分離部と色素の分離部とが良く一致し，色素

の分離部は強く雄蛾を誘引する。然し，酸性の色素（Anilin　r3d，　Congo　red，Fuchsin

S，Eosin）の場合には，色棄は2～3に分離し，色素の分離部は雄蛾を誘引しないし，Pap－

erchromatogramの何れの部分にも雄蛾を誘引する分離部は認められない。また，誘

引物質中のAllurinochptomeは色素の分離部と分離する。

　誘引物質に二塩議性の色爽を加えた腸合のPapar　chromatogramのRf値は，　色素

を加丸ない場合よりも，また，色素だけの場合よりも何れも低くなる。

　また，誘酬物質に加える色素の種類によつて，Paper　chromatogramに於けるRf値

は異なる。

　32．誘引物質に対して温度処理（70°C100分，80°C90分，90°C60分，100°C30分）

直射日光を2時間照射，酸素による酸化5時間，光分解3時間，IN・NaOHで加水分解

1時間を行うことにより誘引物質は誘引力を消失する。従つて，誘引物質にこれ等の処

理を行つて誘引力を消央させた場合の誘引物質はPaper　chromatographyによつて分

離しない。

　33．箆麻蚕の雌蛾を明（200Lux）及び暗に，それぞれ4時間おいた後の誘引物質の

Paper　chromato竃rapliyに於て，　雌蛾を暗においた場合には明瞭な分離部が認められ
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　るが，雌蛾を明においた場含には，その分離部が認められないCJこのこと1嵐，鵬σ1物慨

が誘引力を有する場含に於てはPapar　cl〕roロ1ato露ra瓢に於て分閲｛郡がk：在し，越引力

　を有しない場合に於ては分離部カミ存在しないことを識明する1つの三li；拠で～蔓，る、／

　34・r謝1物質は突験の範囲内に於ては少くとも脚生を鰯一教，この瀧はPal蹴

chromatographyに於ける腿開剤がアン・ヒ器ア，アルカリ惟としたBuLt．tuol　ark’lmonia

でなければ分離しないことや，酸及びアルカリへの移行鍍験によつても鰯リ播れ駕“，）

　35・i家蚤誘引物質の融点は，67～71°Cの範闘でtJ比鮫［’1勺低い物慨で識，7al　it、

、36．誘31物質に直射日光を照射すれば，　照射1時闘後より翻り1物蜘11の叢伽の灘瀬

A”uretineは腿色し始め，2時閥後に於てAlltcretineは殆ん劇k賊エして無繍占な胤，

謝物質の謝1カはAll・…tineが腿乱始めると1芦鞠こ腿しそれ耀～ん翻馳す
ると全く誘引力は消失する6

　この際，誘引物質の受ける温度は，27～28°Cであつたから，　漁鷹によ為難響ではな

く薩射日光の作用であると誘えられる。

　然し・期中に捌1物質留δいて慮射既を照胴・ると謝1力翻狭す舷・醜鰍

る嚇1帳くなる・この鞍力・ら，酬既の醐による捌1轍の謝1加）消タ鉱，
磁射日光肉体の作用と共に，搬気rl罵の鹸素をこよる酸化も大いに関係す胤，

　このことを誘引物質は嚇駄る酬ヒ5　糊によつて謝1力翻慧廻・る爽験に勲
証明した。

　．37．誘引物質は光分解2～3時間で誘引力を消央するが，紫外線な6時間照射しても

誘引力は消失しない。この際，誘引物質の憂けた温度は，21～22。Cであつたか感，灘

度の影1靴は灘られない。

38誘勤質鵬温闘して不齪な願であるが低温闘しては比較爵鞍蹴蝋
・である。即ち，60°Cで150分，70°Cで130分t75°Cで120分，80°Cで90命，90°Cで

50分・100°Cで30分で謝髄よ・温灘蹴肌て鹸的蠣弱フを融煽e
然し・低温｝こ対しては，酬物鋤P・p・・ch・。蝋・9・apl・y｝・よ研灘蠣繊

し嫌を繍させた後に，それ麟解せしめても尚誘引力鮪することによつて蹴，
かである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　w

39誘引頒中には・それ｝d響醜縦物勤儲する・と醗肌，。繊綜糺
て鋤物蜘・・と銘した・而して・朋・〃伽励・・嚇絶によつて謝物
質を3つに大別し・それぞれ，AIIurifioclzrome　A，B，Cとした。

　　oAllurinochr・lne　A－・…コバ・レト紫像蚕，鰹）

　　2・・’・All・・ri…1・r・me　B・一脊（天蚕，幡棟蚕，薄tt・火蛾）

　　3．　Allurinochofome　 C・・・…　紫　（イ霧蚕，　箆麻蚕）

而して・All…in・chr・・neのP・p・・ch・・m・t・9・鋤1’・：：於1ナるRf鰍，13。嫌。。1

ammonia（3：1）で，そのAはO．84，　Bは0、93，Cは0、88であり，ButanQl　acetic，Phenno1

等では分謝ず・80％A・・t…4％クエ・蜘一辮のR、KE＋nCMHfb｛tllでは1繭瑠つて
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上昇しないo

　40・AllZtri’moclziromc　lよ繊ジ1物駁の諮引力並びに共通性ail）発現に対して極めて重要な

役割癒償じており・隣げ1物質の共通性による類縁関係と良く一一・tuする。即ち，　Altur－一

伽06加ω溜とA〃2‘70如26とが分離すると誘引物質は誘引力を消失する。

　41・Allzvrifioclzronie　lよ温皮処理，噛：射日光を照射，光分解及び酸化に対しては極め

て安慮である。また，過酸化水紫，ナオ硫鹸ソe－mダ，薫硫酸ソt…ダ，無水皿1硫酸ソt’・’ダ，

漂白粉簿で1時間処麗しても変化しないが，　過マンガ酸カリ，　濃硫酸では変化して

A，　llzgr　ia・Ocltγo”・tOは1肖火する。更に，魂伽グ伽0醜γ0辮θはユニタノール，メタノPtノレ，

ゾタノ門ル，ア・ヒトン，クltt　v・1フオルム，工門テル，石油工一テル及びキシロール等の

イご機隣媒に撫めて良く渥1解するが水には比較【il勺難溶である。

42講償その他8櫨絹糸聾ゆ棚吻馴・1には一肖軌も，エタノ・・ノレ，メタノPノレ，プ

タノール，凱陣テ7tx，塒油鵬一テル，アセトン，クμμフオルム，ベンゼン，キシロ・…

ル簿の制幾溶媒に掘めて斑く溶解し，水には殆んど溶解しない黄色の色素が存在する。

この黄蝕の臨紫は，拠験の範囲内に於て，リポクロム籐（カロチノイド系）色素，アン

トチアン族色黙，フラポン族色素，オ塘クロム篠色素，トリプトファン系その他既知の

色粥でないことが明らかであり，誘引物質に特有な色爽であると同簸し，これをAllU－

reti7vaと命塙したo

　43．　Allureti・neは，慮射IEI光の照射及び光分解によつて溶解，腿色する。而して，

Allzeret’ineが腿蝕すれば誘引物質は誘引力を消失する。また，AllZfri7tochtomeとAlltt－・・

reti・neとが分離しても誘引力を消失する事爽と併せ聡え，　AZZuretineは誘引物質の誘

引力発現上，糠めて寛要な設ll｝llを果しているものと誘えられる。

　次に，AllZCPtetineは温度処嚢至（前述）によつて外観上，変化は認められないが有機

溶媒に不溶になる。而して，　AllZtretineが有機溶媒に不溶になると誘引物質は誘引力

を消炎する。このことも，Alluretineが誘引物質の誘引力に露要な役割をなしている

1つの箏実である。

　44．鋪綴その他8種類の絹糸虫の誘引物質が雄蛾を誘引する力を有する場合に於ては

削に雛げた9種類の何れの誘引物質も波長嘱Omμを中心として明瞭な吸牧極大を承し，

これが誘引物質の吸牧極大であることを見出した。

　この吸牧腿大が誘引物質の吸牧極大であることは，　Pap　ur　c・hromatography或は

Chromatographによつて分離した分離部の再抽出液及び箆麻蚕の雌蛾を暗においた誘

引物質が雄蛾を誘引するカを有する場含には，波長440u↓μを中心として明瞭な吸牧極大

を示すこと等によつて識明した。

　また，誘引物質に対して温度処理，薩射日光を照射，光分解簿を行つて，その誘引力

を消失させた場含には，波畏440n1μを中心とする吸牧極大は認められない。この実験か

らも，波畏糾Omμに吸牧臨大を有する吸牧曲線が誘引物質の吸牧曲線であることが明ら

かである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　’
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　これ肋ことから，謝1梛建の蝋曲線欄べること（’・：よつ℃ム1職矧1い献唄、

謝1物質が謝1力鮪するか・否か譲た，濃440m卿卿改蹴叫証さは謝団勿艶曝：

に比例することから，謝【物即ひ謝1加強弱雛鰯一ることが1昧祉叛嶽，

　45．誘引物質は波長440mμ｛こ吸牧憾大を有し，柚有な蛍光物質〆1”zs「iTu，chrtnf・xaと

黄色の色素A”ureti”eとを有する物質でEl1，り，カラムクv1マトグツムに於て1轍，醐・瀬，

k部に囎されることから，　1・ll【蜘紛磁の大な勧鰹あ葡と叛昧職，

46疎搬び蜘轍・於て珈発育畔つて口酬獺鰯夢1力姓・椥糊は、tll’fi

体陳於て誘醐の繍の形働・糠さ泌・欄賜，靴2～3晒鹸・ご既購
引腺申に謝1物鄭傑し灘蛾を1翻す勧鮪する。

47嫁搬び麟酬隙の翻4姻吸劇翻に隙。てISr．，酬膿鍛鮒靴鋸、
賜勲或磁礎期測鞭1・に磁するe　irffし℃，・蝋ジン｝紗くと轍測40齢

騰中心とした蹴鞭に波矧Om・眺既鮒物遡で醐峨

質鯉臨近緻瓢欝繋難錨寛ξ鯉搬懲讐鷹纏簿

に伴’体繊び樹腺の形成岬想さ泌㈲糊部3聯をエー・踊職て吸欄，
線欄べた繍鞭ける吸牧｝蜘灘・変化か雛灘来る。

　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　　　漱

醐証19°隠蜘発醐・就て　　　　蘇緬蜘。。
箭騨劇9・1顯肋撫・・就て　　　・鶴麟轍糊灘．
F「e111ng・H・H・・1909　Di・Sacc・1・la・…les糊B。。，b，。　m。，i，、Z，i瞭．f，

　　　　　　wiss・Zool．　Bd，，92

Dee脚1912　D・…rg・・・…W・・b・h・・（・・蝋by・m…）1…mdb．　de，．　1／tnt。．，

細栄太郎19°5魏騰変態の襯　　　醗繍，13（142、t45）

牌　｝ P913銘翻並交羅に於eナる蛾の生命　…　・一一一，．22（252）

　　　｝日913蚕鳩制生理論　　　　　　明文鎧
欝雄 ﾕ懲欝鞠醐・he・㎞譜灘蕎・器蹴．

K・11・・，V・llll9灘讐11・驚畿欝欝製ll鵡
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C，騰引腺キチン層響ミ闘4）炎趨。A，　G，移糠によつて形成された誘引腺．

1，獄叢誘引腺の片ll琶1原暴除筑，誘引腺が約％形成されないQ

　　la．雌鷺i，laにlllく暴を移憾して形成された誘引腺。

　　1b．雄鞭児に原芝£襲を移懐して形成された誘引腺0

2。鷹麻敏ξ纏り1腺のJ・｝・・側原蜘徐虫。誘引｝1泉が約Y2形成されない。

3．4，廠叢、砺引腺の蹴子llr1微鏡塚其Q約5，000倍。誘引腺キチン厨の衷面に多数の

　　　キチン’礎趨が伊掘し，誘引物質が突趨の先端から揮散されると考えられる状態が

　　認められる。

5．天寮灘引腺の誘引物質揮散状態。誘引腺に突起は認められない。

6．　柞養，砺引腺の総引物1農更揮散状態。岡　上。

7・樗鞭灘引腺の騰引物質1軍敏状態。1剛1腺の表面にキチン突起が存在し，誘引物質と

　　彰克られる分泌顯粒がキチン突起に向つて移行している状態が，ところどころに認

　　　められる。

8、箆麻叢漉引腺の鰐引物質揮散状態。誘引腺の表面にキチン突起が存在し・誘引物質

　　　と誘えられる分泌頼粒がキチン爽起に向つて移行する状態が明瞭に認められる。

9，圃　上。鰐引物質と総められる分泌顎粒がキチン突起に移行する状態の拡大。

10．嶽鍛誘引腺の形態（背置i図）。

11．岡　上（側預i図）。

12，　灘5勲鷺，誘弓1｝腺a）形慧墜（背面図）Q

13，　F茎可　 上（側面図）0

14．天ii賠誘引腺の形態（瞥面図）0

15，同　上（側面図）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

16．柞澱誘引腺の形態（側面図）0

17．　req　上（月夏面図）0

18．擁蚕誘引腺の形態（側面図）。

19，同　上（背面図）。

20，薄手火蛾誘引腺の形態（側面図）。

21，樗蚤誘引腺の形態（側面図）。

22，岡　上（腹闘図）。

23．箆麻蚕誘引腺の形態（側面図）。

24．　大水青誘引腺の形態（側面図）0

25，　　同　　．．．F＿　G！奪面図）。

26．鎭寮雌蛾の神経球揃且と誘引腺の膨出及び牧縮状態
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　　A・第脚経球を摘出。謝P斐畏を膨出した齢で牧縮しfmい，，

　　B．第8神経球を摘出。誘引腺を膨出しないc、

　　C・　1第7神経球を摘出⑪誘引腺を膨出しない。

27・肉然状態に於ける家養誘引物質に対する簾叢雄蛾4）1叉臓，

、
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STUDIES　ON　THE　ALLURING　GLAND　OF

THE　DOMESTIC　SILKWORM（刀o〃吻a’〃zoゲづL．．）

　　　　　　　　　AND　SEVERAL　OTHER　KINDS

OF　SILKWORMS
Dr，　Hiroshi　TAKEDA＊

（Lab。・・t。・y。’fi・・Sill・wb・m　A・・t・my・・d　Phy・i。1。gy，　F。。ulty。f　T。。ti1。

and　S〔うricultllre）

　　　1・1・thi＄t・eati・・the　st・di・s・f　B・吻x“，・・几IN寅AEUS，　B。。鵬

”綱・プ伽MOORE，孟励・…り伽・mai　GUE衣IN，み痂・・。・り鰯ゴ
GUER・－M肌，0助・Pl…ブ砂・耽・BU’ICEI　ER，　Rh・4伽擁確BUTELER，

Samゴαcyntht’a　Pryeti　BUTELER，圏Philosamゴa　oyπ飾露グゴoゴ蛎BUTELER　and

A・蜘・・物ゴ・13REME食・・e・。・t・i・・d　th・。皿b。y。1。g／y，　m。，ph。1。gy，

・・dphy器i・1・gy・f・U・・i・9・・gl・・d・・f　sUkw・・ms，　th・p・。，esse、。f。mis，i。n

・fthe　alh珈露・ubstane．s・the　periQdicity。f　allu・e撫ent。f　the酬。ilkw。rm，

the㈹・raltty・1・d　k1・・hip・f　th・al1・・1・g・・b・t・・鵬thei・・pect・。・c。pi，a1

顯dGhemical　qualities，　and　the　mechanism　of　their　formation　were　studied．

　　　2・　Th3　ima露inal　buds・of　the　alluring　glands　of　Bo〃1∂yx勉o万工，　and

philosamia　cンnthia悔o勿ゼB．　were　fQund　in　the　inte即ment　of　the　eleventh

segme批between　the　right　and　the　left　subs⇒iracular　lines　and　the　ventral

line・Namely・when　that　inte脚ent・f　the　eleveuth　segment　between　the

subsp呈racular　lines　and　the　ventral　line，　whose　centre　was　the　basal　lhユe，

was　removed，　the　ima即had　only　about　half　a　part　gf　tbe　alluring　gland，

　　　when、tbis　imaginal　bud　was　transplanted　to　the　female　or　male　silkworm

larva，　the　imaginal　bud　developed　and　differentiated　accordin墓to　metamor－

phoses，　and　the　imago　formed　the．ordinary　alluring　gldnd．

The　alluring　substance　of　the　host（female　or　male）formed　by　transplanting

allured　the　male　moth，

　　The　differenti批t　ion　of　the　alluring　91and　of　thθ　fenユale　moth　is　th◎ugl】t

to　be　decibed　at　an　early　stage　of　genesi．s　and「the　process　of　the　later

geneses　is　considered　to　be　hardly　influenced　by　the　several　inner　envioron

mental　factors　in　the　body．　For　it　was　found　that　the　imaginal　buds　of

the．a11urin露91and　which　was　traロspla砒ed　at　its　larval　stage　continued

＊　Assistant　professor　of　Shinshu　University．
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獅盾窒奄獅≠撃戟Dy　its　later　process　of露eneses　and　di’ffere，ntittted　p敬・，fetミtly　irr量：聡p磯1鳩tivt、

of　the　sex　of　its　host　and　1・eceivd　noぐ）flfect　（）f　scilv｛うral　l】mQr　f撫rtors　bv
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阜

the　differantiation　rof　se．x・

　　　3・　Fronユ　tlle　study　o：ユthe　elnission　of　the　allurin露substan¢¢thw」f‘）110、》ln黛

classification、vas　obtatnad．

　　　（1）The　typi　o£the　evapOration　o∈tha　aliuriぬ鱒S瓢b3t乙mG鴫｝frc）！xx　th礁〔r，hitin

Pr（，jeCtions・…　　　．　1ヨ0規～り，．V”307ゴ　1、り　　Sa〃擁♂渉0．yJntJtiaカヅy6グゴ　｝3．，f）ltii‘，3U刀zia

cynt’hia　riciMi　B．

　　　（2）The　type　of　the　evap（）x’atiolL　from　th◎＄P工i樵　of（、ollal．｝舘d　po1・t1（）nS

Qf　the　chitin　！ayeurs・　…　　　Aクttlterae．aごソa7フza”zαi　GりApa〃紹プα妊～αρ農グ難ツ夢（：｝，－M，

　　4。　　1nve＄tigat1】ユ9　the　fo）：ms　of　alluring　91ands　of　th¢　varlou＄　黙P磁き壬㈱　　く》f

Bo”z∂」ソcidae　and　Satunp2idaθ，　the　Nvriter　found　that　foz・ms　o’f，　a1玉uゴin慕羅1忌1蔓．ncl鵠

　（wh1ch　include　labiae）co亡eSPOnd¢d　closaly噛to　the　Ctualil；i㈱of　the　翫撫wi菰脳

substances・and　the　spacie＄which　have，　sinユilar　fomユs　allux’ecl㈱¢h《》t．htb／r．

Accord1n鍔to　th3　forms　they　were　ciassified　into　tl、e　fQl1Qwin黛　／gour　ki．ncls，

　　　（1）Th巳type　of　」Bombpt．v，nori　τ、・　・　…　　　　BomZ》PtX”⑳プゴ1。。　組nd灘ω，奮ゐ鋭裳

7na？2daripaa　M，

　　（2）Tha　typ3。f　Ant’hept　aea鋤脚3認G＿．＿4励β耀岬㈱㈱認（L。
Antlzeプaea　Perフpayi　G・－M・，PictツopZocaブaPonゴca　B・and　Rhodi，蓼伽∫霧遭as　l・ll．

　　　（3）The　t距∋QE　S¢傭・y％肋劃襯B・－Sa”zia　cynthiiカプ鮮出．

ari　el．P媚os伽伽cynthia　ricipai　B，

　　　（4）Th　il　type　oE　〆lc渉ias　aプオθ〃liS　。。．。　Ac渉ias　Aプオ8mis］t3．

　　　5・　The　writer　discovered　th＆t　et　part　oE　the　a恥rin餌　gland　wEi3

membranaDus　and　fluorescernt　undeur　ultra－violet　ray＄．　And　cO罰sのquのntly事

th3　part　of　tbe　裂11urin露　gland．　c罰n　ba　disthntsn：ish．acl　by　¢x3簿慧漁i鳳繕　　its

flouresc3ne　u黛der　aμ1tra－violet　r爾y　without　using　th魯histologi◎滅n聯thod．

　　6・Th3　alluri筑g　substance　Qf　th3　fem融1e　silkw。漁mQth（80励鋼雛ゴ

L・）　allured　the　male　mDth　eithex’in　the．nigbt　Qr　in　the　daytime．丑ut　the

allurem」ent　◎f　th3　alluring　substance　1獄d　daily　periodicity．　I　t　w総

strongest　at　3　to　5　a・エn・・

　　And　this　periodicity　was　kept　unchanged　under　the　condition　of

cont　inuous　light　（200工刀x）　or　dark臓ess，

　　If・nt・・nae・nd　th・c・即・・nd・y・・w・・e・em…d，　tl・e　P，・i・醐ty

sh。冊dn・cha噛・Fr。・n　the・efacts　it　is　c。ncluded　that　the　aut。n。mσu＄

period呈city　　exists．

　　7．　Under　th31i菖ht　conditi◎n　the　allurement　of　the　allurh噛　鋤bst籔11㈹

゜E・B・〃伽・励Lb・ca皿・v・；’y　w・・k・Th・f・ctp・・…th就tl朗i鰐h
c（⊃nd量tion　suP互）resses　the，　aIlurement　of　the　allurin繕substance．
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　　　　　8・　　The　alluring　substance　of　Bo2nろツx　mori　L，　allzired　stfongly　the　xx7．ale

　　nユQth　even　ilユユrnediatiitly　after　its　adultation　and　then　continued．to　have　its

　　｛］11urement　still　after　laying　eggs　whether　tbe　female　moth　1〕ad・copulatory

　　　orエユ0し．

　　　　　Th3　above－n“entioned　observatiQn　is　also　proved　froエn　the　fact　that

　　　th3　allux’iiitsv　substぞ】nce　i】ユ　the　alluring　　glaind　of　the　dead　fe瓢ale　moth

　　　alhぼ¢s　the撫11e　m（）．th，　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　9・　T1】eε111urin鑓gland　of　the　doniestic　silltwor皿（Bo”lbyx”ω〃1L。）showed．

　　　itself　yellow露en白mUy，　except　a　few　alluring　91ands　whicll　showed

　　　tllemslves　li繕ht　yeま10w　or　nii11〈一一・white，　at　the　adult批ion．

　　　　　This　colour　of　the　allurin墓gland　does　not　c，hange　white　oil　account　of・the

　　　c（）pu1ε】tion　and　layin繕eggs・

　　　　　Some　of　the　alluring．　glandS　change　their　coloUrs　from　light　Yellow　or

　　　milk－white　to　yellow，　and　s◎me　fro皿．yθ110w　to　light　yel1Qw　Qr　Milk－white、

　　　in　shox’t，tli・s　colour　o£the　alluring　gland　has　no　relati．on　wlth　the　allurement

　　　Qf　the　allurhl鱒　＄ubstance・

　　　　　1G．　Wheh　tho　head　of　the　fema1合silk．woz’m　moth（Bombptx”zoグゴL，）was

　　　areJAovecl，　its品11ureme煎t　decre烈sed　remarkably．　This　shows　that　the　central

　　　Portion　、vhich　controls　the　functio皿　of　the　al1Uring　91aロd　exists　in　the

　　　gemigliOn　of　the　head・This　caηbe　eXplained　by　the　fact　that　the　cuttiロg　of

　　　the　centrお1　ne】rvous　cord　and　the　extraction　of　the　ganglion　have　the　same

　　　eff《｝ct　as　theτemQval　of　the　head・

　　　　　11，　Theの11u胎皿ent　of　the　alluring　substance　of　thθfe皿ale．nユothi　when

　　　o算eside　of　its　silk　glands　or　ovaries　were　rem◎ved　at　the　1乱fval　stage・

　　　showed　no　diffeゴeぬce。　And　when　the　ovaries　of　the　female　moth　were

　　　trcrtnspldnted　to　tbe　male』ηユoth　or　the　testes　of　the　I孤ale・rrlotll　．to　the

　　　female　moth，　the　allurement　had　no　chtiiag　l　too．　・　　　　’

　　　　　　But　the　allurem．ent　of　the　alluring　substance　of　the　feMale雌oth　which

　　　w船parabiosed　with　the　male　moth砒the廿pupal　stage　had　a　trend　to

。　　rather　weakan　coエn主）afed　with　the血orエnal　fernale　rn・’oth・

　　　　　　12．Thθallurement　of　the　alluring　sねbstance　of　the　female　moth・the

　　　sp・irmeret　of　which　larva　bad　been　closed　in　the　Icouse　of　the　cocoon　building

　　　and　wose　silk　substance　had　a．ccu皿1ated　i葺the　bodゾof　the　pupa，　weakened

　　　exceed量ng：1y・

　　　　　　13．When．．e1・sing’・th・・pir・cies・f毛he　f・皿al・m・th・th・allurem’ent・f　its

　　　alluring　substance　weakened・In　this　case　the　m6ye　the　closed　spiracles　we1°e　　　．

　　　iln　number，　the　more　the　allureinent　of　th6　aU1】ring　substance　weake鵬d．

　　　　　　When　the　anterioT　spiracles　closed　and　the　posterior　spixacles　clQSed
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were　the　same　in　number，　the　post¢1・iQr　had　th3　＄tron煕r　ru｛、〔コtio】1‘｝f

　obstruetion　to　the　allureinen’t　than　th｛）anterio1・，

　　　14。　If　only　the　alluring　glancl　Qf　Bombツx　21zorガ「r、。　was　ti　zabj¢t’r　tc｝．cl　t‘，　1；ile

direct　exposure　of　sun＄hlne　for　gO　minutes，　its　alhユ艶n、¢nt　mtlch　w鰍k蝋｝n¢d

and　if　the　ai　Xu　i’　hng　鑑1al瓜d　was　exposed　d1rectly　to　the　sI、mshin鶴　for　l20

　nユinutes，　the　aUrin露substance　did　not　t：illure　tl、締　エnale　エnoth　aAllyi　1＜）1tSgex，

But　when・nly　the　b。dy・f　the脚th　was脚・sed　t。　t丑）e　sunsl“ine，　the

alhlrin理　substance細11ure母　the　nユale　rnoth　nor㎜包11y・

　　　15・When　the　antennae　Qf　the　femalのmoth　of　Bo2フzb．Vx脚擁L．　wa3

relnoved，　the　functi◎n　oE　the　alluring　glttnd，　its　e，xpan．ding　ancl（！c》1｝囁tra‘實．動噛レ

and　the　s巳cretion　of　the　al1Ur・ing　subStance　were　c，　1）¢cked鋤d　its　a撫lx’o∬聯nt

to　the　male　moth　declined・Fr◎m　tl〕is　fact　it　can　1，e　I）r燃sur瓜鷺cl　t！撚t　th熱

antenna魯◎f　th3　female　mOth　I）arCeiVe　tha　Vibrati◎n’ COE　W隻n齢Of　th¢1’｝．19ii£1

Mnoth・and　the　percept乏on　of　the　m，als　moth　is　deliverecl　to　thee　鰐竈u1繕1i◎il

。f　the　head　thr・咽・the　antenntftry　1厭ves，乏md　then　the脚tS・1．ii。n。f　tlne

head圃くes　the　allux’ing．91and　Of　the　fenユa工）nユoth　exP鋤d　EM（1　c◎ntrac？・’t　threu鷹】1

the　central　nerve，　and　consequently　the　allurin霧＄ubstamca　is＄の（｝reetecl．

　　　16鱒　　丁1〕3　 centre　　cQntorollin露　　tlnEう　fu1ユction　　of　　the　　ktl，luコご量n鑑　　gtaL填d，　　i　ts

expanding　and　contractin襲ζ7　exists　in　the慕antsvlion　of　th＄hew江d　and　t！1en　g　th

ganglion　se3ms　t◎make　the　alluring　gl‘rtnd　expand纈d　cQ茸tr融Gt　dir齢tly，

　　　This　can　b3　prQved　by　the　folloWin繕facts；一一一thεlt　th3烈Uurin傷繕1縦｝d‘》f　t’h．e

female　nloth　whose　head　was　removed　did　not¢xpand　cn　nd　¢Qntr繍醜批組1，

that　the　female　moth・wh6se　tha　7th　Qr　8th　gan駕1i◎n糊s　re，mQ．ved◎z’

wh◎se　central　n巳rvQus　cord　wa＄cut　off，　bad　nQ　functiQn　of　the　撫U耀i㎎

g1and，　its　expanding　and　contracting，　and　that　the　f⑧恥ale〕m◎th　wbQse　t聡

9th　gangli．on　was　extracted　remained　expaエユding　and　did　n⑪t　co；；trac・t　iIt嚴

a正1uring　gland．　And　the£unction　of　the　allux’ilng　gland，　its　qxpanding　鋤d

contracting・can　be　explained　as　fo110ws。

　　The　vibration　of　wings　Qf　the　male　r蹴Qth→the　perception　by　the　ant．rmae

of　the　female　moth→the　antennary　nerve→the　head　ganglion→　the
cent「a・1　nerve・一う・→一〉→　the　gth霧an霧1ion　（the　end　ganglion）　→　　・the　allurin≦ζ

91鋤d－→the　ex脚・i・・鋤d・。・t・a・ti・…fth・・11u・i・g・．，・glaSxd＿＿．。the

sec「etiQn　of　the　alluring　substance……　→　the　allvrement　of　the　Male　nユot1〕，

　　17・The・Uuring黛1・・d・f　the　fem・1・silkw。rm　m・th　wh・se　s勲cles　were

dosed，　did　J）Qt　expartd　and　contract．　That　this　was　caused　by　the　infftiencre

°fcarb・・di。・id・w・・p・Qv・d　by　th・e・p・・im・・t　i・whi・h　the　sl、撫1es

・fthe　fe副e　m・th　wa・d・a互t　wlth・xy鑑en，　hydr。9・n鋤d・carb。n　di。xide，

　　拾Th・f・m・1・・ilkw・・m　m・t腰蹴1・yi・g・99・d呈d・・七，x脚曲。d
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　　　eontract　any　I．on齢r．　The　cause　of　tbis　phenomenon　cannot　be　explained

、　　rightly　yet・

　　　　　19・An　interesting　fact　was　found　that　only　in　the・’case　ofi　EグゴsilkwQrm

　　　moth　the　daily　pei’iodici．ty　of　allurement　in　natural　condition　was、　nearly　cut

　　　and　stoPPed　in　the　day－－time：11Lεし工皿ely，　the　fact　that，　in　natuゴal　conditiQn・

　　　the　alluring　substance　of七he　female　Eri　moth　allured　strongly　the　male

　　　rロoth　in　thθnight、1）ut　hardly　in　the　day－ti1孤e、

　　　　　　And　th1s　periodicity　was　changeable　according　to　the　condition　of　the

　　　conti獄uous　light　（2001憎ux）　or　darlmess，　that　is　to　say，　in　　the　continuσus

　　　li露ht　the　alluring　sulりstance　did　not　allure　the　male　mQth　whether　it　was

　　　the　ni瑳ht　or　the　day－time　but　in　the　c◎ntinuOus　dar㎞ess　the　alluriag

　　　sub　，q　tance　allured　strongly　day　and　night．

　　　　　　Conseq黒1ently　i　t　is　concluded　that　tne　allurement　of　the　allurin露substanee

　　　o正tha　f¢male　E弼一sillcworm　moth　to　the　mcale　1：noth　has　no　autonomlc

　　　I）eriodi¢ity・

　　　　　　20．It　is　presumed　that　the　light　supPresses　the　secretion・f　the

　　　allur亙’n駕　substance　not　tQ　allure　the　male　moth　aand　the　darlmess　taユくes　off

　　　its　suppressiQn　to　activate　the　secl：etion　of　the　alluring　substance．　And　the

　　　　tiエne　of　treatエnent　to　be　requiτed　for　the　allurin霧　subst㎝ce　tQ　aUure　the

　　　ntale　moth　by　the　light　Qゴnot　t◎allunre　the　male　moth　by　the　daτkness　is

　　　almost　two　to　tわree　hours．　Accordingly，　from　the　fact　that　the　311urement

　　　of　the　ttiluring　substamce　of　th，　e　EプゴーSilkworm瓢Dth　was　affected　by　the

　　　　light。・th・d・・k　st・t・f・・su・h・h噴ti鵬・・tw・t・th・ee　h…s，・nd　f「Qm

　　　　the　fact　that　af　ter　becoming　the　iniago　tl〕e　a！luring　substance　of　the

　　　　alluring　91andi　didエユot　increεしse，　it　is　reasonably　cQncluded　that　the　alluring

　　　　substance　can　change　reversibly　and　in　tl　e　ユight　condition　tlle，　alluring

　　　　substance　renユains　in　the　alluring　　gland　but　Cbanges　itself　and　does　not

　　　　allure’，　but　in　the　Clarl〈condition　it　regains　its　function　without　its　new

　　　　for】1　ation

　　　　　　2｛．lf　th，　a・t・㎜・・。f　th・f・瓢・1・E・・i－・ilkw・・m皿。th　w・・e・em・v・d，

　　　　。ve敷in　the　light・tat・th・a11・・ing　s・bst・nce・11・red・trQngly　the　male

　　　　mOfh　as　in　the　dark　state・

　　　　　　　But　if　the　c◎皿pound　eyes　were　remQved，　its　daily　periodicity　was　kept

　　　　constant．　The　above　fact　is　thotight　to　have　relal　’ion　with　the　fact　that

　　　　鋤ten鰍e　of　the　Eグi＿　silkworm　moth　perceive　light乏md　dar㎞ess：in　short，

　　　　by　th…皿・v・1・f　th…t・・…a・・f　th・f・皿・1・皿・th　tも・f…ti°・pe「ceiving

　　　　light・・d　d・・㎞・ss　vani・hes　a・d　th・・11・・i・g蜘d　bec・m・S　i皿P・・ibl・t・b・

　　　　，。pP・。・・ed　by　th・1ight・。・diti。…dth・f・皿・1・m・th量s　put　i・t°such　a
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　state　as　the　dark　state，

　　　22・　The　alluri1聡substance　of　the．　fema1儲πグゴーsl1kw「016撫mot1．1”w1圏1‘）艶1’齢a（1

was　removed　or　bound　with　a　sill〈thread，　di〔1　not　tt】，1　ui’e　th賠ll翫t｝】．｛・／，　fll、1．）th　ln

the　light　or　dark　state，　Nanユely　it　is　con（、」．uded　thEltt　th構ceutr麟Gc｝ntroUin露

the　allurelnent　to　th　e，　male　Dユ．oth　and　七1】e．1）繰riQdk」ity　oE　thci　al．，1，u「ixlPa

substance　oxists　in　the　head　especially　in　t11｛）t繕芝m露1i（）n　of　t11ξ｝1・聯a（1・

　　　The　abOVG－】、nantioned　c，o．ne，lzi＄lon　qELII　i）｛it　pro＞（｝d　by　thG　f三／・tC，　t　that　c1』比蝦n鍔

of　the　central　nervolls　c：ord　chan露ed　the　poriodidty　llts　tho　x”er’mova，隻　of　th給

head．

　　　23・　It　is　found　that　thE｝te1輪p〔｝rature　a，t　wh隻（：h　thの錠、／tlxa　／f，　e，君，’i＿．sl，1k、》Q蹴憶

moth　is　kept　ha＄a工ittle　re王ation　witl、　the　peユri．c）di（雌ty，1伽構　the　inf厩漁“燐

of　tlle　temperatur¢is　wQaker　than　that　ofi　likrhl：an烈darlm㈱3・

　　24・　The　function　of　the　male　E，ぜ一9．　ilkw（＞rm　：lnotli　r）ezt儀a，kvilng　t1】融組正縦ln繕

substance　of　the　female　1γ〕Loth　1コaS　llo　daily　p¢ゴi（》d重（～ity，　for　宅be　t’n．11u「i・n鱗

substance　extracted　from　the　female　moth　htrecl　the　contl】11：lou蝕t撫箋r齢m燃nt

for　the　nユale　moth　in　spite｛）f　li黛ht　and　darkn3ss．

　　25・　　Tha．t　the　a1111τe1：欺ent　◎f　the　alluring　substancのof　．t｝1賠　fe，rrnalee　㊧ダゴー

silkworm　moth　to　the　male　moth　l】ad　the　daily　perloclicity抽鰍p1編n融d　a欝

follows・The　antennae　of　the　female　m◎th　perc¢ives　light　and伽lm．騰s欝a頴d

the　perceptiQu　is　trξuユsmitted　to　the　brain　of　the　h黛ad乏漁d　tlme．n　to　th磁　gth

ganglion　（the　end　gang．　1iori）　throu駕h　　the　central　nのt’vou＄　cord、　『Xahev　g／th

gan霧1ion　commu1ユicates　the　perception　o’f　light　and　darkn¢s＄　t（》the．　芝U1夏1rin露

露land。　A血d　according　to　th色　1ight　or　dark　cQnditon　the　allur量n鑑　　麟1包nd　歌¢t欝

reversibly　and　the　alluring　sub＄ta姐ce　chan露es　i之self．　either　to　allur・e　亀h働

エhale　mQth　or　not　to　allure．

　　　In　this　case，　the　li露ht　is　repressive　to　the　allu・t・i，n露　glcxncl　熱織δ　蝦鳩

darkness　is　sti魚ulative　for　it　to　release　tbe　supPression　of　th｛m　light．　Xn

short，　the　above－mentiQned　fact　is　reasonably　explainecl　by　c◎ns垂d獣in露

that　the　ganglion　of　the　haad　co斌rols　the　allurement　6丘the　allu’rl・ng

substarlce　so　as　to　exist　or　not　to　exist．

　　26・　The　author　found　tha　alluring　substances　which　acted　coπnmonly　t◎

some　groups　among　Bo解砂κ螂oプゴn，εmd　eight　kinds　of　other　sill〈wormS，

anヨaccording　to　the　commo．nly　alluring　substances　he　divided　these　kinds

o£silkworms　into　the　following　three露roups．

　　Ist郎oup，　The’　grouP。切o〃zby．r脚r几・…＿BoJ7吻x　e120ri　L．　and

　　　　　　　　　　　　刀o”zb：ソx　フnaワ2∂aripta　M．

　　2rld　group，　The霧roup　of／172th召raea．vamanzai　G・．・・　Ant’her’aea　yσ”xam．ai

　　　　　　　　　　　　Gり　　ノ1ワ1theraeaカer．nニリゴ　G・－M・・　1）ictptoPloitaブa功onica　B．．and
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　　　　　　　　　　　　RJzodiフ蛎σ　fza　sraX　B・

3，d．9，。。パrh。9，。、，P。E　S伽・ヅ・伽prs，eri．．　B－・．S・伽・y’伽

　　　　　　　　　　　　prbeeri　B．・・d　P励…，加・甥勲”伽B・

　　　（Actias　arte刀zゴs　B．　isぬot　dec玉ded　yet）

　　Tlle．。11。，i。9，ubst。nce・・f　the・ilkw轍・whi・h　b・1・・9　t。　the　sanユe

騨ph。。。　th、＿、…11・勲…b・t　the・11・蝋・ub・t・nces°正the
，ilkw。，m，。f　th，　diff。，。。t　g，，）・p・1、av…c。鱒…11・・eme・t・F・・expmple，

the。11。蝋，。b、t。。，、。£・ilkw・・ms　whi・t　l・・1・邸・1・七9・σ・p　i・diff・・”emθn七

fr伽1　th就whiGh　belongs　to　2nd　group　or　3rd　group・

　　　Th，。11、魏，。b、t鋤、。whi・hbe1・・g…　e・・h　g…pi・diff・r・・t　f「°m

One　l－tnother　ip　itS　q1Uaility　tOO・
讐he　Th。、ilkw。，m、　whi，h　be1・ng　t・・h・・㎝・9・・up・・e　cQ・・idered　t°be

。h，、醐。、hiP　b，ca・・e　th・y　h…th・m・t・・1・11・・i・9・・bstemice・

　　　F，。m七he，ef。，t，it　i，　c・。・1・d・dth・t　tb・・11・・i・9・ubs撒e　has㈱

peｯ｝a「瓢c°認雛1’e灘・B。“蜘　伽i…M－A励一

拗綱G．。。dゑ吻…剛・G・－M・・・・…z・a　・cy轍醐出一 Qd
脚。、伽廊。y伽・icio2i　．B，，whi・h・v・・a・e　th・m・・he・s，　th・c°pulat三゜1

鋤dlayi・9・受the　e駆s　are　p。・sible・

The㎝、h。，。、，。m，d・h・t　th・・。・・1・ti・脚d　1・yi・9・f・ggs鋤゜n露the

，、1kw。，m、　whi。h　hav，・h・m・…1・1王・・i・9・・b・・un・e　a・・p・ssible，　a”d

a「A謝1識犠離　昔膿臨・e…h・・一・1・鳳伽・β・解伽

剛い11。，ed・h。鵬1・瓜・・動・fβ・・麟醐ari…M・i・．　the茸atu 撃≠P

、，，a、。，、he　a，ti。・ty・f．・h・m・1・m伽fβ・脚・繍燃M・ Bhad　tbθdally

，，，・。d・，・・y．　A・d・h・m…m・1・m・…．・f．　B・・伽魏 ｦ脚M’weτe
・・ｯ澱盤。1謡1、瓢課1欝痴伽・lb－・d
。、gh，。・h。，・ilkw・・皿・b・…er・・・・・…伽・1・ch1Q「°£°瓢et 諱H°n
，h。w。d　i、、，1f，。11。w，　wh…v・・w・・e・he　s・1・・…，㎝dby　the　v°1at111za 撃P°n

。f，he　ex、，。。、。d，。1。・・…t・c・y・t・1（・he・11・…9・・b・・ance）was°bta三ned

。。d。。1y。1itt1。．・f・his　c・y…1・11・・ed・伽・1・m・th　vi°1eatl 凵f　．
　　　　A。d　f。。撒，he　e。・・a…d・・1・ti・・whi・h　w・・1・f・f…1・・g　t・me・・the°11y・

…膿器罷認犠潔鵬鼠瓢・＿ub・・一…a・1・・
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　it　had　no　aliu／v（1．11　LE｝1）　t　to　the　nユale　m、oth，

The　allurin鍔su｝⊃stance　dissolv¢d　easily　ill　the　or鍔ぞ鷺nic～　solvti“，nts　o寵　c“，t’hei’り

　petroleum　ether，　ethtino1，　butano1，　chlorofornユ，　i：　enze｝11，　P〔うtro1のunユ　1．＞uinz（），n，

aceton，　xylol　and　so　on，　and　did　not　dissolve　in　water，

　　　30．　In　the　exp3riluent　izl　which　tbe　aUu1’in繕slエbst：t・m（：）e，　wtil＄　艶para惚d　by

Paper　chromato黛raphy，　the　＄01vents　（Butano1乏しc（｝ti（r，，　Ph賠nQ1．，　and　oth㊤r　c／）£

organiC　solvents　which　were　used駕鋤era1正y）werのf（）tmd　to　r猷韻n　tl禰

alluring　substa1ユce　at　the　ori露inal　sp（）ts　o£th∈｝Paper。’19r1t　XSutt・111く｝工　anユ！．ric》xxi．ex

　（3：1）as　a　solvent　was　discovered　to　sep：・L；’tltfi‘？，　thE｝a11uri．⑪繕　品ul）鵠撫n㈱

very　easily・

The　Rf　va11コDs　oE　the　alluring　subs七ance　by　this　solv¢nt　Nve，re　O・84　至n　th婚

cases　of　Boノフ2bツxフ）20ri　L・and　Bombyx）nandaプ∫f2a　M．，and　O，93　in　．thの　o猷s鶴3

0f／ln”躍プaea　ya〃zamai　GりA・ntheptaeaカθプ，2ツゴG・－M．，　1．）ict．：　oPloc・a　ゴa♪onioa

B，ξmd　Rh’盾р奄獅奄＝^tt9．　ax　B，，and　O．88　in　tbe　cases　of　Samia心鋼2擁鵡　炉ツ農グゴ

B．and　J’lzilosamia　cyett’hiaγゴ〔｝ゴ四ゴB、，and　O．90沁thのease　of　Actias礁グ融，1’tis　i5・

　　　This　proves　tbe　classificatlon　by　the　I筑ut竃ユ副　al願rln鷹　sUb鈴t看mce，　tO　聴

ri露ht，　for　the　Rf　value　of　the　allurin鑑sub＄tance　h包d　cloSe　relati6，n　w童th　鯛bee

mutual　allurement　amomg　th3　sa瓢e　speci・es　and三ts　near　kin．

　　　And　in　the　case　of　the　sQlvent　Qf王3utanol　ammon　ia，　the　hl鋸1算ぼ　tI鳩

btft　Si・晦Qf　B・ta・・1　was・the　1・we・the　R，fi　value・f　l’aper・：1’ir。鍛麺t・騨！識

was．

31・The　sp・t・・f　th・alluri・9・・bst・・ce・re圭de・ti厳・d　by職・s・薫㈱・・翻・露

it・flu・resce・t　matt・r，鵡〃吻伽・・…Qr・by・mea・s　Qf　addi郵n露1it鳳e。至伽

t・the　sp。t・ln　the　case　that　b爾sic　dyes（8ism烈rk　br・wn，　Genti鋤。vi。賊，

M・thy1－vi・1・t・Ni王b1…F・・h・i・鋤d　S・d・n　lll）were　added　t・th・・U蘭㎎

sub・t・・ce・the　sp・t・f・・1…c・i・・id・d　with　th・・p・t。f　th・・ll・珈窟

・ubstance，　and　the　sp・t・f・。1・ur　allured　the・nale’m・th　str・n露1y，

　　　But　in　the　case　that　dyes（Auilin　rδd，　Con露Q　red，　Fuohsin　S鋤d　Eo3in）

were　added　to　the　alluring　subst頚nce，　the　spot　of　colouごdid　llot　allur¢the

ma1・鳳・th，・・d　th・dy・t・・d・d　t…p・・at・itsalf　i・t・tw…　three　sp鵬，

a・dthe　sp・t・11・・i蝋h・劇・m・th囎s・・t・pe・ceiv・d漁・y　p蹴。f、P。pe，

ch「°mat・gram・at・d躍…吻・〃・刀ze　i・the　a11・rin霧蜘d　w田s　se卿就ed　fr。m

the　Spot　of　co1◎ur、

　　　1・the　case缶・t・basi・dy・・w・・e・dd・d　t・the　alluring、。b、ね。。e，　th，　Rf

va撃普E°£P・p・・ch・・皿・t・9・a・n　w・s五・w・・th・la・i・the　cas・th・t’・・dy，・w。，。

added°「層i・the　cases・f　dy・s・・1y・A・d　if七h・diff…nt　ki・d・・f　dye，　we，e

added　t。　the　a11・・i・9・ub・t・・ce，　the　Rf曲・・i・P・p…h・。鳳・9・am　were

different，　too．
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　　　　　　　32・　If　the　alluring　substance　was＄ubiected　to　a　temperature　treatment

・　　（80Qc　for　gO　minutes　or　gO°c　foτ60　mifnutes），　or　ro　oxid三zation　by　oxygen

　　　　　　（£oゴ　5　hQurs），　or　hydro王ysis　by　IN－N．aOH　for　one　hour・　the　alluring

　　　　　substance　did　not　allure　thu　male血oth　any‘longer・

　　　　　　　The　allurln霧substance，　which　had　been　Subjected　to・these　treatme1｝ts

　　　　　and　l、ad　not　allured　the　male工工10tb　a町10nger，　was　not　separated　1）y　Paper

　　　　　chron焦ato露rapby・

　　　　　　　33．　In　the　case　oE　the　feMale　Eri－silkw◎1”m　moth　which　was　kept　in　the

　　　　　light　state（200工ux）for　four　hours，　no　spot　of　the　allux’ing　subs愉nce　was

　　　　　P¢rceived　in　Paper　chromato解am，．　But　if　the　female　Eγレsilkworm　moth

　　　　　was　kept　in　the　d＆rk　state　for　four　llours，　its　spot　was　perceived　clearly，

　　　　　　　This　faCt　proves　that　if　the　a1　lu　z’　i　ng　substance　allures　the　male　moth，

　　　　　its　sPot　exiSts　in　PaPer　chromoto霧ram，　a！ユd　if　not，　its　spot　does　n◎t　e）ζist、

　　　　　　　34．The　author　found，　iudiging　from　his　range　ofθxperiments，　that　the

　　　　　allurin繕　＄ubstance　revealed　itself　acid、

　　　　　　　　This　was　proved　by　the　fact　that　in　Papeゴchromatography　the　solvents，

　　　　　excep．t　alkali－－fluid］Butanol　amtnonia，did　not　separate　the　allur　ing　substaこnce，

　　　　　or　by　the　experlment　whether　the　alluring　substance　tended　tQ　solv己　into

　　　　　alkali　or　ac呈d．

　　　　　　　35，”rhe・melti’ng・P・i・t・f　the　a11・・ing・ubst・・ce　w・s　rather　1・w　a／　d　it

　　　　　melted　at　67　to　71Qc・

　　　　　　　36．When　the　allu．ring　substance　was　exposed　to　the　direct　sunshine・the

　　　　　y，11・w・。1・…f肋・・’勿・i・it　b・9・…t・f・d・aEt・r。n・h・u・鋤d』becarne

　　　　　colourless　in　two　hours．　As　soon　as　A〃uOfetine　began　to　fade，　the　aUure】rment

　　　　　of　thθallurin露substax］ce　declined・

　　　　　　　　And　when　A〃％グ召オ伽g．became　colouless，　tha　alluring　substance　did　not

　　　　　allure　the　male】rmQth、　This　is　thou露ht　to　be　caused，110t　by　the　tam．perature，

　　　　　but　by　the　direct　sunsh圭ne，　because　the　alluring　substance　was　treated　at　27

　　　　　to　280c．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　But・when　th3　alluring　substance　was　exposed　to　the　direct　sunshine　in

　　　　　vacuum，　the　allurement　was　difficult　t◎become　nul1．

　　　　　　　　From　this　fact　the　extinguishm、ent　of　the　allurement　by　tbe　direct　sunshine

　　　　　　i，th。ught七・h・v・・e1・ti・・with　b。th　th・di・ect・ffec七・f・u・shi・e　tmd

　　　　　　oxidatiQn　by　oxygen　in　air・

　　　　　　　　Thi，　w。・p・…dby七he　exp・・im・・七th・t　th・a11・・i・9・・b・t・nce　s・bi・・t・d

　　　　　　to　oxidation　by　oxygen　for　five　hours　did　not　allure　the　male　motb・

　　　　　　　　37，Thθallurin霧substance　beca皿e　devoid　of　its　allurement　by　the　decom－

　　　　　　P。，iti…wl・g・t。1ight　f・・2t・3h・・…b・t・v・・if　it　was　exp°sed　t°ult「a醐
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violet　rays　foユr　six　ho1コrs，　it　aIlured　the　nittle　m，oth　sti11・

　　　This　is　1ユ・’L・cQnsidered　t。　be　caused　by　th¢t。1】腿｝ra轍｝・1）。c乙tu㈹伽

alluring　substance　wεts　treated　at　21　to　22°（、，

　　38・”：lhu　alluring＄u1，stance　was　unstable　to　a　hig1⊃¢r　tQmp¢rattlr¢bL1t躊tab工輪

t・a1・wer　temperature．　That　is　t・say，　the　dεLcr¢als・（・E　thee　allt蜘n購い》f

the　ailurin露substance、vas　inversely　P∫oPortio漁ξ1ユ　tく）　t1】w　．tet’］il．1）転｝r芝．比ur雛　ELIrl（1

tl〕◎、ve訊　itself　hユ　a　straight　ISne；　fo∫　150　minuヒes　at　60f）（湾，　　玄（）罫　　130　nlh像ute離

sa「 V00c，　for　120　minut¢s　at　75°c，’Eoz’90　m．inut¢s　at　80Go，／9ul－50　エninut噸漏　　ξ．しt

60Qc　乱nd　for　30　nエinutes　at　1000c。

　　　But　tl〕a　fact　that　the　a1王ur轄．　Substnnee　wa呂stab王¢to　a　1｛）w麟t6購）鮮aしu憩

was　proved　by　the　eXPe，uriment　in　whi（r，ln　the組1urin露sub3tanc撫P　whま¢b　w，eies

frozen　after　the　re－axtractio，n　of　the　s《）1ution　◎9　its　spot　1n　L）etpctx’　〈：，1・ir（》筑1竈し噂

togram　and　then　was　d1ssolved　a霧ain，　alluτed　still　thc）n謡薫1，len．撒oth。

　　39・　Th3　author　found　that　in　the　alluring　3ub器．tanoo　somの1〈incls⑪f　1）のc・uS　iar

fluQrescent　matter　existed，tt／ldi　iltrlir〕鴻d　t1〕麟m”A正hlrinochrQπ庶㊤お’，　emad　cla錨if総d

the　alluring　substモmces　into　thre3．9τOUps　l）y　the、col｛）urs　t）fメaXlz‘Pt’i，箱農みグoη潔3翼

　　　1・　ゑ〃ttpt　ipaoclzpto”ze　A．．．，CobltiG　vi（）1e，t　　　Bom～〉　y．v　mopt’i　工．・’anxl　B・O．mX？　vx

　　　　　　，フiantlaγi「na　M，

　　　2・　A〃z¢rimochro〃昭　］LS　，。．，，B王ue　　　Antheofaea　．vama2nai　（｝り　　A71t・ノ紹プ群償“

　　　　　　メ）eプ72Y’i　G・－Mり　1）ictツoPlocaブaメ～o，毎oσ15り　and　Rho‘iinite　∫廊謬鰯　正3・

　　　3・　！lllzerinoclz70iフze　C　　。・…　　　　ViQlet　　　Sa7フ麗拶　　oニソシ翼オんゴσ　　ρグングど　］LS・　　a漁亡1

　　　　　　1”1Zt’losdemia　CPtnthia　PtiCi，12i・B．

　　　Th3『Rf　value　of　A〃t‘プ伽oo扉o脚in　Paper　chromat◎即鋤110y煽繍solv蕨魏t

o£But撫01　ammonia，　was　O・84　ill　A，0。93　’・in　B，　LtUtd　O。88　in拙C・就翻oh

solvents　as　I3utanol　a（｝etic　and　Phe・riol　did　not「白eparate　thee　alluズi蔦麟suk｝slvancte・ee蟹

and　such　inor霧Emic　solvent8　as　80％Aceゼon　amd　4％Sod．iu瓜i・ei’trt／tte　ゴ儲臓in㊤d

the　alluring　substace　at　oTi鼠inal　spots　of　the　paper．’

　　40．The　classi’£ication　ofム伽吻200加o刀㈱11ユst　m難ntio驚d　ha＄・a、響y

imp5rtatat　relation　with　the　allurement　of　tlae　allurin繕subs伽1ces鋤d　th齢ir

mutual　a三1ureme．nt，緬d　the　colour　of／1Zl3‘プゴ％0613プo”ze　shows　the　mu・しhal

allurement　among　tbe　class　of　the　races　w無ch　ha▽e　the　same　colour　and

t1〕eir　near　ICinship：namely｝when　Allz〃ガ％06加o”28　sepcxrateS　itself　f｝’om

A〃z〃e〃02e，　the　a王1uτ三n露substcftnce　does　not　a111魏re　th3　Mttle　moth　any　maQ：e，

　　41・Each　A〃ur吻o加oノ喫was　very　stable　t。　the　temperatur¢treatmen．t，

to　th3．direct　exposure　of　sunshine，　to　decomposition　by　light，　Qごt◎oxidation

by　oxygen　，　And　it　was　sta，ble　t◎　1〕ydr◎gen　peroxide，　soditini　thiosulfate，

sodiunユ　s111fite，　sodiulrt　of　sulfer　d隻oxide」　and　bloachin露dust　foτ　◎11E｝　1’）our；

but　was　u．ostable　to　potassium　permangan’to　and　tQ　tllick　sulfuτio　a¢id，鱒d
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…X81e・器，灘認翌㌔器騰｝eL嘘最・…h・一…

buﾐ器跳。，、、，se。，，，、m。。・，・…y・11・w・・1・u繭面・・b・1…

、。、囎，。。p。・．　R・，。。…m・．（C・・・・・…d）・A・・…y…F1・v°・e，°m°ch「°瓢e奪

丁囎P器畿。器盤Sl。bep。cu1・・・…h・a11魏・由…－

ann瓢欝慧識1謡d　f・d・d・y棚・d・・ec・・…s…・・

。11＿。伽xti岬・，h，d．　Th・se　tw・f…ssh・W　tla・t伽㈱’s　ve「y

u・dpd撚翻1v簸sと、，，。1。。・一・・s・1・・・・・・・…11・醜

・・ogi継、器綴謡齢1畿謙・pl・・． w11…一・

，，謡，諜謙潔e，禰・灘・黙・t諜・・1
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and　so　became　not　to　allure　the　male　moth，　it　did　n◎t　show　th黛εしbso7ption

nユaximum　at　the　wave　length　of　440111／2，

　　　From　this　experinlent　it　is　obvious　tl、at　the　abs《）rption　cu・rve　b乏，しvi11“■　th〔》

・b・・lpti・・m・xim・m・t　the　w・v・1・・gth。f　440　mlt　i・th・t。f　the副・ゴi・9

・Ub・t・・ce・Fmm　th・・e　f・・t・，　by磁mS。f・X翫瓢i・in繕th・abS。・pti。n・1i・・V燃

・fthe　allurまng　substance，　even　if　th包劇e　m・th　is・n。t　u＄⑳d，　it　c鋤b頓

decided　whether　the　al1Uring　substauαe　hcas　its　aUur艦！m懸nt◎r　not；　鋤d

wheth・・it・a11・・ement　i・・t…9・・w…1k・・1・b・…mi・・d　f・・m　the　1窟鱒

。f　the　abs・・pti・1・m・・xim・m・t　th・w・ve　’leng’th・f　440叫・，．bee㈱。艶t1漁

mtxximutn　is　propQrtion我1　to　the　intensity　oE　the｝a玉1t：rin鱒stil，＄tεm（re，

　　　45。The　allux’ing　substance　has　the　absorpti（）n；xxaxin’xum　就then　w暑、Iven

length・f　440　mμ・th3　special　f1・。rescent・　matter。f鋤〃伽伽。ノ，鵬and　the

ye11°w・・1…’・f五”・〃・伽；and　it・m・1…1a・w・ight　i・th。勲t　t。　be

c°nsid・「・bly　l・・9・，・b・・a…i・C・エ・m・・h・。瓢・t・9・鋤th・・11・・魏・，，｝、・蜘囎

is　abs・rbed・n　the　upPer　p・・’・ti・・”・t：　the　atbs・rpti。n　c。1um．

　　46、When　the　alluring　substances　of　Bo〃tbyLr　mori　I．，　a照勘ゴIOsesnxia

°ツ励朗畑出・b・gi・t・hav・th・i・・U…m・・t　i・the・。u・s・。燃。騨wth

°fp・P…the　p・・P・・f・・m・ti…fthe・11・・h・離1鋤d・・r。　Qb＄erveeS　i。　tha

b°dies°f　th・p・p…tb・t　i・t・s・y，　th・allu・i・9・ub・臨e・繭。1，，。dy

i”　th・a11頗・9蜘d・f…h・a鵬・d　ca・a11・…a・h　ki・d。’f’．the　nlzale　rn。虹h

tw◎or　three　days　before　its　adultation．

　　　47・as　f°「th・mec11鋤i・m　by　wh三・h　th・・11・・i・9・ub漁・。・。切伽，伽

”3°γゴL鋤dP励・翻ゴ鰐吻・瑠卿B・・re　f・rm・d，蝋。　f隙d贈漁1

c°mp°nents　which　a「e・eedf・1　f・・th・f・・㎜ti…fth・・11・囎，。b曲艶S

existinth・i「b1。・d・TI・e・・c・mP・蝋s　c鋤b・c・餓・i醜d　t。撫v。　th，

abs°「pti。n・・T・k・・im・m・t　th・w・v・1・・ght・f・440　t・450　mμ鋤d。t　th。繊me

t1me　a　slight　h・ight・f・b・・rpti…tth・w・v・1・・gth・f　470　mμ．

　　　Whenthese　c°mp・…t…et・…f・耽d　t・1・s6　the　sll露ht地i螂if
abs°「pti°n　at　the　w・v・1・・9・h・f　470　mμand・。　h・v…1y　th，。b，⑳ti。漁

孤aximum　at　the　wav・1・・gth・f　440　mμby　th・fun・ti…E　th，蜘d　ct。’11、

in　the　allu「in露91鋤d・，　th・aU・・i・g・・b・t・・ce…es・・mised　t。　ha。。　th。i，

allurement．

This　is　i”fe「「ed　by　th・・b・v・一蝋i・鵬d　t・…iti。・Qftheab、。，pti。n

cu「veaswas　sh°鋤bythe・xp・・in・e・t・f　th・b1。。d　whi・h　w。，，xt，。。t。d

by　ethe「d・・1・9・・the　g・・w・h・f．・h・p・p・…d・1・・by・he　e。p，，i燃。f

th°se　p°st曲「th「ee・e脚・by・th・・am・me・1・・d　f・・m　whi・h・he。11蜘，9

glands　were　to　be　formed。


